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東北結実自動車道建設に伴つ発掘調査は 秋田県教育委員

会が日本道路公団の委託を受けて記録保存を目的に実施して

いるものであります。 昭和54年度から昭和56年度までは鹿角

市が対象でしたが、昭和57年度からは小坂町を対象として発

掘調査を行っております。

鹿角市ではこれまで34ヶ所の遺跡、発掘総面積 154，435m2 

におよぶ調査を行いましたが、本報告書は昭和56年度に実施

した妻の神III遺跡の調査結果を収録したものです。この報告

書が鹿角地方の歴史解明と文化財保護に広く活用されること

を望むものであります。

最後にこの調査に御協力いただきました顧問、専門指導員、

日本道路公団、鹿角市、同教育委員会はじめ関係各位に心か

ら感謝の意を表します。

昭和59年 3月

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長



開

い消滅する

が昭和56年度に発掘調査を実施した10遺跡、のうち、鹿角

妻の神III遺跡の記録である。

ため、秋田県教育委員会

6番地他に所在する

2 妾の神III遺跡については、

を正式のものとする。

してきたが、

3 本遺跡の発掘調存に障し、次の諸氏から御教示を賜わった。 して謝意を表する

遠藤 巌 三辻利一

岩手県北上市立博物館学芸員 寿一 秋田県鹿角市立十和田中

木村鉄次長r~ (財j千葉埋蔵文化財‘センター 西川!

鰯)岩手県上里蔵文化財センター技師 中}ll 重紀

(蹄茨城県教育財団調査員 111井正一 桜井二郎

秋田県大館市企画室市史編さん係主事 板橋

慎車市

4 本遺跡、の資料整理に!禁し、次の諸氏から資料の提示、在[l教示を賜わった。記して謝意を表

する。

5 

八戸市教育委員

秋田県鹿角市教育委員

制岩手県埋蔵文化財命センゴ'

全日立、

秋元 {言夫

IIの 1、 地形・地質，_jt立、秋田

である。

同学芸員 工藤竹久

j良同町教育委員会主事 工藤

号 本潰跡SK(S)53、 S ら出土した 人類研

究部長 山口 敏氏にお願いした 0

7 出土した石器、剥片、岩片 秋田 i嵯ilJJ~二郎氏にお願い

した。

s Lコ した炭化村を試料とする 14Cによる年代測定は、日 イソトー

依頼した。

吉 本菩に使用した地形図は 建設省国土地理院発行20万分の l地形図、 5万分の l地形図、

2万 5千分の 1地形図と、鹿角市作成2500分の l都市計画図、日本道路公団作成1000分の l

地形図である。

10 遺跡・遺構内の土層、出土遺物の色調の記載には、農林省農林水産技術会議事務局監修、

1 



財団法人日本色彩研究所色菜監修『新版 標準土色帖』を使用した o

11 遺物の実測には、画像工学研究所製スケッチグラフ卓上型を活用した。

12 本書に使用した写真のうち、昭和47年10月当時の航空写真は日本道路公団仙

13 

工事事務所の提供による。その他の現場写真は主として桜田が損影し、細部の写真は主とし

て神田、安保、児玉が顕彰した。発掘調査中の航空写真は、アジア航iWJ株式会社に依頼した。

、渋谷志と桜田が撮影した。

と呼ばれる中世の館跡の一草[iであり、北側に隣接する乳牛平遺跡(東北

縦貫自 南側に隣接する妻の神II遺跡(昭和55年度調査)及び、

I i笠 跡 ( )と併せ、乳牛館とし される

べき性格をもっており、 を整図、表化するにとどめている。

14 本遺跡の発掘調脊と整理作業に

発J問調査

調査補佐員、 した。

調査員桜田隆

調査補佐員神田公男 安保 児玉昭彦 児玉悦郎 奈良義博

畠山幸; 米国 池田洋一 福本雅治 鈴木秋良

調査員 保田 F釜

調査補佐員 池田洋一 児玉昭彦 ニ11烏隆一儀 佐藤雅子

竹村純子 山崎敬子 大西英子

新田睦子 佐々木アイ子

山田 岡本龍子 {左藤仁美 能谷

11 
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妻の神 111遺跡

遺跡番号

所在地

調査期間

発鋸読査予定面積

発掘調査函積

No. 24 

鹿角市花輸字音ーの神 6 他

昭和56年 4月20日-8月31日

4，901m' 

7，200m' 



は じめ に

1 発掘調査に至るまで

昭和32年 4月16日付けで公布された『国土開発幹線自動車道建設法』に基き、埼玉県川口市

を起点に青森県青森市に至る東北縦貫ー自動車道)11日一青森線の建設計画が策定され、昭和40年

11月1日に鹿角VL高森市問、昭和42年 間22日に盛岡市 鹿角市間の基本計画が公表され、

高速自動車国道の路線指定を受けている。

現昭和43年 4月1日に鹿角市 青森市間約81kmの第 2次施行命令が建設大田から日本道路公

開総裁あてにあったのをうけ、秋田県教育委員会では、 t里蔵文化財保護の立場から、文化庁と

日本道路公団が交わした覚書『日本道路公団の建設事業等工事施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の

取扱いに関する覚書』に恭き昭和44年 8月鹿角市十和田地区から鹿角郡小坂町の青森県境まで

幅 4km、延長25kmにわたって遺跡の分布調査を行い67遺跡を確認、その成果を公表した。

昭和46年 6月1日に岩手県二戸郡安代町一鹿角市十和田錦木間約37kmの第 5次施行命令が出

され、昭和47年11月27日には鹿角市十和田錦木一小坂町小坂間の路線発表も行われた。

秋田県教育委員会では、昭和48年 8月に鹿角市八幡平、花輪、尾去沢地内約20kmを4kmllJ1ilで、

遺跡分布調査と試掘調査を実施し、 46遺跡を確認した。この結果をふまえ昭和51年 2月12日に

日本道路公団仙台建設局から鹿角市八11昏平一鹿角市十和田錦木間21.1kmの路線発表が行われ、

昭和52年10月に日本道路公団仙台建設局鹿角工事事務所の依頼により秋田県教育委員会ではこ

の発表路線上の遺跡分布調査を実地し、 32遺跡〔縄文時代17(占代重複 3を含む)、吉代10(縄

文重複 3を含む)、中世 5 (館跡が多い)、その他 3(調査不可能で、あうて遺跡のありそうな所)J

の存在を確認した。

この結果にもとづき、路線上の遺跡への対処や調査方針について日本道路公団仙台建設局と

秋田県教育委員会との間に協議がもたれ、これら31遺跡は記録保存することに決定された。

(昭和55年に路稼上に新たに 2遺跡が発見きれ、また工事用道路建設に伴い 1遺跡が記録保

存されることになり、最終的にはこの区間で34遺跡が記録保存されることになった。)

昭和54年 2月に日本道路公団仙台建設局から発掘調査依頼が出され、秋田県教育委員会では

昭和54年度 7遺跡(居熊井、湯j頼館、上山田、大地平、堂の上、歌内、上葛樹立1)、昭和55年

度19遺跡、(歌内、鳥居平、飛鳥平、北の林 I、北の林II、上葛岡 I、上葛岡 II、上葛間町、駒

林、中のl崎、孫右エ門館、案内 I、案内 II、猿ケ平 I、妻の神 II、下乳牛、西町 I、西町立、

小豆沢館)、昭和56年度10遺跡(中の崎、猿ケ平II、妻の神 i、妻の神III、乳牛平、室問、案

内III、柏木森、明堂長根、一本杉)の発掘調査を実摘した。
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本報青書に収載する妻の神III遺跡は、 H昭百干和l日14必6年に実施きれた分布調査でで、は発見されておらず

;道亘路子定中J心L心、杭カ

査」 とされたi遺宣跡てでで、0、ある O

註 1 昭和147年に!日鹿角郡十和田町、花輪町、尾去沢町、八幡平村が合併して鹿角市となっており、

本来ならば当時の町名を用いるべきであろうが、便宜上現地名表示にした。

註 2 秋田県教育委員会 F東北縦iT自動車道遺跡分布調交報告書ート和田町・小坂町'地区一』

秋田県文化財e調査報告書第20集 1970 (昭和45)年

註 3 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書一花輪町・!毛去沢町・八11時半村

地区一』 秋田県文化財調査報告書第24集 1972 (昭和47)年

註 4 秋i司県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分イli調査報?i-t書一八111番平~十和問錦木 秋

田県文化財調査報告書第56集 1978 (昭和53)年

補註

日召和54年度調官の 7，i玄関:のうち 6遺跡については、 1981(昭和田)年 3月に『東北村正賞自動I}i

道発掘調査報告書:1 屑熊井遺跡・湯瀬館遺跡・大地平遺跡・上山田遺跡・堂の上遺跡・上葛悶

III遺跡 Ji (秋田県文化財調査報告書第78集)として公表され、昭和55年度調査の遺跡につい

ても 1982(昭和57)年 3月に『東北縦貫自動車道発掘調査報告書II-歌内遺跡 Ji (秋田県文化

財調査報告書第88集)、「東北縦貫自動車道発掘調査報告書III-鳥居平遺跡・飛鳥平遺跡・北の林

I 遺跡一Ji (秋田県文化財調査報告書第89集)、『東北縦貫自動車道発掘調査報告書IV-北の林II

遺跡・上葛岡 I遺跡-上葛岡 II遺跡・小豆沢館遺跡一Ji (秋田県文化対調査報告書こ第90集)、 r東

二|ヒ縦民自動車道発掘調査報告書V-J::葛岡IV遺跡・駒林遺跡・案内 II遺跡・猿ケ平 I遺跡一Ji(秋

田県文化財調査報告書第91集)として12遺跡が公表されている。昭和56年度調査の遺跡について

も1983(昭和58)年 3月に F東北縦貫自動車道発掘調査報告書VI 猿ケ平日遺跡・室田j宣跡・一

本杉遺跡・案内III遺跡 Ji (秋田県文化財調査報告書第99集)として公表されている。
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2 調査の組織と構成

調 査 主 体

調査 顧 問

専門指導員

調査担当者

調査補佐員

(職名は発fl:l¥調内H年)

秋田県教育委員会

i平井清足 奈良国立文化財研究所所長

芹沢長介 東北大学文学部教段

小 林 達 雄 国学院大学文学部助教技

jキ 謙作 北海道大学文学部助教技

~J:i l蕗 ド全 東北大学文学部助教授

藤沼邦彦 東北歴史資料館考古研究科長

進 藤 秋 揮 宮城県多賀城跡調査研究所研究第一・

岩 見 誠 夫 秋田県教育庁文化課社会教育主事

猿ケエfZII (VI収載)、柏木森(VII収載)

桜悶 1;釜 秋田県教育庁文化課文化財主事

妻の神III(本書)、一本杉 (VI収載)

小玉 準 秋田県教育庁文化課文化財主事

乳牛平 (VIII収載)、明堂長根 (VII収載)

橋本 史 秋田県教育庁文化課文化財主事

妻の神 1 (VIII収載)、中のi崎(IX収載)

ノj、林 克 秋田県教育庁文化課文化財主事

田・案内III(VI収載)、拍木森(VII収載)

く岩見班〉藤井安正、高僑 学、松向忠仁、児玉悦郎、奈良義博

く桜田班〉神田公男、安保 慶、児玉昭彦、池田

く小玉110阿部明人、畠山主、高 橋修 、米 田哲

〈橋本現〉安保徹、鈴木秋良、鈴木工}J、福本雅jff

く小林庇>I羽 産、阿部義行、花田孝夫

事務補助員

調査協力機関

佐藤 }I原子 金沢万里子

鹿角市教育委員会 秋田県東北縦貫自動車道対策事務所

鹿角市建設部建設課高速道路対策室 鹿角市花輪乳牛部落自治会
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11 遺跡の立地と環境

1 地形 と地 質

(1) 地形と地質の概要

本地域の地形は大きく見て東西の山地、盆地内の段丘地形、 ir!1精{丘地の三つに区分されるっ

これらについて秋田県 (1973) 、内政 (lg6E:i、 1970)および日本道路公団の東北自動車道土性

縦断図表(日本道路公団仙台建設局:昭和53年)等を参考にしてまとめると次めようになる。

山1也:東側は花輪越以北で 800~ 700 mと北にゆくほど高度を下げるが、以南では 100m以上

の保高てj持壮年期のけわしい地jちを示し、特に皮投岳ー(1ヲ122.4r川、 1.115.0m)な

ど起伏量の大きい山塊が連なっている 5

地質は主として新第三紀中新世の火山砕)育岩よりなるが、それらを民ぬいて石英安山岩や安

山岩も分布している、また、福士)11上流には南部の谷内、 j易i!TIiと同様に粘板岩を主とする古生

層の蕗H'Iも知られているつこれらの東側山地の山列は南部でほほ、南北に連なっているが、花輪

越以北では北東方向にのびているさこれは新第三紀層の走向に大111各一致しているョ

一方、西側山地は南部で 400m-600 rn、北部で 250~ 300 mで山容も東側山地ほどのけわ

しさは見られない。 地質は東側山地と同様に新第三紀中新世の火山砕屑岩を主とするが、大詰

層、大滝層などでは砂岩、泥岩などの砕屑岩が広く発達している。

段丘地形:花輪盆地南部の段丘o'iiは、花iP-j命高位段丘、花輪中位段丘(内藤、 1970) 、鳥越段 i王

(秋田県、 1973)、松館段任、大里段丘の 5段に区別できる。このうち、鳥越段丘は秋田県(19 

73)では鳥越段丘、関上段丘の二つに区別されたものであるが、後者は火砕流堆積物からなる

前者の二次堆積物の上面であり両者を区別する段丘崖の発達も局所的であって連続性に乏しい

ことから一括して使用する。また、松館、大里の各段丘は内藤(1970)の花輪低位段丘群とさ

れたものである 3

一方花輪盆地の中~北部の段丘面は、高位段丘、鳥越段託、毛馬内段丘、中間段丘などが見

られる。次にそれぞれについて簡単に記載する。

高位段.lIは、南部では東側山地の末端部からなだらかな斜面をもって扇状地状に広く分布す

る。かなり開折されているものの明らかに平盟国を残している。標高は1/2.5万地形図から、

浦志内 )11左岸の扇ITl部で 350m、葛岡北東の末端部で 240mである。また、歌内)11流域でも 320

mから 250rnまでの高度差をもっ、一方、福士川左岸で、は 350m~ 250 mあるが、左岸では花

輪スキー:l香北東の 300mから女森田方の 200mまでと i明らかに低いσ また、平均こう配も

川以北では約 4.4%(2.5
0

) と小さくなる。盆jむの中~北部では南部はど分布は広くなく、散;在

4 
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的で商の高度も 230~ 240 mと低い。構成層は径数cmから50cm前後までの亜角礁が雑然と混入

した不淘汰磯層であり、地表面に近い部分は数mにわたって風化が進み、礁はくきって?トリ

ソクスと大して変わらないかたきになることが多い。段丘面の分布範囲のほかに、葛岡西方で

は火砕流堆積物の下位に見られたりする。全体的に扇状地堆積物としての層相をよく残してい

る。また、 上部は数mが赤褐色の粘土質土になっており、中に未風化の亜角球もしは、しばみら

れる。最上部には粘土質になった火山灰層がみられることもある。

中イ立段丘は、上田 (1965)および内藤 (1970) の産土神断以南にやや広く分布し、浦志内)11

230 - 180 m、歌内)11下流で 270- 200 mである σ 産土神断層以北ではまだ確認し

ていなし九去端部は鳥越軽石賀火山灰層におおわれるが、同僚に扇状地:伐の地形i訂を残してお

、
1
j
 

t
 

こう配は柏木森の西方で、約 6. 0 ?--;6 (3. 50 )である。 1+ シノレトないし砂

め?ト 1)，ソクス中に数cmから30cm以上の角際ないし亜角離が雑然と混入する礎層で、全体的に

培埋は不明瞭で、塊;1犬であるが、未端部では厚さ数cmの連続性のわるいシ 1レトないし砂の薄層を

含むこともある。葛向南方では Nf直が70以上の高位段丘礁層の上に、最大 6mの厚きで泥炭質

粘層が発達する。この付近は浦志内川と歌内)11の扇状地にはさまれた湖沼的な堆積環境にあつ

なものであろう。なお、この粘土層の上位に 5~6mの厚さで重なる中位段丘構成層はすでに

したように不良淘汰の亜角球からなる礎層であるが、全体的に7 トリックスは灰縁色

するつ同様の色調の構成層は花輪東方の鳥越段丘の下部にもみられる。

鳥越段丘は 火山灰層(内藤、 1966)の堆積函であり、大湯環状手IJ石など多く

跡をのせて盆地内に最も広く分布する。特に大湯111の両岸および小坂)11の左岸、米代)11右躍に

よく発達する。高度は、花輪東方で 170~ 180 m柴内から根市戸付近で 150m前後、腰廻から

一本木にかけて 180m前後と盆地の周辺部にむかつて高度をあげるが、特に大湯川沿いでは風

張付近を扇頂部とする扇状地様の形態を示す。全域にわたって灰白色~乳白色の火山灰中に白

色の軽石が多量に含まれる)替相を示すが大湯川と小坂川の合流点に近いほど層理の明瞭な二次

堆積物が発達する傾向がみられる。火砕流台地としての形態をよく示しており、段丘面は平坦

は急、崖をなすことが多い。なお、 IJ寸支指から申ケ野にかけては部分的により古い高市

火山灰層が見られることがあり、埋没段丘面の存在が指摘されている(内藤、 1966)。

語錯段丘は南部で米代111左岸に沿い尾去から松館、荒町にかけて広く分布している。標高は

160 - 170 111で、夜明品川、黒沢川等の扇状地の解析された段丘とみられる。構成層は未確認

である。盆地中部の東側に、草木)11、佐比内沢、間瀬川等による扇状地が発達するが、これら

は松舘段丘と罰時期の可能性がある。大里段丘は南部で米代)11右岸沿いに大里付近まで分布す

る。標高は 150- 155 m と低〈、構成層は上部はくずれやすい河床性の磯署を主とし、国泥質

の砂喫層が重なっている。河床性の礎層の上には大湯軽石賀火山磁層があり、さらに部分的に

- 6 -



軽石質の二次堆積物がその上に見られたりすることから北部の毛馬内段丘に汁比できるものと

思われる。

毛馬内段丘は大湯)11両岸と松の木以西の米代川沿いに発達する最低位の段丘で、東能代付近

まで連続して分布する。標高はごも馬内付近で 110-120 m、松の木では 112mである。構成層

は大湯)11沿いでは下部から大湯軽石賀火山ii紫層、名馬内軽石賀火山灰層、不j勾汰砂礎層の)11買に

重なるが、米代)11沿いでは毛馬内軽石賀火山灰層が主となる。毛馬内軽石質火山灰層は米代}II

沿いでいくつかの遺跡を埋没させており、特に鷹巣盆地における胡桃掠理没遺跡(平安時代中

~末期)はよく知られている(秋田県教委、 1968、1969、1970 平山吉市)11、1966)0 

ところで、この地域の第四紀地質と地形を特徴づけるものに花輪断層と十和田火山起源の火

があげられる。

はほぼ1直線的に米代)11沿いに北上してお f)、東西の山地の記伏量、 ilJ容のちがい、

段丘の非対称的分布等は、断層の東側の山地が第四紀を通じて上昇傾向がより強かったことを

ており、注目に値する。一方火山砕屑物層については内藤(1966、1970)、中)11ほか(

等によりくわしく知られており古い方から小坂軽石賀火山灰層、高石軽芯質火山灰層(14C年

代で 25， 850 :t 1， 360年前)、鳥越軽石質火山灰層(12，000土250年前λ申ケ野軽石質火山灰層

(8，600 :t 250年前)、大湯軽石賀火山礁層(3 ， 680 :t 130年前)、毛馬内軽芯質火山灰層(1，280:t90 

年前)区分されている。このうち大湯軽石賀火山際層の 14C年代値は同層の下位の炭質物につ

いての値であり、間層の降下時期より古い年代値と考えられる。また、毛馬内軽石賀火山灰層

は前述のように埋没遺跡との関係から平安時代中~末期とみられており、

の降下にひきつづいて流下した同一火山活動にともなう火砕流堆積物であるとの指摘もなされ

ている。(大池、 1974:藤本、 1980九

(2) 発掘地点の地質

No.24 

161 --163 mで平坦な鳥越段丘上にある。黒色!寓植土層、

を含む大湯軽石賀火山際層が 5-12cmでみられる。

7mが水中の二次堆積物となっており、明瞭な斜交ラミナがみられる。
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秋田県教育委員会 1969 If胡桃館埋没建物遺跡第 2次発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書

第四築

秋田県教育委員会 1970 If胡桃館埋没建物遺跡第 3次発撫調査報告書』 秋田県文化財調査報告
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書第22集

秋田県 1973 秋田県総合地質図I偏JJ r花1愉」

藤本幸雄 1980 rト和田火山起源の火山灰層の重鉱物組成{その 1)大館、花輪盆地における火

山灰層J IT")d宮工業高校研究紀要』

藤原健蔵 1960 r米代川流域の河岸段丘と十和出火山噴出物との関係j 11東北地理JJ 12・2

内藤博夫 1966 秋田県米代)11流域の第四紀火山砕屑物と段丘地形j IJ地理学評論』第39巻第 7

4 

内藤 r~~:夫 1970 r秋田県花輪盆地および大館盆地の地形発達史j 11地理学評論』第L13巻10号

rl:l J 11久夫、ほか 1972 r-ト和田火山発達史概要j IT"東北大地質古生物研邦報」第73号

大地昭二 1972 r十和田火山は生きている J [f国土と教育』第26号

1-.田良一 1965 r秋田県北部の第三系の層{立と遺構造運動についてJ 11秋田大地下資源開発研究

所報告』第32号

2 環境と周辺の遺跡

秋田県の最北東部に位置する鹿角盆地は「青担山をめぐらす鹿角の地J と詠まれたように、

東側を大森、五の宮獄、北の林、皮投岳、中岳なと守の急峻な奥羽脊梁山地に、西側を高森、水

品山、三ノ岳、大森山、土筆森などのやゃなだらかな高森山地に囲まれた南北に細長い盆地で

ある。この盆地の西縁寄りを南側から流下する米代川は、岩手県四角岳に源を発し、湯瀬渓谷

を曲流したあと八幡平から流れくる熊沢川や夜明島川、五ノ宮j設から流れくる歌内川、浦志内

川を合流させながら北流を続け、花輪・柴平地区で福士)11、乳牛)11、不動)11、間瀬川、草木川

を、毛馬内地区で十和田湖のあたりから流れくる大湯川、青森県境坂梨III宇のあたりから流れく

る小城川を合流させたあと、流れを西にかえ大館盆地へ流れ去る。

この米代111と米代川に流入する水系と盆地の周縁には数段の段丘が発達しているが、鹿角盆

地の形成は、①隆起する脊梁山地からのj莫大な砂礁の供給による段丘形成。②十和田火山によ

る大量の軽石流の流入。③現在の河川による浸食と砂磯の供給。によるとされており、高位段

丘面以外は十和田火山噴出物の流入堆積と盆地内の大小河川!の浸食・関析・下刻作用を受けて

現在の段丘地形を形成している。また盆地中部の菩提野と東南部の大呈付近では扇状地堆積が

あり、段丘の一部を被覆している。

これら段丘上には、未だ!日石器時代の遺構。遺物が確認されていないが、縄文時代早期から

中・近世までの遺跡が 407カ所確認されている。遺跡は盆地東側の段丘・台地上に多く立地し

ているが、これは地形発達上の要因ばかりでなく、冬期間の積雪量と日照時間の多寡、

0
0
 



融雪速度の差等の盆地内の気象要因にも関係すると推測される。

縄文時代の遺跡では、早期の遺跡として、貝殻文土器を した一本杉遺跡、複節縄文の施

文された尖底土器を出土した主話国IV.尖品半・柏木森の各遺跡が、前期の遺跡として円筒土

器下層式土器を出土する 2棟の竪穴住居跡が検出された清京出遺跡、上山田遺跡があげられ、

中期の遺ー跡として、所謂複式炉を具備する竪穴住居跡を多数検出した黒森山・北の林 I・北の

林II・茶島半.美声涙ー猿ケ平IIの各遺跡が、後期の遺跡として、配石遺構を検出し国特別史

跡に指定されている大湯環状列石の野中堂 s 万鹿の両遺跡、埋設された土器棺を検出した飛鳥

平遺跡があげられる。晩期の遺跡として、配石遺構を検出した玉内遺跡、 を多く検出した

明堂長根・柏木森 e 猿ケ平 Iの各遺跡があげられる 9

弥生時代の遺跡としては、遺構の検出がなく、遺物のみであるが、争議語、大地平、主葛岡

III、猿ケ平 I、薪_;_[ぷ舘の各遺跡が知られている。

小規干支なマウンドを ている墳墓群がこの盆地内にもいくつかあり、枯草坂古墳群、

塚古墳群などと命名されている。 日本史上にいう時代区分としての古墳時代の所産ではなく、

奈良，平安時代の所産であるが、東北地方の末期古墳の影響を受けた遺跡である。

奈良・平安時代の遺跡としては、
Jろλない .tJ均すみど弓

一本杉、中の崎、案内問、笹[l休堂、

員長、議白草、ふ半、養議長、長丙、北の林 I、~ヒの林 II 、

詰首脳長などの各集落遺跡があり、歌内遺跡から硯が、一

本杉、小平時遺跡からは墨書土器が出土している。

鹿角の地がこの時代に律令体制下にあったかどうか論のわかれるところであるが、秋田城を

焼失させた所謂元慶の乱には、反乱夷停12カ所の中に「上津野」 として史書にも記されており

秋田城に対し朝貢的服属関係にあったとされるが)1原化の詑度は浅かったと推測される。

「元慶の乱」時にあらわれた「上津野」はその後鎌;倉期まで記録から姿を消すが、中世の遺

跡として、盆地内の台地縁辺部の自然地形を巧みに利用して構築された館跡群がある。

これら館跡は、鎌倉時代後期に関東から移住してきたとされる成田、安保、秋元、奈良の所

謂鹿角田氏とその庶流が住んだとされている。鹿角盆地という小地域に群在する一村一館形式

の館が、広大で防禦施設としての空堀が深く、概列、腰郭を備えているのは奇異な感もするが

中には古代の多郭連続式の「盛塞」に を加えたものがあると推定されている。確認されてい

る館跡は50数館にのぼり、調査された小枝指館、湯j頼館、新斗米館、小豆沢館、長牛舘からは

中国陶磁器も多数出土しており、 日本海を渡ってきた中国陶磁器が米代川上流域の、 この山奥

の地まで運ばれてきていることは、館跡の年代を知る手がかりにもなり注目されている。

鹿角盆地は、ケッペンの気候分類で区分すると温帯多雨気候区(Cf)に極めて近い亜寒帯多

雨気候匿(Df) に属するとされている。 山間盆地の内陸的気候を示すが、夏季にオホーツク高

気圧の影響で東北地方北部の沿岸一帯に小雨混じりの冷涼な天候が続くと冷たいやませ(偏東
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風)が内陸の鹿角盆地まで入リ込み、しは、しば強い影響を受け冷害となる。このやませ(偏東

mruは、また北日本の降下火山灰が偏西風の影響を受けて噴出源の東側地域に降下ゅ j佳積する

という常識をはずれ 十和田火山噴火・所謂大湯浮石層噴出の際、西側地域に降下・堆積させ

る原因ともなったものであり、夏季の噴火 a 降灰は冷涼な とともに鹿角盆地に壊滅的打撃

を与えたものと考えられる。

気候的には恵まれないこの鹿角盆地は、東西を山地に閉まれながらも東西連絡の要笛として

四通八遠の状況にあり、近世においてはこのことから浅利、南部、秋田による争ー奪の対象とな

っている。
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111 調査の記録

1 遺跡の概観

秋田県北東部に位置し南北に細長い鹿角盆地には、中央を南北に流れる米代川!と肋骨:[犬に流

入する諸河川!の浸食作用を受けて形成された段丘と舌状台地が発達しており、縄丈時代早l期t明見カか込

ら中世世~，にこ至るまでで、 4ω07 カ所のi遺室跡跡、カ
i十 Jふ、 しこん

古代には、狭布、紫綬などの生産物として知られているが、安村二郎氏 ちカfこ

の特殊所出物を所当 として組織的に徴収できるように君1:;を立てて、郡司にその調達納入を
け ふ ぜ{まぬの

J旦当させ、狭布 F毛布の細布』の所当布指定郡として鹿角郡が建都されたのではないかと推定

している ο そしてその時期についてf吾妻鏡J己主治五年 9月3日の条に、鹿角と隣 1)台う東の糠

部部と西の比内部が記載されていることから、単一の生活ブロソクである鹿角にも単一ーの部が

建てられていたであろうとして12世紀の初め頃でなかったかと推定している。

時代は;塑上るが、弘仁 2年 7月に文室綿麻呂が幣伊村のg!段夷を討伐するために出羽、陸奥両

軍の{字軍でこれを挟撃しているが、その攻撃目標の位置と出羽方の{字軍のj主主存続路を考えると

山間を縫うように流れる米代111によって開けた鹿角盆地を通過したと考えることは妥当である

し、秋田県北部のどこかの地と考えられている邑良志間村の r~制字、吉弥侯部都留 ~I支が爾薩f本村

の伊加古を討たんとして米を出羽田府から給せられるが、新野直吉氏はこれを鹿角盆地をめぐ
(~t 4 ) 

る領域争奪戦であろうと考えられており、東西交通の要路であり、出羽と陸奥の境界線上にあ

る鹿角盆地の特異な位置が鮮明にj手びあがる。

史書には、元慶 2年の所謂元慶の乱で秋田城を攻め落した夷{字12カ村のうち、米代川流域に
のしろすぎぶちひないかっr の は1:5 ) 

その拠点をもっ 4カ村(能代、槌j剤、火内、上津野)の一つ、上津野として初めてあらわれる

が、鎮守将軍小野春風が秋田城救援のため陸奥固から急行する際、最初に上津野に入り、教臨

し降服させていることは、順化の浅い夷停ではあっても、それ以前から官軍と接触交流カtあっ

たことを想像させるし、この鹿角地方が奥羽北部における征夷行動、陸奥と出羽の協同作戦に

は欠くべからざる軍事上の要路として重視されていたと考えられる。

この東西交通路としての特殊事>1育は、その後も前九年の役の後、安{音貞任の遺児高星1しが鹿

角にl芯屯後、津軽藤崎へ落ちて安東氏の祖となったという伝承や、 j馴i((朝の奥州、i征伐により平

泉から落ちた藤原泰衡も鹿角を通 1)、西i礎の地、比内T去の概で郎従に殺されている史実もある

ことからもうかがし岐[lることができる。

元慶の乱で'iI史に現われた上津野(鹿角)地方もそれ以後鎌倉時代末期まで姿を消してしま

い、その間の状~YLは不明である。鹿角盆地の戦国n寺代後期の実態を示しているものに、江戸時
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この中には、鎌含時代初期の奥州合戦援に関東御家人

の安保、成田、奈良、秋jこの四氏がその勲功により地頑として任命されて鹿角に入部したあと

由来集』がある。された代に

し、地縁的結合を強めて支配権を確立四氏を出自とする庶流の独立化に伴い、既存の村に

ろす高台に
_，_ 
廿F

} 
る。本姓よりも村落名を姓として名来り、したと J5-えられる

と表現している《

山氏の一族は、既存村落に館を構築し鹿角盆地を分割支配している D 成田一族は、別立がも
さ tい ぜ ながムね たにない たかい月 しんた お h 九

馬内を所ii兵とし、庶てj三らは佐比l::Jq、j易j頼、長:嶺、谷内、高市、神田、大地、荒川、高清水、闘

を、安保氏は惣が大豆を、庶子らが田山、三ヶ由、

館を構えたさまを「京都四拾二郷に侍四拾弐人住居之事」

松館、
北
山
間
ア

カ
A
A
l
，

内、花輪、柴内、乳牛、中柴内、折加内を、秋 l乙氏は惣韻が高i頼、久保田、用ノ目、

八[11番館(砂子沢)、、小坂、 ì~;j川

を、奈良氏は惣領が大湯、庶千らが薪斗呆、ノトィ:討会、ふ半、 i頼l召石

らが長牛、松山、)11)京館を、

(ミ?と士反、
、

t
4

、、
}
 

、wild-

出、丸長官)をj叶領としている。

存館を慨観すると、単郭形式のものもあるが、大多数が舌状台地や段託先端を数本の堀割で

区画した連続多郭式のもので、中には古代に構築された「掠」を利用して二次的に使用したも

また、所領域及び館規模をみると一族の惣領よりも大規模な館を所有する例、のもみられる。

を構える例があることや、各氏一族の所領兄弟とされている中にも弟が兄より大規模な館に

この根底には、在地の有力農民が農民層の階級分化によが各地に点在することが知られるが、

1)指導的地位に立っと同時に集落を見下ろす高台に屑舘を構築し、関東御家人の入部によって

それぞれ上級領主の被官となって家臣聞に編成されたものがあるこ四氏とのつながりができ、

とによるものかも知れない。

建武新政開始と共に鹿角田代に任命された成田頼時は、弟の成田泰次と共に宮方として仕え

曽我l't光、浅利j青連ら武家方から攻撃を受けている。

その後、南北朝時代には鹿角地方は南部氏の影響-l'-に入づたが、成田氏の一族は逆に独立性

を強めていっている η

この所謂中世豪族の小範囲分割支配地である鹿角盆地にもその版図拡大を計る南部氏と浅利

占拠が続いたが、天文 5年に南部氏の優位支配が定着し、天正19年氏園秋田氏の抗争で侵略、

の奥州、|仕置軍の九戸平定の後、鹿角に所領を得ていた四氏の所替えと故地離散が続き、明治 4

年まで鹿角盆地は南部氏の版図に吸収されている。

鹿角盆地内の館跡群のうち湯j頼、

された記録カi残っている J その他の館の使用年代的下限については

小技指七ツ館に始まる館跡の発摺調査で得られた年代観に大差がないことから安村二郎氏が指

黒土の 6舘は天正19年に破却

いが、昭和30年の

、谷内、

摘するように鹿角42 (48)館と言われている館跡群の大半の使用年代がほぼ相近いものである

-12-



ことを推i[!ijさせるコ

鹿角盆地の西mlJを北に流れる米代JIIへ盆地東iftlJの山地に源を発し、数段の段j王を浸食・間析

しながら流下し、肋骨状に流入する乳牛JIIが沖積低地に入るあたりのお岸に一段高く広がる関

U交正面iが速なる。この段!王国上に「一、 lUJ.tl二村 .1UJ.牛六郎知知本名阿保館有」と記されたず乳

'1--ti官」カ千草築されている。

この乳牛JII右岸の段i王面には、随所に堀害IJ状の問地が認められるが、手VI二館の範問、北側に

隣接する柴内館との境界線が定かではない。

乳 'i-.ffi.宮の範囲と推定されている段丘町上には、安のt~n 、去:の神 II 、主ーの神 III 、乳午平の 4

遺跡が存在する。妥の判]1 遺跡は土問割がiiiらされておリ、館跡と推定されている n ま

遺跡も.tJIi]害IJによりいくつかの郭が形成されていることから館跡とされているさミ長の神 IIと

神IIIの各遺跡は、深い白?京地形の沢目に分断されているが広大な平担函によ地していることか

ら、妻の神IIは妻の神 Iの館跡と妻の神IIIは乳牛平の館跡どの関係が取り沙汰されている

ミ誌の?ヰIII、支ーの神IIIの 2遺跡{土、1[:のrEI11、手LT-平の各草f;面が桜小すぎることからこれら館

郭の日常生活の場ではないかと言われている lっ

この説に従えば、安保氏の庶氏である柴内、 JuJ.午両氏が居を構えたとする柴内館、乳牛館の

各館及び文献に載らない妻の神 Iの館跡の日常生活の場には!長官7な区画(境界線)をする必要

がなく、一連の館群とその日常生活の場と理解することも可能でーある。

この連続する館群、遺跡群の中でも最大面積をもっ妻の神III遺跡の占める{立遣は、相当軍か

ったものと考えられる。

註 1 安村二郎 1982 鹿角の建君r~J [J号1)冊教育秋田.JJNO.5 

註 2 日本後紀 弘仁二年七月十四日条

註 3 日本後紀 弘仁二年七片二十九日条

註4 新野政古 『古代東北史の人々』

註 5 日本三代実録 元慶二年七月 1一日条

設 8 日本三代実録 元慶二年十月ト二日条

註 7 東日 iJÍL外三~Ì日誌 東日流三祖安倍安東抄「大HJ方

註 8 吾妻銭 丈ifi五年九月三日条

註 g 延享 5年 (1748年)写本。米国勇氏所蔵

註10 4 氏は関東御家人の庶流・地顕代が出自であろうと考えられている。地~ÍU二ついても i沼市tがあ

り今後の課題であるつ地頭職に関しては『鹿角市史』第 1巻に安村二郎氏が詳述している。安村

二郎 1982 r第四章 中世の鹿角J [J鹿角市史』第 l巻

註11 i建武IJL¥年八月二十ー三日曽我白光軍忠、:!1(J [J 
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なお、鹿角地方の館跡に関する資料は、秋田県文化財調査報告書第78集 東北縦1T自動車道発

掘調査報告書:1の場制館付誌として掲載されている。

註12 伊藤祐治 「祐i青私記一内山肋右衛門輿北の館{政却之事 J [j"南部叢書」第 3間

註13 江 i二波夫他 1958 [j"館土止』によれは、第 1:'iliで9陳の住岩閥、が確認され、 i南宋青磁片や古銭

(作詞:元宝、:志j祐通宝、無銘銭)等が出土している。第III郭では、 5陳の住居跡が検出され、南

宋青磁()十、 i明末陶器片、桃山間陶器J'ì- 、古銭(皇宋通宝、型[1'()邑 ~E: 、 j共武通宝他人石臼等が出土

している。この他IV-YII郭も調査され、出土j支物からit境問・織盟Wlまで使用されていたことが判

明し、鹿角の中世館の大半がこのu寺jtJiのものであろうと推測されている。

註14 IJ、技指七、ソ館の調査以降にj以前i館(昭和53年)、新''1-米館(昭和54・55年)、小豆沢館(昭和55年人

高市IWJ館(昭和56年)の調査が実施された。その出土品は、沿{!jii(館:中国製蓮弁丈青磁碗片(13-

14 C )、主i農民:ffll日Tl. (16 C前半)、山銭{間近通主、 jひfij重宝、本楽i重宝、1、新::1来館:陶磁界(青

的、['']{説、すと付、褐:f[fl、定j良、 ;ιTT-)}j;製rfr'1 (武具、 r建築具)、無銘銭っ陶佑誌の年代は12-17

C 前半。ノト '~~i~)~館:美濃灰 :f[]j J1l1. (16Cfjij半)、唐津皿(l6C前半)、高市fI:IJ詰:白磁碗(l2-13C

ここは新斗米館の一部か。

この他に大型館に隣接する歌内遺跡(集落跡)から灰糊血11点を含も-14点の!淘{滋器(昭和54・

55年)、北の林II遺跡、から灰:ffB皿 1点(昭和55年)が出土しており大型館との関連について注目

されるう

これら調査例のうち湯瀬館と小豆沢館、大里館の 3 館は天正1~年 (1591年)に岐却されており、

出土品の年代観とも一致する。

2 調査の方法

調査は、日本道路公団の打設した中心杭のうち ST A 156 +80とその北方に20m隔てて打設

されている STA157+00を結んで縦の幕準線とし、 STA157+ +00を交点としてこの縦の基準

線と直交する横の基準線を設定したあと、調査対象区域の平t旦面全域に 5mX5mの方眼をつ

くりその交点に杭を打設することから始まった。その後、測量原点を北東隅部に移動させ(0、

o )とし、みかけの東西方向(横万rr̂IJJにアルファベソト、南北方向(縦方向)にアラビア数

を付・し、各グ IJ ソドじた}南西i科部の方li艮杭で両者を組み合せてグリソド名としたっ

アラビア数字を付した縦基準棋は、磁北に対してSTA156十 80の位置上で 14
0

47'00"西に偏し

ている。また、このSTA156+80は、北緯40
0

12'22"424、束径140
0

48'32"072である。

その後、北東側地区の乳牛王子遺跡との間の空間地借となる一段低い畑地、草地にもグリソド

を設定した。この地区はアラビア数字にマイナス記号を冠している。

調査区域のうち北側に一見舌状に張り出す形となった 0ラインから 8ラインまでを最初に調
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査することにした。この区割は、旧耕作者によると「何の作物を播種しでも出来が悪いJ 程に

耕作土(J欝食土)が薄く地山面も一部露出していることから短期間で調査が終了できると予想

し、終了後は 8ラインから南側の調査で排出される土の置場として利用する計画を立てた。

8ラインから南側全域の土層堆積状況を把握するため、調査広中央を甫北に走る Fラインと

東西方向の 8、12、16、20、24ラインに沿って111話1mのトレンチを設定することにし、黄掲色

浮石質火山灰層の層厚、広がりの把握と遺構の確認に努めることとした。

fR年、山ゴボウ、長芋の植栽されていた区域は地中深くまで耕作されていることからトレン

チでの結果によっては、ノ〈ソクホ一、ブルドーザ等重機による除・排土も実地することも考慮

したっこの場合でも、重機の除・排土作業は大湯浮石層の直上までに限定するむ

遺構の実iWJは、設置した方眼杭を利用しての遺方i_t1IJ量によるが、遺構内の埋土(あるいは窓

士)の堆積状況の断面実ifllJに関しては、次の基準を設けた。

① 竪穴住居跡、土墳等で、断面の観察、実測が十分容易に出来る広さを持っている時は必

ず採録する。 (IKI化による記銭)

土壊、 T-pit等で関口部が挟く、断市j観察・実iHlJが困難である場合、図化の可否は

担当者が判断する。ただし、文章記録をのこす。

③ 柱穴等の場合は、確認面での表面土壇観察を文章記録としてのこし、掘り方、 f~え方、

柱あたり等が明確でない限り断面図の作成はしない。

④ 上記の基準にかかわらず、調査員が特に必要と認めた場合は記録をのこす。

実ililJ区!の作成には、遣り方iNIJ量と航空写真測量に依ったが、遺構の実iWJsIは縮尺 1/20を原

則としたが、 SX(町(焼土遺構)は 1/10とした。また、住居跡内の炉の平面・断面は 1/10と

した。

遺物の収納にあたってはその遺物の出土状況によって取り扱いを底分した。遺構内出土の遺

物については、その出土位置、レベルr を実iWJ図に記入後、出土地区、出土層位、レベル、遺物

番号、出土年月日を記入した遺物カードを付して 1点 1袋、 1括 1袋として収納した。遺構外

出土遺物については、各グリッド毎に層位区分し、 と忠、われるものについてはその出土状

j兄等を実;WJ図に略記するが、その他は位置の図化、レeベノレ計iWJは行わないこととし、出土グリ

ッド、出土層位、出土年月日を記入した遺物カードを付して 1括 1袋で収納した。

遺構・遺物の記号化については、昭和53年度に東北縦貫自動車道関係の遺跡発掘調査を担当

した調査員・調査補佐員が協議して決定したものを使用することにしたが、遺跡南端で検出さ

れた柱穴子Ijとその北側に隣接する講を併せて概列跡と解釈して SAを付したこと。出入口と思

われる張出部を持つ方形竪穴遺構を中世館跡の郭上からの検出が多いことなどから中世の竪穴

住居あるいはそれに類するものと解釈して S1を付した。
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写真撮影には35ミリサイズのカメラ 2台と、 6X4.5サイズのカメラ 1台を使用し、モノクロ

ーム、カラーリバーサルの各フィルムを装填して揖影するが、モノクロームフィルムによる撮

影時には、撮影データ(被写体、撮影方向、撮影日等)を顕彰後に一方向につき露出・絞りを

かえて 3枚の撮影を原則とした。

妻の神III遺跡で使用した遺構・遺物の略記号は次の通りである。

5A 概手Ij 5 B 掘立柱建物跡 5D 溝 .i豪・堀 51 竪穴住居跡 5 K (F) 

フラスコ状ピット

5 K (T) T-pit 

金属製品・鉄淳

5 K ( I ) 竪穴状遺構 5 K (P) ピット

5 X (F) 焼土遺構(屋外炉・慮外かまど)

RP  土器 RQ  石製品 RU 人骨・獣骨

3 謂 の経過

5 K (5) 墓

RC 炭化物 R間

安:の神田遺跡は、昭和52年度に実施された分布調査て、「遺跡No.24 縄文時代? 要再調査J

とされている遺跡であることから、昭和56年度の本調在に先立ち昭和55年秋に短期間ながら試

掘調査が実地されている。

この試掘調査では 縄文土器片がわずかに出土したにとどまるが、遺跡の中央部と南側にか

けては黒土層が摩く堆積し、その中に黄褐色浮石質火山灰層が堆積していることが確認されて

いるつ北側は表土が薄く、土取り穴が多いため遺構、遺物の検出は期待できず、中央部と南1WJ

に遺構、遺物の検出が期待できるとの報告であった。

この段階では、このあたりが『鹿角由来記』に「一、血牛村血牛六郎領知 本名阿保 館
ちうしだて

有」と記載されている「乳牛館」であろうという一応の認識があったものの、北に隣接する乳

牛平遺跡 (No.25)が所謂多郭連続式館跡の形態を呈することから、乳牛平遺跡の範囲が乳牛館

の範囲であろうと考えていたのである。(昭和55年に妻の神 I遺跡と妻の神II遺跡の1/500縮

尺地形図作成する際、妻の神 I遺跡はその範囲を拡大し、新たに「妻の神館」と仮称して実施

したものの、隣接する妻の神II、妻の神IIIの両遺跡は、手し牛館、妻:の神館に直接的な関係はも

たない遺跡と考えられていたのである。

昭和田年秋から昭和55年に実施された中世域館遺跡詳細分布調査の結果をまとめた F秋田県

の中一昨城館』が昭和56年 3月に発刊された。安村-二郎氏が執筆した「鹿角市・鹿角郡」の章中

に「乳牛館」が収載され、その位置が口碑では現在の乳牛稲荷神社境内付近をさし、添付地形

図では、乳牛平遺跡ばかりでなく南に隣接する妻の神II、さらには妻の神 I遺跡もその範囲と

されている(第 4図)。

そこで詳細な地形図で検討することにし、鹿角市建設課が作成した 1//2500縮尺の都市計画
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図をもとに広範に検討した結果、乳牛舘は多郭連続式の館で、 f秋田県の中世城館』に示され

た範囲よりも更に東側に拡大きれる可能性があると判断され 妻の神田遺跡とされている地区

が乳牛館の主要な郭をなすのではないかとの認識をもっに至ったのである。ただし、「乳牛館」

の範囲を「妻ーの神館」、妻の神II遺跡地区までも包括させるかについては、考古学的調査の結果

を詳細に検討してから判断することにした。

前年 8月に実施した「妻の神館J に続き、昭和56年度に乳牛館の地形図を作成するに際し、

妻の神 I、II、III、乳牛平の 4遺跡とその周辺を網羅できるようにした。

昭和56年 4月4日に、妻の神III遺跡の担当調査員となった桜田と調査補佐員の神田、児玉の

3名が現地を踏査し、グリッド設定基準娘、プレハブ建設地等について決定した。

4月7日に日本道路公団f!u台建設局鹿角工事事務所草刈高u所長、二藤庶務課長、前

と、遺跡内(調査対象区域内)の農道、水路、立木、プレハブ建設予定地となる乳牛部落所有

地借上げ、排土地、公道から遺跡に至るまでの私道の通行等について現地にて打ち合せした。

乳牛館鹿角市花輪字乳牛5jL字妻の神

乳牛JII右岸iζ広がる台地の、目前端iζ位置

する。口同1では、現在の縮荷(111社境内付近を L
乳牛館としているが、後背台地を区切る空担 J

等の遺構は認め難い。その北側iζ、高低不整!

の空堀iζか乙まれた比高10数応、面種 1，500

rrf前後の 3つの事11が!lf(び、細長い 2つの小郭

が付設される。

稲荷神社境内の南側をきる深い浸蝕谷と

100m 隔て、字妻のtIlll也区iζ、南は乳牛JIIIζ

面し、三方lζは空掘をめぐらした面積約1，200

d、 1，800rrfの 2つの郭が整然と並んだ一区

画がみられる。

いわゆる鹿角田十二館の一つで、 r鹿角由

来記j Iζ 「一、血牛村 i血牛六郎領知本名阿

保舘有j とある。一説iζは、乳牛六郎は柴内

氏の一門とも伝えられる。現在乳牛部落は乳

牛JIIIζ沿う低地iζ立地するが、伝承によると

古い集認は乳牛耳Zの台地上にあったという。

乙れらの館は東北縦貫自動車道の予定地l乙

大部分含まれるので、消誠の臼が近い。

第 4図 「秋田県の中世域舘」に示された「乳牛館」の範囲

4月11日から 13Bまでプレハブを建設し、発掘器材を搬入した。

4月20日から発掘を開始するが、この日は遺跡南西に隣接して鎮座する乳牛稲荷神社の春季

例祭日にあたり、神社境内の一部が調査対象区域でもあることから、全員で参拝したあと調査
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対象区域内の雑物の焼却・除去、 (りんごの幼木)の移植等を実施し、本格的な作業は

者によるグリッド杭打設の終了した23臼からとなった c

日本道路公団の打設した中心杭のうちSTA156十80とSTA157十00を結んで縦基準椋とし、

STA 157+00を交点とする ラインを して横基準線としたあと 5mX5mの方眼でその

交点に杭を打設させた。

調査区の最北部(0ライン)から南iWJの 8ラインまでの粗掘りを開始した。この区域は表土

が薄く、土取り穴やJ社長六等が多くあ r)、遺構の存在する可能性が少ないとされ、調査後は排

土地として使用する子定の区域である。 5月1日にこの 8ラインまでの相掘りが終了したので

F ラインの東側、 8 ライン、 12 ライン、 16ライン、 20ライン、 24 ラインの各市í~1jに rlJ話 1 mのト

レンチを設定しす:層堆積状態と遺構イ噴出のため掘り下げた。

8ラインまでのプラン を5)1 6日まても行ったところ、当初の予想を覆えし、張 i)11¥し百IS

を持つ方形竪穴i宣，情12、焼土i宣1蒋9、掘立柱建物跡坊の他、 T-pit、土墳が多数確認されたこ

とにより調査計画の一部千直しをすることにした。

8ラインより南側に設定したトレンチでの観察によれば、大j易;手石層が層厚の大小まはあ

ってもほぼ全域に分布することの②この火山灰を掘り込んで構築される遺構が多いこと c

ライン ~24ラインまでの中央部付近が地山田まで深く、現地形で北西部に入り込んでいる沢目

が深さを減じつつ続いており、そのくぼみに火山灰が堆積しているのではないか。という判断

をした。

5 }=] 7白から 0ラインと 8ライン閉め区域の遺構精査を開始するロ遺構内からの遺物は僅少

である。 トレンチの土層堆積状態を図化したあと 5月14日から19日まで8ラインから24ライン

までのうち Fライン西側部分について、耕作土の剥土・除土に機械を投入することにした。こ

の区域が、近年のLLlごぽつ栽培により深く耕起されていることから遺構の存在はないとの判断

によるもので、 Fラインから西側の 0ラインから 8ラインに至るまでと、。ラインの北側、 D

ラインから Fラインに至るまでの斜面の表土剥離もあわせて指示した。

5月15日 「地形，地質」を担当する秋田県立能代北高等学校教諭藤本幸雄氏が来跡する。

5月20日 池田洋一調査補佐員が雄勝町桐木田遺跡の調査終了にi半い、本遺跡に編

5 n 22日 調査区の下方の沢民水路に排土が流入しないように土留め慨を設置する。例

岩千県埋蔵文化財センター技師木津慎輔、中川i重紀両氏が来跡され、張り出し部のある

構について、中世の竪穴住居跡と考えられていること等教示される。

6月11=1 梶原文化課長、藤原庶務係長、富樫学芸主事、 )11越主事が来跡する 0

6月2日 南側下方の水路WIj壁の崩壊が続出したためその補修をする。

6月3日 S 1003の南側地山田で制鋭小岐片出土する。
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6月6日 5月に北西側沢白に重機で盛土した耕作土が昼すぎからの豪雨のため夜間に流出

し、下方の畑に彼害を与える。 6月8日に被災地の復旧と土留め概を設置する。

北側に隣接する乳牛平遺跡との境界部分(分布調査による遺跡範囲を示す図面では両遺跡か

ら漏れている)に両遺跡からトレンチを入れ調査することにしてトレンチを設定する。トレン

チによる観察により、現地形で土塁状に残る小山は版築等で創出きれたものではなく、 1I1地形

時に平坦で、あった土地に、乳牛平miJと妻の神III1ft1Jにそれぞれ堀害IJしたため、その間が土塁状に

残されたものであることが判明した。

6月12日 払田槻跡発掘調査事務所船木義勝学芸主事、 健主事が来跡し、焼上遺構に

ついて教示を受けるむ

24ラインまでilL掘りを終了し、プランJ確認作業を進めた結果、大i新手石層が、以前トレンチ

で峰認ー予想した通り、現地形の?!(自の延長線上のくぼみにtit積しており、その火山灰層をiftll

り込み構築された張り tHし部のある方形竪穴遺構、掘立柱建物跡、焼土遺構群、溝:伏遺構、ゴ二

j墳が多数検出された。 S1005竪穴遺構中から威子元宝、 6枚と馬金具が出土し

たっ

6月26日 S K(S)53、SK(S)54から人骨が出土し土壌墓とミドリ明した。 SK(S)53は北miJHJi位・
西向きの横臥屈葬で、ひき、の上であわせたてのひらの中には 2枚の薄い木片(円形)の聞に扶

んだ 6枚のiluj銭が検出された。 SK(S)54も同じ形態を呈するが、銅銭は骨盤のあたりから 1枚

検出されたのみである。

6月30日 (間千葉県埋蔵文化財センター西JII博孝氏来跡。

7月2日 朝日新聞杉本記者来跡し、土壌墓について取材する。

7月3日 県警鹿角署員及び鹿角市福祉事務所職員が出土人骨の取扱い等の件で来跡する 0

7月14日 県教育次長視察のため来跡。

7月14日 林謙作専門指導員が来跡。 -助言を得る。

遺跡の最南端で、 j著~:I)t遺構とその南側に隣接して柱穴がほぼ等間に並ぶ遺構が検出された。

この遺構は南mlJ ff;~t辺部に沿って輪出されていることから「柵亨IJ跡J ではないかと考えられ、

これが棚ダIJ跡であるとすればその南の地区(妻の神 i、妻の神 II) とは地1日上ばかりでなく構

造上も区画されることになる。つまり二つの館跡、の存;在を想起させるのであるつ安の神 I、

の神II両遺跡での検出遺構の種類及び年代と、妻の神III、乳牛平岡遺跡でのそれに差があるこ

とから少くとも「乳牛館」の範囲を決める資料となり得る。ただし、このことが4遺跡 2結分

離の可能性の決め子となっても、 2館の同時存在、新旧 2時期説の否定材料となると速断する

ことはできない n

7月22日 茨城県教育財団調査課の桜井、 111井両氏が来跡され、焼土i室構について教示を受
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ける。

7月25日の午後から現地説明会を開催するの

7月29日 奈良教育大学三辻利一教授が来距され、昨年度の調査で、出土し、分析を依頼して

いた須恵器・珠洲系土器と産地について、最終的結論ではないとしながらも、県内・外の窯跡

から搬入されたものがあるとしミう分析結果を知らされる。

7月初日 長福寺住職による土墳墓人骨供養が執り行われる。

8月19日には、日本道路公団鹿角工事事務所前田工事長、鹿島建設・戸田建設共同企業体柴

平工事事務所所長他20名が参列し、工事関係者による土墳墓人骨供養が執り行われる。

柵タIJ跡の近くで縄文時代中WJ末葉~後期初頭の竪穴住居跡が 21東検出された。

8月29日 AKT秋田テレビ「県政の窓」番組担当者取材のため来跡っ

8月31日 縄文11寺代竪穴住岩跡 2，j‘車、 基、中世の張出し部のある

J日立柱建物跡109棟、焼土遺構62基、土壌某 3幕、土墳101基、溝:1犬遺J構12条、柵亨IJ跡 1基、訴tl

l条を検出して妻の神III遺跡の発掘調在を終了し、次の調査遺跡で、ある一本杉遺跡へ資材を搬

送する。

9月5日 図面整理、遺物(僅少)の掴包、私道部分の改修等をしたあと撤収する。

4 遺跡 の層 位

本遺跡は関上段丘面上に立地しているつこの関上段!王国は、鹿角盆地全体に広く分布してい

る鳥越軽石流の堆積した所謂鳥越段丘面上に水の作用で生じた二次堆積物が堆積したもので、

この堆積物の上回を関上回と呼んでいる。関上国の乗る鳥越段丘の形成時期については、佐藤

博之氏が 14C年代測定法により、 10.400::t200年と 12，000土 250年(yr.B.P.) が与えられている

が、 j易j頼館遺跡と飛鳥平遺跡の鳥越火山灰層中から発見された炭化木の 14C 年代~f!iJ定ではそれ

より古く、 13，100::t185年、 13，000土 180年、 12‘800::t110年(yr.B.P.)を測定している。

関 L市は、鳥越面と区別されたものであるが、両者を区別する段丘庄の発達も局所的で連続

性が乏しいということで鳥越段丘団1に包括されている場合もある 3 関上i屈は、鳥越段正面より

も新しいIJ寺山jに:rli積・形成されたものであり、上記年代より新しい。

j宣跡内(調査対象区域内)では、中央部分が鞍部となって南東側から北i百万戸IJに認やかに傾

斜し、深さを地している。現地表面では全域ほほ平坦であるが、北東区域(0 ~ 8ライン)は

地山面も平JO で褐色土を 15~20cm堆積させているのに対し、中央部からi判部区域はj也山面の凹

['2:1 もあり黒色系ごi二を 60~120cm堆積させている。

8 ライン以南では、現地表面ーから40~60cmの深さに大場泊三石層が10~20cmの層厚堆積してい
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る。この大場浮"1:i層の面的な広がりを観ると地山面の凹部の範囲にほぼ一致する。

この大湯汗石層は、大j砧If珪石賀火山際層、などとも呼ばれており、渡辺直経氏による大湯軽

石賀火山際層の下伎の炭質物の 14C年代目1)定では3，680土 130年 (yr.B.P.)(渡辺直経1966)が与

えられている。しかし、その後の研ー究により約 1，000年前のp寅火による降下軽石とする説が多

数を lLiめている。

地山面の上に堆積した土層を観察すると、大略 6層に区分できる。

I層耕作土 土層断而図 1J語

TI層

III層

断面図 2 . 10層

火山灰 11・15層 3 ・6 ・7 ・8 ・12・14・23，

IV層黒~

V層黒~

色 i~f-:rï買火山灰粒を含む 4 ・17・

色j手石'[1火山灰粒を含む 5 ・16・25・

VI層児~ Ui~:fß 火1111天求止を含む 9 ・18・

ニグ〕つ 火山灰が大予子1 層でIV~VI層の含有物としての古拐

を形成する i降石粒である。火山灰粒とは

註

i j再遺跡のj'!!IJ宅データは次の通りである c 半減期5730年。( )内は半減期5568年。

i詰 ;~i((館 D トレンチ出土炭化木: iWJ定コート N-3734 搾取者桜問時 限1!;Z口

昭和54年 (1979年)10月 測定値 13，500土 190 (13，100土 185) vr.B.P. 

JI¥):烏平 S1002床面下出土炭化木:測定コード N -4142 採取者情本高史 採取日

昭和J55年 (1980年) 6月 iWJ定値 1:3， 100 :t 115 (12，800:t 110) yr.B.P. 

飛鳥平 S1003床面下出土炭化木:iWJ定コード N -3946 採取者情本高史 採取日

昭和55年 (1980年) 6月 ;WJ定植 13，400:t 1i:l5 (13，000土 180) yr.B.P. 

2 大渇環状列石を調査した藤岡一男・佐藤久両氏は菩提野竪穴遺跡の調査も併せ、大湯浮石層の

降下l時期を縄文時代後期から奈良時代の聞としたのであるが、小坂町の弥生時代の遺跡を調査し

た奥山 間氏は弥生時代後期を少し下った時期とした。その後、平山次郎・市川賢一l両氏は、鷹

巣町Mj桃館泣腕、の調在により、大渇軽石噴出前:後に流下した毛馬内火砕流が占引先館の家屋を埋没

させ、その出土!日の考古年代観と火砕流に押し倒された木片め14C年代;WJ定で1，280士何年 (yr.B.

P.iが得られたことから今から 1，000年前としている

また、富{平泰時氏は、特別史跡大湯環状列石の範囲確認調査で、大湯j手石層に覆われた平安時代

の竪穴住居跡を確認し、その噴出・降下年代を平安時代後半 (11世紀半ば)と位置づけている J

更に大池昭二氏は青森県のト和田 a降下火山灰層が大湯浮石層と一連のものであり、約 1.000年

前の噴火による降下軒石であるとし、町田 洋氏らも同様の見解を示しているの

一一つつ一-'-'ふd
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佳子点雄氏は、大場;手石層と十和田 a降下火山灰が一連のものであるということには同意して

いるが、大j易j子石層とも局内火砕流の関係については、平山・市川両氏と見解を異にし、大;易j手

石層、十和田 af;if:下火山灰層の噴出・堆結後に長期間を経てから E馬内火砕流カi流下したとの見

解をi主べている σ

近年の発1hll iV~W成果によれば、明確に大渇j手石層の降下・堆結後に構築された竪穴住居跡出土

の炭化遺村のl.!CiHlJ定では1，100::t100年(yr.B.P.)の範囲内に集中し、それらの竪穴住居跡から出

土するよ下形土師器はロクロで成形され、回転糸切技法で切り離されたあと何ら調誌を加えないも

ので、護!日j:si!日iEも器表面を:f:[lいへラケズリしたものである。これに対して大iB浮石層が寵土(埋

土)中にレンズ、:Ik堆積している竪穴住居跡のうち、出土土器が編年上、前述の堆積後構築した竪

穴住居湖、出土土器の直前に位置すると考えられている静 11-.糸切後あるいは回転糸切後底辺部にへ

ラケズリ調摂されている午彰土師器や、器表面をへラナデする喪形土師器を出土する竪穴住居iE専

の炭化遺材は、平LU・市川両氏の 14C年代とほぼ同じ植をiHlJ定している。
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大池昭二 1972 1卜和田火山東麓における完新世テフラの編年J !l第四紀研究JJ 11-4 

町田 洋・他 1981 1日本海をわたってきたテフラ!l科学JJ 51-9 

庄司貞雄・山田一郎 1983 「秋田県iよりま館・人岱II.案内v.払田欄および平鹿の各古代遺跡;

中の火山灰の鉱物化学的分析J !l昭和57年度埋蔵文化財センター研修会資料』秋田

県埋蔵文化財センター

秋田県 1973 1花輪卜和田!l秋田県総合地質問11I品

秋田県教育委員会 1982 If東北縦貫自動車道発掘調査報告書IV"ii秋田県文化財調査報昔書第94集

鹿角市教育委員会 1982 If高市向館発掘調査報告書』鹿角市文化財調査資料22

富十弔泰時 1977 『大湯環状列石間辺遺跡分布調査報告書(昭和51年度).J]鹿角市教育委会
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5 遺構と遺物

(1) 検出遺構と検出遺物

本遺跡発掘調査で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡、フラスコ状ピット、 Tーピソ

ト、中世の張り出し部のある方形竪穴遺構、掘立柱建物跡、焼土遺構、土墳、土墳幕、棚列、

j帯一:f犬遺構、堀、張り出し部のない方形堅穴遺構、楕円形竪穴遺構、柱穴様ピ、ソトである。

このうち、所謂大湯浮石層上田では、張り出し部のある方形竪穴遺構、 J目立柱建物跡、焼土

遺構、土境、 j葬状遺構の多くが、その存在を されている。 よりも下

部でその存在が確認された遺構として Tーピヴトがある G

張り出し部のあるおー 、張り出し部底面が傾斜而となっており、本体部分では壁

面に沿うように たれている。大多数の張り出し部のある らは遺4勿グ)出

土が皆無であうたが、 S1005からは例外とも言える程に銅銭 6枚、馬全呉 1点が出土した

焼土遺構は、おたまじゃくしの頭部のまわりに馬蹄形に粘土を巡らしたような形で確認され

たものが多く、制部と尾にあたる部分は、炭化物、

したi立構もある。

している九内部から鉄伴が出-I-_

指!立柱建物跡は、桁行方向 規模、間尺に規則性を認めないが、その配置を観るといくつか

のブロックに区分できる程、同一地区での重捷(あるいは建て替え)がある。

土墳は、円筒状を呈するものや、平面形が方形を呈するものなどいくつかの種類の土墳が検

出されたの土墳覆土(県土)の堆積状態を観察すると、掘り kげた土(

されている例はなく、黒褐色~褐色系の壌土であることから廃棄後の自然営力による埋没と

えられる。

土墳某のうち人骨が遺存していたのは 2基のみであるが、一緒にj型納したと思われる銅銭が

出土している他の土墳墓では、精査時に屍体の痕跡と思われる湿った灰のような堆積が底部に

検出されている。

棚列は、調査区南端で検出されている。ほぽ等間踊に同規模の柱穴が一列に地形にあわせて

並んでおり、その北側に隣接するようにj蒋が走っている。調査区の西側半分ではそれらが七、ゾ

トとなって平行して存在するが、東側は地面の崩落があったためか溝のみ検出されている。

縄文時代の竪穴住居跡は、 2 僚とも誠査区南i~1jの縁辺部に位置する。略円形プランを呈し、

中央部近くに円形にJlI原石を組んだ伊を有する。住居跡内からの遺物の出土は少ないが、

(釣手付)土器、深鉢形土器、磨製(擦切)石斧等がみられる。
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第 2表 S 101計測・説明表 第 3表 S 102計~WJ .説明表

検出地匿 0， A 2-0. A 1噴出地区 2-8， C 

図版番号 4 図版番号

自主

北 iß~ 壁| (205)cm I 16 . 5 -17. 9cm 11北側壁

東 jm] 壁i (345)CIJJ t 18. 9 ~ 22. 5cm 11 282cm I 3 ‘ 2~ 3.7cm 

覆土と床面 l踏みかためられて堅赦な床面を、自然営力に
一一 iよると思われる堆積状態を示す土層が覆う υ

の 状 態

と床面|踏みかためられて制致な床面を、
:= tよると思われる堆積状態を示す土層が覆う。状態』

制部床面と組下方床面同)出し部 11 |各堅隅部床雨と ている
穴|に穿たれている。 柱 1¥ 

床面カ主体部に向って緩やかに傾斜している。 |なし
張1)出し部 i 張り出し部

自然石(1点)、土器片(2点) i土器片(2点)

l備 考 (
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1
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¥
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162.500m 

つ-
L川

5YR百 JÂ~溺色土 粒子は非常に中!日かい 1 mmliijf去の小粒子が点在する褐色土(lOYR;Ys)が少長混入

5 Y Rl・K 泉色二i二 こはt:UIかくさらさらしている褐色土(lOYR;Ys)粒と炭化物が若干混入している

7.5Y R31 黒色土 粒子はやや細かい 賞褐色土は (10YR%) とu者褐色(lOYR%)が点在

7.5Y Rl・K 黒色オニ 悦子は非常に細かい

7 .5Y Rl・K 亦黒色土 粒子は最も紛lかく混入物は認められない

lOYR% 褐色土と黒色こI二(7.5YR70カ、捜汚しされて形成される

5YR広 三県褐色土 偶色土 (lOYR;Ys)と明賀褐色 (lOYR%)がまじって少量混入

10Y R%  焚褐色土 粒子は荒い燈(7.5YR%)が微量出入

10Y R%  1fi:褐色土 日ザjず〈掲色(10YR%)がわずかに混入

'
'
n
4

向

d

n
品

τ

E

3

ρ

口

守
t

n

o

n

E

S 101実 ~&IJ 図
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3 10Y R% 黒褐色土粒子細かい

5 10Y Rl・K 粒子は非常に細かい 泌入物なし

1 7.5YR7i 黒色土 粒子は割合細かい賞褐色土(lOY 2 5YR7i 黒褐色土粒子は制11かい ず〈褐色こUI0YR%) 

R%) 少 i員 Ü~~ 入 少lti~比入

4 7.5Y R 予~ s!?:褐色土 粒子は中111かい 11奇褐色土(10YR51~í j 

少 ~tU比入 賞補色こ!二(10YR%l少量

出入

第 7図 S102実iWJ図
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第 4表 S 103計測・説明表 第 5表 S 104計iNil.説明表

検出地区 2-B， C 3-B. C 検出地区 14-A. B 15-A、B

図版番号 5. 6 図版番号|

!壁 長 壁 同仁h 時一ー

北 側 壁 234cm 0.9-6.1cm 北側 壁 461cm 

東 fftij W~ 250cm 3.5-ι4cm 東 mlJ 壁 必lcm 14.0-30.6cm 

南 1~IJ 壁 22&m 1.2-3.2cm 南側 壁 469cm 16.1-33.4cm 

西側壁 278cm 2.5-3.0cm 西側壁 430cm 7.8-16.0cm 

問日Jき

cm I中 cm 張1)位出し部 東附~t隅 l 長さ 195cm 
の霞

面 積 方位 N-6
0

-E 菌 積 21叶主軸方位IN-730

-E 

プラン確認 地遺構と重複して地山面で確認された弓 プラン確認 地山面確認した。

時の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて開設な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて竪敏な床面を、自然営力に

の 状 態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う D

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

各部品部床面と各壁下方床面に穿たれている 各壁隅部床面と各壁下方床面及び張1)出し部
柱 r/i1， 、 柱 rハ.1-.、に穿たれている。

なし 底面が平坦で主体部と段差をもっている。
張り出し部 張り出し部

なし なし
出土遺物 出土遺物

S K(S)98が新しい。
{荷 考
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第 8図 S 103実測図
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⑨ 

161.700m 

2m 

1 7.5Y Rl・K 黒色 賀補色土粒子少選出入 2 7.5Y R% 黒褐色 賞褐色土牧子少量泌入

3 7.5Y R応 変 桜 色 椛王子少量含む 4 lOY R% 黒褐色賞褐色粒子多最?f~入

5 7.5Y R%主主褐色 6 lOY R克明 言t尚色 J手石少量含む

7 7.5Y!-{l・月黒色 t子[j少量出入 8 7.5Y R% 黒褐色

9 7.5Y R3-:-i 黒色 tit褐色粒子多量if~ 入 10 lOY R% 明言t褐色 J手百多設に含む

11 lOY R% 黒褐色 賀補色粒子と沼石少量含む 12 7.5Y R百 黒 色 EE褐色粒子多量、 i手石少量含む

13 7.5Y R百 三黒色災褐色粒子少量混入 14 7.5Y R7{ 黒 色黄褐色粒子多量出入

15 lOY RJ{ 黒 色 砂 粒 少 量 含 む 16 7.5Y R7{ 黒色賞褐色粒子多 量混入

17 7.5Y Rl.!イ黒色 賀褐色粒子少量混入 18 7.5YR 白 黒色焚褐色幹子ー混入

第 9図 S104実iRIJ図
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第8表 S 105計iWJ.説明表

検出地互い6-0、A ト O、A

第 7表 S 106計iWJ.説明表

4-D 

間版番号

長 壁 古
向

512cm 1 27.3-53. 9cm 11 北 側

399crn I 51.2-54.6cm 

時の状態 時の状態

と床面|踏みかためられて県換な床面を、
一 |よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

の 状 態 l

と床面|踏みカ竺められて竪散な床面を、自
iよると忠われる堆積状態

の状態 z

柱

各壁1;高官1)床面と各壁下方床面及び張り出し部
穴|に穿たれている。 11柱

各室隅部床面と ミる
rよー・

ノス

底面が緩やかに主体部にIpJって簡斜している。 なし
張り出し部 張1)出し部

馬具・貨幣(6点) なし
物

一

考

一

港

地

一

一

土

一

一

山

山

一

締

附

一
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2 10Y Rl・K 黒色土 i手石少量出入

4 10Y Ry! 黒色ゴ二 主t掲色粒子多長i1~入

6 10Y R3-{ 黒色土 黄褐色中"二子多量出入

8 7.5Y R 長l褐色土 ~tí'l鵠色粒子少量:混入

10 lOY R見 黒褐色:1: 災褐色粒子少選出入

12 lOYRl・K 黒色土 賀補色料子少量i1~~ 入、 ìlTi少量;it

人

14 7.5YR7{ 黒色二上 i手石1}4入

16 7.5Y R符黒 色 1: i'?-石il占入

lOYR.% #A褐色土 i!玉石少量混入

7.5Y R.% 黒褐色 t 事t褐色粒子少量ìt~ 入

5 7.5Y R3ず 三i色十ー 1定褐色粒子少!t::混入

7 7.5Y R;1 ).1.¥ 色土 !Il筒色粒子少量出入

9 7.5Y R% 黒褐色一!こ 賞褐色粒子多量出入

11 10Y R% 1早H賀補色卜.

13 7.5Y R~-S: 烈 色 ご1'. 焚褐色粒子少量混入

15 7目5YR;1"より U{1-、紫色土

第10図 S 105実測図
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⑧ 

16::;・担Om

1 10Y R% 黒褐色土 賀補色 (φ5-印刷)が少量出入 2 lOY R% A~\褐色:上 'lW_褐色{ゆ S-20mm)の{:¥'，子が多:diil人

3 10YR% }!!;褐色ごl: 焚褐色 (cp5 -20mm)の粒子が少;fiJ:iit入 4 10Y R% JiH~ 色:1: 賀補色日O%riijf走iU人

5 10Y R% 黒鵠色土 手t褐色 (cp1 -30mm)少量出入 6 10i:' R予14 5茶色こ仁 於褐色 {ポ 1-:iOmm i少;I;ijt人

7 ]OY R% H計局色士 吉りお色{小さなj:jI_f-)多 ~tl:al:入 8 lOYR予l' .~，';色 j: 褐色位び茂潟色がブロ.， 7 :II~に多 hUit 入
9 lOY R見浮.褐色二L 武褐色が多量;14入 10 10Y R% ，[.IA褐色七 位掲色 1世;:;-40mm)が多泣iM入

11 lOY R% 黒飴色十 12 lOY H~{ }，I.¥色1.: I百状t/l'F'品色が多hJJ14入

第11図 S1 06 . S 1 07実ifliJ図
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第 8表 S 107計測・説明表

検出地区 13-D 4-D 

図版番号 I 7、8

第 9表 S 108計調IJ.説明表

検出地区 14-B，C 5-B， C 

図版番号 I 8、9

壁 長 時土 古
同 1 52 長 壁 ぢT

I可

北側壁

東 jWJ 壁

南jP.U 壁

西

(233)cm lO.3~1 1. 4cm 11北関壁

9.6cm 11 東 1P.~壁

383cm 9.5~ 1l.7cm 

(259)cm 302cm 13. 3~23. 4cm 

して地山j1'riで確認されたリ
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柱
，よ唱

八 柱 穴

i)出し部各部品部床面と各壁下方床面に穿たれている

出土遺可 L

U 

て緩やかに傾斜している。
張り出し部

石皿(1点)、土器片(4点)、
出土遺物 l土製紡垂車(1点)、砥石(1点)、
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;)-R 

~八
ν 

lOY R% 黒褐色二仁 寅褐色粒子少最;浪人

lOY沢，3-5 H~ 褐色::1: 賞褐色粒子少量 ìJ~ 入

5 10Y R;>{ 黒褐色土 政褐色村f子ー少量Ut入

7 10Y R% .~li，褐色ごし 焚褐色粒子少量Ü~入

9 10 Y R % 黒褐色土 色t褐色j;賞最混入

11 10Y R3{ 黒褐色土 賞褐色粒子少量ìt~入

13 lOY R% 黒 褐 色 士 吉t褐色微量混入

15 lOY R7玉 県褐色土 賞褐色粒子多量、炭化物微量iii入

17 10Y 11見 黒 褐 色 土 賞 掲 色 粒 子 少 量:uι入

2 10Y R五 黒褐色土寅一褐色粒子少量混入

4 I.5YR予玉 県色土 寅褐色粒子多量出入

6 lOYR% 黒褐色 1: 予言褐色村L子少単{itJ入

8 10Y R% 黒褐色ゴニ 賞褐色牧子少量出人

10 10Y R% 黒 褐 色 土 賞 褐 色 微 量混入

12 7.5Y R克黒褐色ニi二浮石微量i1s入

14 10Y R% 褐色二仁

16 10Y R克 黒褐色土 質褐色事¥，寸工多量出入

18 10Y R3{黒色土焚褐色粒子少量出入

第12図 S 1 08 . S 1 14実測図
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第10表 S 1 14計iWJ.説明表 第11表 S 109計測・説明表

検出地区 4-A， B 検出地区 6-B 

図版番号 8， 9 図版番号 10， 11 

壁 長 自一幸吋

伊]

北側壁 393cm (0， 2~2.0 )cm 北側壁 325cm 25. 7~30. 5cm 

東側壁 333cm (O.5)cm 東側壁 307cm 18.5~ 19.8cm 

(0.4~0. 7)cm 南側壁 380cm 22. 7~29 .lcm 

西側壁 (323 )cm (3.3~10.9)cm 西側壁 335cm 28.3~30.5cm 

張り位出し部
の霞

不明 cm l幅 cm 張り位出Lし部
の置

酬壁の l長さ
西稿 50cr…n I'Plii山 I 145cm ! 

面 (山l卦帥 N-80
0

-E 面 12仲附 S-5t-E 

プラン確認 他遺構と重複して地山面で確認された。 フフ 地出面で確認した。

時の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて堅綾な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて堅績な床面を、自然営力に

の状態
よると思われる堆横状態を示す土層が覆う。

の状態
よると思われるi断責:1犬態を示す土!蓄が覆う o

各壁隅部床面と各壁下方床面に穿たれている 喜壁隅部床面と各壁下方床面及び張1)出し音1)
柱 iよi噌、 柱 r八.L. に穿たれている。

不明 底面が主体部に向うて緩やかに傾斜している。
張り出し部 張り出し部

なし なし
出土遺物 出土遺物

溝が巡っているので古代の竪穴住居跡かとも
{詰 考 考えられるが、かまど、炉の痕跡が皆無であ

る9
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1 10Y R予i 三塁色ゴニ 9l褐色土少量出入、白石浮石多量泌 2 10Y R7i 黒色1こ 黄褐色二t少量出入

入

3 10Y Rl・月 黒色土 黄濁色土少量出入、炭化物微j盈i比入 4 10Y R% 褐色土黒色土少量iL~入

制限多数iii入

5 lOYR7i 黒色こ仁 賀補色土多量混入 6 lOY R?1' 黒色土 11{褐色ゴニ少iifiLi入

7 10YR% 黒褐色土 8 10Y Rヲイ 黒色土 貨褐色オ二多量出入、木十H多数1見入

9 lOY R7i 黒色二iニ 焚潟色土多長ti1G入 10 10Y R7i 黒色ゴ二 黄縞色土少量i比入、炭化物微最il~入

11 lOY R% 黒褐色オ二 五t掲色土多Wi:混入 12 lOY R完 黒潟色土 寅褐色j二多歳出入、浮{i少最iLt入

13 lOY R7i 黒色土賀補色土多言i~ i1~入 14 lOY R7i 黒色土

15 lOYRl.月黒色土 16 10Y R% 主主褐色ニiニ 変褐色土、 7-'[-石多量出入

17 10Y Rl'!1 黒色寸二 位褐色土、浮石多量混入 18 10Y R% 武協色上 浮正i多量出入

第13図 S109実is.lJI:Rl
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第12表 S 1 10計mlJ.説明表 第13表 S 1 11計~HIJ ・説明表

検出地区 6 0， A 7-0， A 検出地区 6-0， A 7-0， A 

国版番号 11 国版番号 11 

EE 長 i壁 問~ 壁 長 ~[ i可口

北側壁 401cm 26.4-31.6cm 北側壁 (270 )cm I cm 

東 mlJ 壁 334cm 5.9cm 東 j~ij 壁 (475 )Cm cm 

南側壁 (391 )cm 31.1-35.6cm 南 jWJ 壁 (265 )cm 21. 4-26. 6cm 

西側壁 (384)cm 36.4-37.7cm 西側壁 (475)cm 30.3-30.9cm 

張り出ねLし部 南側壁の東隅l長さ [153|引は町 張のり位出し部量 i 不 明 1長き 1 cm 1 11引 cm の置

面積 (15.6) S OO-E 面 積(山何i方位 N-5'-W

プラン確認 地遺構と重複して地山而で確認された。 プラン確認 地遺構と重複して地山面で確認されたの

時の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて号訴致な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて堅散な床面を、自然営力に

の状態
よると思われるi樹立状態を示す土!蓄が覆う G

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

各竪1;高部床面と各壁下方!末面及び張り出し部 各部員部床面と各空下方床面に穿たれている
柱 穴 に穿たれている。 柱 1¥ 

在面が主体部に向って緩やかに傾斜している。 不明
張り出し部 張1)出し部

なし なし
出土遺物 出土遺物

l備考(
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⑨ 

162.800江1

ヤペ7三耳七一こで予三出

2m 

1 10Y!{九 泉色土 寅褐色二仁事rdーが少量~tt.入 2(a) lOY R 黒色土 黄褐色ニトーカ、少歳出入

2(b) 10Y R1・K 黒色土 小粒子のi手石多量混入 3 10Y R3{ 黒色こt 1it褐色カりj、さいフロソク状に 2、3カ所

4 10Y R3{ 黒色二 J!~褐色土少量ìU.入 混入

6 lOYR% 資褐色ニt... !!A掲色土が!冒状に少量iL~ 入 5 lOY R3{ 黒色土 質褐色のキ!d~.少量iI-L入

8 lOY R予言 茶褐色土 J!t't褐色二i二が全体的に多長i民入 7 lOY R7{ 黒色ニi二 1tì.褐色の大小の粒子が少最å~入

10 lOY R3{ !:'I:~色土 黄褐色土の粒子が少量:混入、浮石少量出 9 lOY R;-1 黒色:1. 主主褐色の粒子が少量出入

人 11 10Y R勾 黒色:l:. JYt褐色+"の主1'L-f-が少Jl{混入、浮a"'j少法混

12 lO YRl ・J:~ 黒色土 人

14 lOY R% 黒褐色二ヒ 焚鴻色土が多 Jl~{:泌入 13 lOY R3{ N;¥色ごi二 賞褐色:仁が少臼l:iU.入

16 lOY R% 黒褐色町i二 武補色士多量i混入、 j手干iも少量ilL人 15 lOY R1・丸 h~1色 j二 i手イイが少量{it入

第14国 SI 10・S111実iftlJ図
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第14褒 S 1 12計 ì~IJ .説明表 第15表 S 1 13計測・説明表

検出地区 4-E 検出地区 2-A， B 3-A， B 

図版番号 12 図版番号 13 

~l~ 長 壁 言f司r 壁 長 日ォ幸-. 同]

ー

北側壁 225cm 28.3-30.9cm 北側壁 307cm 6.8-7.4cm 

東側壁 218cm 32.9-38.3cm 東側壁 302cm 8.5-14.0cm 

南側壁 230cm 32.6-33.0cm 南側壁 286cm 12.7-22.4cm 

西側壁 183cm 14.8-28.2cm 西側壁 304cm 13.6-20.9cm 

張り出11Lし部
の置 醐の吋判叶隔| 105cm 張のり位出し部iil北側壁の西偶 I長き! 62cml|幅I山 m|

面 ?主 5.3m21主附 S-7
0

-W 面 積 9山軸方位 N-lf-E

プラン確認 地山面で確認した。 プラン確認 地山面で確認した。

時の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて堅績な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて臨致な床面を、自然営力に

の状態
よると忠われる堆積状態を示す土層が覆う。

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

各壁隅部床面と各壁下方床面及び張り出し部 各壁関部床面と各壁下方床面に穿たれている
柱 Jム¥: に穿たれている。 柱 1¥ 

底面が主体部に向って緩やかに傾斜している。 底面が主体部に向って緩やかに傾斜しているr

張り出し部 張り出し部

なし なし
出土遺物 出土遺物

l備考[
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⑧ 

10Y R%， 褐色土 黄褐色土がブロック :1犬に少量ìf~入

lOY R.%， lf，'t褐色ごl二 焚褐色土が 5-40111聞の牧子:1えに少量:i昆

入

5 10Y R% 寅褐色太

7 10Y R% 褐色土

9 10Y R先 日音褐色土

11 10YR% 黒褐色士

13 10Y R% Il音褐色土 賞褐色土が 5-40111111 の粒子:[}\に少量ìJ~

入

15 10Y R% 梨褐色ゴニ 賀補色土が小さな粒状に少量混入

162.900m 

。 どm

2 10Y R% 黒褐色土 賞褐色土がフロック状に少量混入

4 10Y R% 褐色土 賞褐色土が20-30111111の粒子状少最(jct入、

j手石5-25111111が 2-3つぶ

6 10Y R% 謀総色土

8 10Y R% 賂褐色土 賛褐色こt:が7'ロック状に少f設混入

10 10Y R% ~実褐色土 明賀補色土が少量混入

12 lOY R% 黒褐色土 葉縞色士の粒子が少量出入

14 lOY R% 黒褐色::1: 日月賞潟色及び賞褐色土かおl状に少量i昆

人

第15悶 S1 12実~Wj図
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⑧一)

。

H =162.800 

1 7.5Y R%黒褐色土 粒子は細かい。 10YR74'f市褐色及び10 2 7.5Y R7{黒褐色土 粒子{土中I!Iかい

YR% 褐色が少量混入

3 10Y R%  黒褐色土 粒子は割合指IIかい炭化物混入 4 7.5Y Rl・X 黒色土 牧子は大きい

5 10Y R %  賞褐色j二 粒子は比較的小さい 6 10Y R%  褐色土 粒子は割合大きい

第16図 S 1 13実測図
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第16表 S I 15計mlJ.説明表 第17表 S I 16計測・説明表

検出地区 8 0， A 9-0. A 検出地区 9-0、A 10-0. A 

図版番号 14 図版番号 15 

壁 長 空 性I司r |壁 長 壁 1¥"1コ1 

北 側壁 349cm 13.0-22.2cm 北側壁 (260)cm 2.5-6.6cm 

東側壁i 15.8-21.9cm 東 mlJ 壁 cm cm 

南側壁 318cm 13.2-15.6cm 南 m~ 壁 cm cm 

西側壁 313cm 11.3-13.7cm 西側壁 cm cm 

張の1)位出し抑出 東1~酌西隅 I 長さ 現(推状定 三1門二…ii!張のり位出し部置 不明 l尽き ml由pffi円 l! cm 

市 1ニf-l:l i|現(推状定1011.8.0m)z|i|方主 軸位 山 -N 面積i m' I主軸万位日日

フフ 地111面で蕗認し プラン確認 地遺構と重複して地L1J而て時認された 3

時の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて堅織な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて割敢な床面を、自然営力に

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

床面南西部に禾本科植物灰が堆積。

各壁隅部床面と各壁下方床面に穿たれている !部品部床面と各壁下方涼面に穿たれている
柱 ~ふk噌 柱 件FI，.噌

床面が主体部に向，って緩やかに傾斜している。 不明
張り出し部 張り出し部

自然石2個 なし
出土遺物 出土遺物

|備考 l
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⑧ 

163.200m 

ーミミミ孟三ミ 一一一ζ 十五f

o 

I lOY R f!.A色二lニ 賞褐色粒子少量ifE.入 2 7.5YR"1黒色土 質褐色粒子少量混入

入
司
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第18表 S 1 17a-j-iJliJ・説明表 第19表 S 1 18計出IJ.説明表

検出地区 9ー o、A 10-U、A 検出地区 110-0、A 11-0、A

一一
図版番号 15 図版番号 15， 16 

壁 長 壁 高 5→tー- 中同区二a

北側壁 (290)crn cm 北 lP.IJ (199 )cm 9. 7~ 14. 5cm 

東 iWJ fI~ cm cm 東側壁 (お5icm ?~ ') cm 

I 

南側壁 crn cm 南部ij 壁i (224)cm 17. 9 ~ 20 . 4cm 

西側壁 (325)crn 6.1-8.2cm 西iHlJ 壁 (295)cm 15. 2~ 18.4cm 

張り位出し部 cm 張り出し部 不明 cm l幅 crn v、J 土iI区主主 の 寵

面 積 ? 間 積 (6.7)m' I主!附作-1"-E 

プラン確認 他遺構と重複して地山部で確認された。 プラン確認 fth遺構と重f~ して地山面で確認されたc

n寺の状態 i時の状態

ト一一一一 一一一

覆7 -自然営力
覆土と床面 踏みかためられて間.致な床面を、自然営力に

の 状一態 よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。
の状態

よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

各壁隅部床面と各埜下方床面に穿たれている l-一一たt.l
柱穴 柱 穴ている。

不明 |不明

張り出し部 張り出し部

なし 土器片(1点)

出土遺物 出土遺物

|備考l
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-JL-

(悟

/ 

/ 

{~-1 

戸
H
C
C
N
.
訂
由
J
{

亡コ

1/ 

1 10Y R %  黒褐色土 粒子は非常に細かい、lOYR% 褐色 2 I.5Y R%黒褐色ニl: 粒子は細かい、lUYR% 寅褐色粒子

が少量i位入 少量出入

3 lOYR% 黒褐色土 10Y R%  手IUかい日月賞潟色粒子が少量 4 I.5Y R克黒褐色土 粒子(主総かしlOYR%  I潟支褐色i~r.

5 10Y R %  黒褐色土 校チはやや組い、 10YR%  主主褐色粒

1"-治宝珠I~立状に多量泌入、なお下音1Iは非常にしまりがない

混入 子が少量出入

第18図 S 1 16・S1 17・S1 18実担IJ図
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第20表 S 1 19計良IJ・説明去

検出地区 111-0、A 12-0、A

第21表 S 120計測・説明表

図版番号

a
山
仰
〕

1
r
」

はは佑 0， A 13-U、A

日→辛ヘ 1じ両~l 日ftJ 長 民? 阿口1 

ト一一一一

北 側 !自1陸そ刊1 

現推状定325 15.5~27.7cm ~t mlJ ~ll (105 )cm I ? cm 
(*~400)cm 

東 !WJ i 現十在:状O 'l口16口0、しcm 9.4(;m 東 mlJ W~ I (250 )cm I ? cm 

南 mlj 355cm 

西

フラン確認

fI寺の状態

して地山面で確認された。 7ラン確認

時の状態

合
川
、
つ
d

営
寵

狭
山
が

自
層、士

会
川
』
十
7

.
面
一
不

床
を

介
品
能
ω

品
川
仇
比
山
内

aillq 

摂
桔

J
L
治
批

わ
札
フ
ハ
》

ら
れ

め
わ

た
思

か
と

み
る

踏

よ
面

態

」↑hv
酔II1ι'

L/ι}

山
川
仇川

土覆

の

古
川
、
っ

営
謹

校
山
'
か

!
日
層

、土

キ」
A
1
7

γ

山山一一小

床
を

ふ
官
能
山

門
技
叫
山

2
“r一一甲山下

l

司、J引
1

玖
ι
山

LR

fl
滑川下

れ
る

ら
れ

め
わ

た
思

か
と

み
る

踏

よ
面

態

床LJ}

体川円

十ム覆

の

各部品部床面と ている
，L， 

1¥ 

不 明

張り出し#1¥

RM(不明)→2個、陶磁器(1点)
物

川

一

必

勺

一

虫

g

…

一

土

一

一

山

山

一

儲

m

一

49 -



第22衰 S 1 21計iWJ・説明表 第23表 S 1 22計~HIJ .説明表

検出地区 12-0 13-0 検出地区 12-0、A 1.3-0、A

図版番号 図版番号

壁 11[ 同ヒヨ l子 長 4同口 4 

~t mij 壁 ( 63)cm 222cm 川 cm cm 

東側壁 (246)cm cm cm cm 

南側壁 (56)cm 20.8-22.7cm 南 iWJ !if 8.3cm 

西 l~IJ 壁 233cm 19.7-29.5cm 西側壁 (248)cm 6.3-6.5cm 

張り位出し部
の置

不明 cm I幅 cm 張り位出し部
の置

不 I~l |長さ cm I幅l cm 

国 ?責 (1.4)m' I主軸方位 不明 面 積 m'l主制i方 不明

プラン確認 他遺構と重複して地山面で確認された。 プラン確認 他遺構と重複して地山面で確認された。

u寺の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて昭致な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて堅撤な床面を、自然営力に

の状態
よると，患われる堆積状態を示す土層が覆う。

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

各壁偶部床面と各壁下方床面に穿たれている 各部高部床面と各壁下方床面に穿たれている

柱 件/¥噌 柱 穴

不明 不明

張1)出し部 張り出し部

なし なし

出土遺物 出土遺物

備 考 備 考
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1uuI⑧ 

、、も弘、、~、、町民

lG3.300m 

トロ割
J
2
H

戸
日
(
(
マ
(
不
一
日
中
日

g
N
 

2 5YR討黒 褐色 土 10YR% I羽1ft褐色、10YR%主'(1&¥色一i二

lOY R%武褐色が少量}it入

4 lOYR% 黒褐色土 日付IHかい、 lOYR~'iÍ 1計局色土が

少量 ~}t 入

6 lOYR% 黒縞色ゴ二 粒子は泣い、 lOYR% 黄褐色土がi数

旦L4i1Uヒ寸町、

8 lOYR% 黒褐色土手IIIか〈、 lOYR% 褐色土が少521il人

10 5YR;>f ~~1，褐色土 粒子はお11かい、 lOYR~西 武褐色ニ乞が

少量混入

1 I.5Y R%黒渇色 1-一 件ゴてはさほどお11かくない、lOYR%

!1i:褐色土が微量混入

3 lO'{ R百 黒色ιi二 粒子[対日iかい、lOYR% 武褐色二七が

少道Ü~ 入

5 7.5Y R%係陪褐色土 粒子{土割合細かい

7 10 Y R 21 .\I~，色士 粒j'-I土綱かい、lOYR% 褐色 lーが少

Eti昆入

9 5YR汚 Il古亦褐色士 事IL子[土，%111かい、lOYR%、% 明資格j

色土が少量iLt入

第19図 S1 19 . S 1 20・S1 21・S1 22・S123実AIJ[盟
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第24表 S 1 23計iWJ.説明表 第25表 S 124計測・説明表

輸出地区 12-0 A 13-0， A 険出地区 3 0、A 4-0 

図版番号 17 図版番号

壁 長 壁 同Eコi 空 長 日~半 ゼ戸~

北側壁 (83)cm 4.0c:m 北側壁 (177 )c:m cm 

東 i~lj 空 cm ? c:m 東 m~ 堅 l c:m cm 

南 i~ll 竪 (109)cml ? cm 南 mij ~J1: (365 )Cm cm 

西 mlj 世 (335)c:m 4.6~ 7.1c:m p_tI mll f~\ I c:m 

張のリ位出し音置1¥ cm 張のり出位し部置 不明 l長さ| IIP~ 1 

iID ?川卦Ibjj位不明 面 (8.3)山耐 E-4f-S

プラン確認 他遺構と重複して地山面で確認された弓 プラン確認 地はl出で確認した。

時の状態 時の状態

と床面 踏みかためられて開設な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて明設な床面を、自然営力に

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う c

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層がィ?買う O

各壁間部床面と各壁下方床面に穿たれている 各壁偶部床面と各壁下方床面に穿たれている
J/IlL-、- 柱 J/-LL ， 

不明 不明
張り出し部 張り出し部

なし なし
出土遺物 出土遺物

|備考[
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第26表 S 1 25計m'J・説明表 第27表 S 126計iWl.説明表

検出地区 5-F 検出地区 23-E 

図版番号 図版番号 18 

X1m 長 壁 性伊~ 壁 長 墜 高

北 j~lj 壁 159cm 15.3-16.6cm 北側壁 推定 (216)cm cm 

東側堕 185cm 9.8-18.1cm 東 mlJ 壁 推定 (232)cm 21.4-22.5cm 

南側惜 162cm 7.9-10.0cm 227cm 25.5-27.9cm 

間 m~ 竪 165cm 4.9-8.7cm 18.8-22.6cm 

の張1){出立し部置 I なし cm I幅lcm 張1)位出し部置 北側壁の西偶 I長さ cm I幅lt)
面 2.8m' 主附 N-70-E 首i 積!推(6定2)m，1主軸方位 E-1f-S 

プラン確認 地LLI而で確認したロ プラン確認 他遺鰐と重捜して第III層大湯浮石層上面で確

時の状態 時の状態
認された。

覆土と床面 踏みかためられて堅鍛な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて昭致な床面を、自然営力に

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う弓

各部隙!味i訴と各壁下方堅面に穿たれている 各壁隅部床面と各壁下方床面及び張り出Lm)
柱 'f~ 柱 穴 に穿たれている。

なし 底面が主体部に向うて緩やかに傾斜している。
張り出し音[~ 張り出し部

なし なし
出土遺物 出土遺物

|備考l
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⑧ 

162.800m 

。 2m 

1 lOYR% 県褐色土粒子は非常にお!Iかい、 lOYR% 武褐 2 7 .SY R完黒褐色土 粒子はキfIIかい、 lOYR% ll)jo't褐色が

色と lOYR% 母JYt鵠色が少告を混入している 少量i比入

3 7 .SY R汽虫色土 粒子は細かい、lOYR兄 t有権色が少量 4 7.5Y R~{ 黒色土 :1'，'(では ~HIかい、 lOY R% fA褐色ヵ、少
，.，..，. 
i1S人 fiti比入

5 lOY R7i 紫色二上 rJi.-f-は細かい、 lOYR% 災禍色が微量;

浪人

第21図 S125実iHlJ図
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⑨ 

-町』一司自』ーー-ー‘一ー匂ー句ーー一一ーー

2m 。

2 lOY R，ヨ黒色土浮石が少量iii入

4 lOYR五黒褐色土浮石が少量混入

6 lOYR7i 黒色土 焚褐色土が多量混入

8 10Y Rl・J1 然色士: 浮おが全体に(粒子のk:sl¥，、)多量混入

10Y Rヲ4 51褐色土 賞褐色寸ーが少量混入

lOY Rl・M 黒色土 浮石が層ー下街に多量ift入

lOY Rl.J1 黒褐色土 言者補色オ二がブロ叩ず状に少量il~入

lOYR7i 黒色十.

lOYR7{ 黒色土

-
E
n
d

民
J
W

句

i

n

E 褐色土が多量出入、粒子の制11かい浮石が

混入

S 1 26・S127実測図第22図



第28表 S 1 27計;WJ.説明表

検出地区 IZ3--E

図版番号 I 18 

第29表 S1 28計;WJ.

検出地区 123-F， G 24-F， G 

図版番号 1 18 

壁 長 壁 [河 ~:& 長 川下じL
一

千T
向

~t jWJ .~古

東 1~~ !i~ 

南 !WJ 堅

西

189cm 35.6~36.3cm 11北側

35. 8~37. 2cm 11東

11. 9 ~ 29. 3cm 11 j者

西

114cm 11 張の t)出位し

cm 

188cm 27. R-:n. 5cm 

195crn .1cm 

150cll1 

覆土と!末市

の 状 態

柱 穴iに穿たれている。 、下ム
ふ

p
l

J各時間!末IRIと各型下抹而に穿たれている
f、

l底面が主体&r¥に阿って報やかに傾斜している Q

張り出し部 i

は I~
出土 i遺物i

11信 考ー

!底面が主体部に向って緩やかに頬科しているハ

張り出し部!

なし

- 57 



⑤ 

。 2m 

1 lOYR予f .':I?，褐色土 i守色及び武褐色のj手石が少量ifl入 2 lOY R7i 黒色上 賞褐色上が少jlt" ;~f.石が少忌 /tt入

3 lOY R7i 然色オ二 褐色ごとがfロ'/'ク:I;leに少量混入、賞褐 4 lOY R;J{ 黒l'M色土 Afi褐色土が7"ロリク:1先に少量、支褐色

色土が少量混入 土が少量混入

5 lOY Rl・K 黒色土 6 lOY R7i 黒褐色土 黒褐色土が多篭混入

7 lOY R% 黒褐色土 にぷい賞鵠色土が多量混入 8 lOY R7i 黒色土 H音褐色士が少量iJ~ 入

9 lOYRYr 黒縞色土 にぷい賀補色ニヒがフゅロヮク状に少量iJl 10 lOY R7ぎ 黒色土 褐色二七がフ'ロ Hノク:1*に少量混入

人

11 lOYR7i黒色土掲色土が少量混入 12 lOY Rl・X 黒色土資褐色土が少量混入

13 lOY R% 黒褐色ゴニ 11音褐色土が少量m.入 14 lOY R% 黒褐色土 l情褐色土が少量it~入

15 lOY R% 黒褐色土 11青褐色土が少量浪人 16 lOY R% fI音褐色土 黒褐色土が少量浪人

17 lOY RYr 黒掲色土 j手石が少量混入 18 lOY R7i 黒色土 質褐色のi手石が少量iL~入

19 lOY R封黒色土

21 lOY R;J{ 黒褐色土

23 lOY R% }.If，褐色土

25 lOY R 五時褐色土

主主褐色斗:が少鼠:混入 20 lOY R 1.}i 黒色土 質褐色の浮石が少量混入

賞褐色のj宇治が多量 if~入 22 lOYRl・K 黒色土 J宇石が微量i1~入

ff音褐色土がブロ yク状に少量ig入 24 lOY R% 黒褐色ニ仁 黄褐色土がi数i支出入

R阿武褐色一i二が少量フ閉口 tノク:1たにii4入

第23図 S 128実測図
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第30表 S 1 29計iftlJ.説明表 第31表 S 1 30~-rìH IJ ・説明表

検出地区 17-G 18-F. G 検出地区 16-G _ H 17-G、H

間版番号 19 国版番号 19 

壁 長 壁 言同~ 壁 長 壁 ぢ同~

北側壁 394cm 5.0~ 8.7cm 北側壁 200cm 20. 7~ 21. 5cm 

東 jfilJ 壁 368cm 6.5~ 7.8cm 東 j~ij 壁 234cm 6_2~ 9.1cm 

南側壁 393cm 9. 7~ 17. 2cm 南側壁 256cm 24.0~29.2cm 

間!日IJ 壁 388cm 8.3~ 16.2cm 西側壁 228c1日 27.8~3 1. 5cm 

張り位出し部
の置 なし cm 張t)位出し部

の置 東恥t隅l長さ 96cm I'Plii I 147c[日

面 17昨車IH N-85
0

-E 面 6山軸方伎 E-20
0

-N 

プラン[i在員3第3層大湯浮石層上面で確認した。 プラン確認 第3層大j号浮石層上面で確認したっ

時の状態 時の状態

覆土と床面 踏みかためられて竪徴な床面を、自然営力に 覆土と床面 踏みかためられて堅績な床面を、自然営力に

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う。

の状態
よると思われる堆積状態を示す土屠が覆うる

各壁隅部床面と各壁中央部下方床面に穿たれ 各部品部床面と各壁下方床面及び張り出し部

柱 7ム¥ー- ているヨ 柱 1¥ に穿たれている。

なし 底面白が主体部に向って緩やかに傾斜しているつ

張り出し部 張り出し部

炭化村(覆土下) なし

出土遺物 出土遺物

|備考l
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1日008.i:91
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叫
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l計五 OOOm 

m 

1 lOY R%  黒褐色土 白色汗石(ゆ 2-8 mm) 少量混入 2 lOY R %  黒褐色土 白色浮石 (o3 -5 mm) 少壁、賞色ロ

ーム (o5 -lOmm)少呈in入

3 :i Y R:諸般色:f-_ 炭化物多i立に含む 4 5YR m:色土

第24図 S 1 29実測図
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匂句-ー町一一ー一-

! 10Y R3{ 賛褐色 ロームブロック (o10-20即日)多量混入 2 lOYR%  茂褐色 ロームブローク (!p3 -5 mm) 少量混入

[1 色 i手石粒子(ポ~:l -10mm)少量混入、利jltあり 1肉食のためf}l]lit，i大

3 lOY R忠 告t褐色 ロームブロゾク (φ10-25mm) 多量混入 4 10Y R見

[]色i子干i粒子(改 2--3 m田)少量i見入

5 10Y R;tf 1tt褐色 ロームブロ。ソク(ゆ 3-lOmm)、白色浮石 6 lOY R%  貨褐色 ロームブ口、 J ク(世 5-25mm) 少量混入

枝子(世 1-:3 mm)少量混入、腐食のため間[;京大

7 lOY R汚 茨 褐 色 ロ ムブロソク {φ20-50mmi少量出入 B lOY R%  ii'l潟色ロ ムブロノI ケ (φ2- 5 mm) 少量混入

9 lOY R%  災褐色 ロームブロ Iソク (O5 --10mm) 少註混入

非常によくしまっている

第話題 S 1 国



第32表 S 1 31計~Wl • 説明表

検出地区 !19F G 2円、 G

図版番号 I20 

•• 
1
・

i
、
酬

I
，
.
 

J
{
幽

L
l

一

二
一
一
円
H

四

つ中山

勺

J

m

T
'
sム
悶

Q
U

一

ρ
U

一

剛

、

今

一
円
い
よ
一

表
一
一
一
初

円
ベ
U

山

口

U
J

一

円。由
1
i

一

第
「
i

引
「
引

地
一
番

ね

幻

一

山

以

l
i
i
 

検

…

図

なや」…

戸
れ
て 長 壁 長 !笠 I可広2

194cm i (210 )cm I 12.2-25.4cm 

(蜘cmI 8.2~16 .4cmll 東 j~ij 堅 日片 i cm 

19.3-20.7cm叶l南側壁 不 H月| cm 

西 lWl 壁

i長i)山!

北側壁

東捌壁

南 i~IJ

西 mlJ

張り出し部
iの控室 i

函

覆土と床面 j踏みかためられて用識な床面を、自然営力に
|よると思われる堆横状態を示す土層が覆つ古

の状態

ている
柱 穴 γ

工ム
e
b島
町
サ

e !{へ

なし

11張り出し部
i不明

張り出し部物最

化材、土器片(1点)

11出土遺物

!なし
出土遺

重複の新!日関係は明確にできなかった。 I S 13Hこ同じ。
備 考| f臨 考
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UI 008' 291 

162.S00m 

E
N
 

1 lOY R2，:~ 烈渇色土 白色浮1](φ2-呂田田〕少!t{泌入 2 lOYR% 蒸潟色 k 白色;手行(品 3-5 mm) 少量混入、

lOY R% 黒褐色土 白色浮石 (ψ3-i mm) 少数混入

lOY R~イ 黒褐色:1'. (1色i手干i(rt 3 -5 mm) 少量、黄色ロ

黄色ローム (φ5-10m田)少量ill入

ーム(世 5-lOmm)少量浪人

4 lOY R% 黒掲色十ー 白色i'J'.;pj(ゆ 2-S m悶)少量混入

6 lOY R対褐色土 7 lOYR百三黒褐色土非常にやわらかい

8 大i*4浮石!習 9 非常に粘性がある

第26間 S1 31・S1 32実iNIJ図
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北側壁

1l3cm 

なし
出土遺物

考
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⑨ 

162:. OりOnl

。 2m 

1 lOY 黒色ニi二 利!I(O.5cm以 1")i手行少量:浪人 2 llJY 黒褐色~t 褐色土少量

3 lUY R31 黒色土 お1Ii?-t1少量混入、褐色土少廷混入 4 lOY H7i: 黒色二 褐色二l二少量{fL人

5 lOYE克黒色土 半llIi'?石少輩出入 6 lOY E3{ 染色j二 r-l1)色仁少j註混入、にい黄綬色土カ、ブ

ロりク状に多量出人

7 lOY H.'Yi褐色こし ULli判犬の層 8 10Y H;l{、褐色土 浮モ[少量混入

9 lOY E% 褐色二f:. 黄褐色土少量混入 10 lOY Eち 思褐色二j'. :b'N品色多 量Iii入

第27図 S1 .3.3実;WJ図
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(喧

lG2.5uOm 

。 2m 

1 I.5Y R %明渇色土 焼土、 i~f-石多量出入 2 炭化物

3 I.5Y R7{ 黒色土 浮石多最混入 4 Î.5YR五黒潟色二L~ i手石多量ìl~入

5 I.5Y Rl・H 黒色了LとI.5YR% I明褐色士(焼士)との泌 6 7.5Y R;!1黒褐色:士 炭化物中長、焼土少量、炭少な混入

合 3: 8 7.5Y R%' HJl褐色土 唆土、 i-j'1行多量i弘人

10 7.5Y Rl・1ず黒色土と 7.5Y R%日月褐色ごし(焼土)との混合7 炭火物

9 7.5Y R百 黒色上 i子石多量

11 7.5Y R 黒色土 j手石多量混入

13 7.5Y R7{ 黒色土 浮石多量混入

。.{ 
12 I.5Y R五 黒色七焼寸二多量混入

第28図 S134実~MIJ図



第36表 S1 35計iftlJ. 第37表 S 136計iftlJ.説明表

検出地区 24-E 25-E 検出地区 20-E_ F 

図版番号 20、21、22 国版番号 22 

竪 長 壁 li凸コ] 壁 長|壁 詮I司T 

~t jHlJ .~主 (305)Clll 13. 8~ 18. 4cm 北!日1] 笠 294clll 36.4~40. 8cm 

東側壁| (270)Clll I 20. 9~24.4clll 東側壁i 324cm 38. 2-40. 5Clll 

南側壁 17.8-31.1cm 316clll 32.8-42.4cm 

西 lWI 壁 277cm 13.8-15.9cm 西jHlJ壁 317cm 38.6-42.6cm 

吋し部 t附東判長き 95cm I幅j推定 張り位出し部 北附東隅l長さ 124cm 

ilii 時プ6I師T) 置 (135 )C;m 

の置

4 推(9定~3)m' I主軸方位 !il N 90-W 回 積 11肘!主軸方位 N-2t-W 

ラ制|革問柵闘で確認し プラン確認 地遺構と重複して第III層大湯浮石層上面で確

の状態 時の状態
認きれたc

覆土と 踏みかためられて割致な床面を、炭化した禾 とE王国 踏みかためられて斡設な沫面を、自然営力に

の状態
本科植物・丸太村が覆っている。

の状態
よると思われる堆積状態を示す土層が覆う 9

1;( i、万!'永由投 し部 各壁隅部床面と各壁下方床面及び張り出し部
'-' 

柱 柱 ，戸.L噌、に穿たれている。

底面カ主体部に 内》
底面が主体部に向って緩やかに傾斜しているの

張り出し吉1) 張り出し部

なし なし

出土遺物 出土遺物

S 136が他遺構(焼土遺構)より新しい。
考
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⑨ 

Hi三.JOUUl

1 7.5Y R 1・K 黒色jこ '1を石多量、賞褐色ニi二粒子少量、炭化物 2 10Y R可 黒色二!'.に;;Y R;i f号の焼土多量混入

多量浪人

3 7.5Y FP・1i黒色土炭化物多量混入 4 lOY R百 黒色に 5Y R!.!I授の焼」ニ多量;混入

5 5YR克 明;jJふ号色の焼こと S 炭化物

7 7.5YR1':-i果、色ニI二 元燈の焼こと多量混入、炭化物多量出入 8 7.5YR1.J-i黒色土 較石少量混入

9 .5Yf{l・}i黒 色 土 経 石 多 量 混 入 10 7.SY R討黒色 土 :tt!t褐色ニ仁枝子多量、事石少量il~入

11 7.5Y R;.{黒色土 賀補色上中古子多量ir~ 入 12 7.5Y R1・.71黒色:上 多量に混入

13 7.5Y R五黒褐色土 浮石少量 14 lOY R% 草橋色土

15 7.5Y H.釘黒色土 炭化物少量、浮石多去、資褐色土粒子 16 7.5Y H.元明褐色波土

少量 17 7.5Y R;/2黒褐色土 J手石多量if~ 人

第2宮函 S 134・35実主!I]図
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19-E 

斗〉

lí~2.3ûOm 

1 lOY Rl・万 三塁色ニiニ 浮石少泣混入

10Y FP・3i 茶色上 浮石少量、炭化物微長i1l入

lOY R予f 号、色土 問褐色の浮石が多量浪人

I.5Y R1.;{黒色ご1'.

lOY Rl・K 黒色ごと 細かい浮石が混入

11 lOY R %  に.，.い笈褐色こi二 N%茶色が少量iY~入

13 Nl・% 黒色土 もみカ、らが焼けた層である

15 lOY R %  黒褐色土 i開資m色が少量iJt入

19-D 

f
l
l
 

2 lOY RI 黒色:仁 枝子の翁Ilかい浮石少量混入

4 lOY R百黒色 i二 件j褐色のi子{:lが多量混入

6 lOY lP'!l 黒色土 浮石少量;混入

8 !.5Y R%日月褐色ニ乞 全体的に浮石が焼けた層である

10 lOYR1，Jイ 黒色ゴニ

12 lOY R %  にぷい黄僚色ニ仁 炭化物微量:混入

14 lOY R%  にぶい焚燈色土 茶褐色粒子が多量混入

16 lOY Rl・K 黒色jニ ;')'.15か少量混入

Hl 1U Y l{" '.'1 系巴二七 焼けた出ゐが少量itt.入ii I.5Y R%口汚濁色土 この層は7.5YR%-lOY Rえ褐色変

化した浮石が焼けた層である

19 7.5Y RY4褐色土 浮石の焼けた層である、黒色ごi二が少量i昆 20 7.5Y R %褐色土 浮+i が焼けた!習である、黒色土が少量iY~

入 入

21 lOY Rl・Jf 黒 色 土 浮 石 が 微 量 混 入

第30密 S 136実~ftlJ 図
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第38表 S 137計測・説明表

検出地区 11円、 1 2円、 i

第39表 S 1 38計詰jlJ.

検出 jMI22-B 23-B 

国版番号 I23 図版

長 11 

321cm 40.0~41 怠 6cm ~t JsIJ !iif: i 280crn i 20.0~2Û.4crn 

349cm I 22. 3~46.6cm 東側壁 47Ucm I 24.5~28.5cm 

372cm I 39.9~45.5crn 南側壁i 18.0cm 14.3~14.9cm 

一
一
刊
一
一
日
一
日

cm 1 

覆土と床面!禾本科植物を焼いた灰が床面に堆積している

の状態

各部員部床面と各壁下方床面亙び張1)出
柱 穴Ifこ穿たれている。

底面カ

張り出し部 I 11張り出し部

フレーク(7片)、土器片(1点) 11 な し
出土遺物 11出土遺物

埋没後に主体部北東隅部に焼土遺構が構築さ 11 I S D05との新!日関係は明確にできなかった。
北
側

aants 
考|れているつ 北

側，
A
1
1
 

考
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11 

巳E寺三三三ミ
市

1 10Y R %  黒掲色 1-. 1:1色浮石川ゆ:'3- 5 mm)少量、(ゆ 10- 2 10Y R%  U音褐色 1-. 白色浮石(ゆ 2- 5 mm)少長、(併 10-B

12mm) 少量混入 mm) 少量混入

3 lOY R;l{ r市褐色土 白色浮石(砂 2--4. mm)少量、ローム粒 4 10Y R%  ng褐色二仁 (ゆ::1--5 mm)少量、炭化粒微量含む

二子(It5 - 81Om)少量混入

5 5 Y HJi 穏色土 lOY R %女役色土、 lOYR%浅黄綬色 6 lOY R %  黒褐色土 ローム:t.iL子(rt5 -10mm)少量混入

結士会む、 I長&7'"む

7 lOY R~ にぷL、焚段色二乞 灰及ぴ焼土 8 lOY R先 日音褐色土 10YR%寅澄色粘土を含む、炭化粒

9 10Y R%  にぷい賀補色土 ローム粒子(rt3 - 8田m)少量悦 多量まiJt入

入 10 10Y R}'I 黒褐色土

11 10Y R %  黒色土

第31図 S1 37実 ~ftlJ 図
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iz -一一¥一一一一一一一一/一一一

1 10Y R_?i 黒色土 浮石多忌:混入、資褐色j二少法混入 2 I.5Y R 黒色土 ;手石多量混入

3 I.5Y R 黒色土 浮石少量i11入 4 lOY R3広 三塁色:t i手石少量i昆人

第32国 S1 38実imlJ[翠

ー' 7 っ./ ，'-' 



壁

柱

口

問]

検出地区ilH、p

i四番号 I24 

一%一

君主 Eコ
同j



⑨
 

162.300m 

。 2m 

1 7.5Y Rl・7イ黒色ゴニ 浮石多量、寅褐色土粒子少量混入

3 7.5YR7{黒色土 浮石多量、賞褐色土粒子少量混入

5 7.5YRl・_?{黒色土 ~~Î~石多量、焚褐色jニ少量混入

7 lOY R %  黒褐色土

9 7.5Y 民主 黒褐色こi二 浮石少量、黄褐色土牧子多量混入

11 lOY Rl・万 黒色土寅褐色土粒(微量一

2 I.5Y Rl._?i 黒色土 j手石多量、資褐色土粒子少量混入

4 lOY Rl・M 黒色土 浮石多量、賛褐色土少量混入

6 lOY R %  黒矯色土 ;手石多量、黄褐色土粒子(対多量混入

8 lOY Rl.予i 黒色二七 浮Ti多量、 yt褐色:i.多量混入

10 lOY R:"l 黒褐色J二砂絞である

第33図 S 139実測図
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15-E 

‘‘I
1
1

句、ー、白、、、白

2
1
2

‘‘。!

E 

lOY R~{ 黒褐色土 白色浮石(世 3- 5 mm) 少法i民入

lOY R %  I倍褐色土やや粘性のある黄色ローム1~L (ゆ 2-

3 mm) 少量混入

2.5Y R li雲隠赤褐色土-lOYR~{ 日前島色土Nj性のある!習

2.5YM黒潟土軟かい間1;京あ 1)

9 lOY R M  黒褐色土 問問ありザラザラしている

11 lOYR% 黒褐色ニtニ ザラザラしている自色粒子 (i手石)(φ 

1 --3 mm) 少量混入

13 10Y R~{ 黒色土 粘性のある層

15 I.5YRl..!{黒色 i二強粘性

第34函

162.500m 

2 lOY R %  黒褐色土やや粘性のある j留

4 lOYR % 黒褐色土間際あり

6 lOY R% 架橋色土強知性

8 lOYRj{褐色:t 白色粒子(砂 2- 8 mm) 少量、黄色ロ

ーム料 (φ3-lOmm) 少量混入

10 lOY R~.{ 黒褐色土 問|涼あり、ザラザラしている黄色ロー

ム村f:(O2-5mm)少量混入

12 10Y R %  黒掲色ニヒ ザラザラしている白色枝子(浮石川 6

1 -3 mm) 少量混入

14 7.5Y R %黒色土軟かい

S 140実測図

- 75-
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¥
¥
¥
¥
¥
 

/ 
/ 

¥ 

イ20-8

162.600m 

一~

。 2m 

lOY R% お色土 i手石少量、茨褐色二L少量混入 2 lOY R% 黒m色 l二 {手石少量、資褐色二t.l数量混入

lOYR汚黒褐色士変褐色少量in入 4 10Y R:%' 黒褐色r. ;手行少量、黄褐色十少量混入

lOYR釘 黒褐色土 ?手:行微量、賀福色十白少量混入 6 lOY R.% 11奇褐色 1: 浮石少量、賛褐色土多量混入

i lOY R_1{ 蒸褐色j二 i子石少量、黄褐色土少量i1~入 8 luY R対褐色j:.

第35図 S141実iftiJ図
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1 lOY R% 黒褐色ゴ二 褐色二ヒが少量、炭化

物少最混入

2 10Y R封黒褐色土褐色土が微量、炭化

物少量混入

3 lOY R% 減褐色:土 褐色土カ、少量、炭化

物少量混入

4 lOY R% 黒褐色土 潟色土が微な、炭化

物少気:iii入

第36図 S142実iRIJ図
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第44表 S 143計iftlJ.説明表 第45表 S 144計測・説明表

検出地区 27-E、F 28-E、F 検出地誌 19-C、D

図版番号 26 間版番号

ff3 官，己主ρ ia各円形 壁 長 Eコ宰エ 言向T 

東西軸長 425cm 
北側壁 133cm 42.0cm 

東 側壁 266cm 12.0-15.0cm 
南北軸長 435cm 

規 模 南側壁 149cm 39.6-47.0cm 

lO-29.5cm ト一一一一一一

西側壁 263cm 45.3-58.3cm 

15.5m' 張のり位出し部置 なし cm l幅l cm 

プラン確認 地III面直上の時褐色土上面で黒褐色の「しみ」 プラ 第III層大湯浮石層上面で確認した。

時の状態
が碍認されたの

時の状態

覆土と床面 踏みかためられて昭致な床面を、自然常力に と床面 踏みかためられて堅殺な床面を、自捺営力に

の 状 態
よると思われるi邸主民態を示す土層か、覆う 3

の状態
よると思われるI問主1*態を不す土層が覆う。

各壁隅部床面と各壁下方床面に穿たれている i柱穴は検出されなかったの
柱 1¥ へ」

床面中究部からやや南東寄りに石西炉が積出 なし
炉 された。 張i)出し部

ブレイク(5片)、深鉢形土器、査形土器、擦 な し
出土遺物 切磨製石斧 出土遺物

- 79 



ぞを

Q 

1 lOY R.% 黒ー褐色 ~Iニ 焚褐色 (lOYR%)少量混入

3 lOY R見誤褐色土 問褐色及び炭化物微量出入

5 lOYR先時褐色土

7 7.5Y R% 褐色土笈褐色が多SJLL入

9 lOYR% 褐色土 日iJ]褐色粒子多量混入

11 7.5Y Rχ 褐色土 賞褐色枝子及び炭化物少量浪人

13 7.5Y Rだ 褐色ゴ: 炭化物及び亥褐色粒子微量混入

15 7.5Y R気 褐色土賞褐色粒子多説、 H月褐色少量混入

162.500m 

。 2m 

2 lOY R% 目白褐色土 侵色(7.5YR%)が微量、賀補色粒子ーが

多量混入

4 lOY R% 黒褐色土 灰白色の浮石が多量、武褐色が少量ILE

ノヘ

O 7.5Y R:Y{ 議色土

8 7.5Y R% 撹色j二褐色多量混入

10 炭化物

12 lOY R7{ 黒色土 浮石若干混入

14 炭化物

第38国 S 143実測図
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第73表 s 員IJ.説明表

/1 
.ノ プランは明 f慌ではなかっ fこ

土層註記

1 lOY R1・]1.色土 炭化物の!習め1[) . Olllm - 5.01聞の炭化物 2 7.5YR 見 1ft滋色:j二{焼二uキ:;.rl計11い。 prのおnかい炭化

が扱きつめられたように入っている乃各々のJKiヒ物の!日!には 物 (lOYR 1. ~{ì が多言;ーに入リ;るんでいる

申立…j土のキIIIかい若一l二のt手石(O3. Omm)が出入勺炭化物(7.5YR 

1・月)が入り込んでいる

3 7.5Y R% 1年l褐色一i二(焼土 i は111.，、 c O 2. ()mml'il交の;手 4 7.5YR%符むにL(がと↓ーは主111かい J

ヵ:多這.1ニ仏人。 101'主治E.-t二7ン子百IJにj比入。

5 5YR百 JH褐色J: 宇IIi"[ij:なし いfーはおnか¥'.， 7.SY H % 

*Ít~ごi二(焼)カマ;民_!jJ_出入。

9 2.5Y H.l.;{亦虫色仁 NdtなL はベJベコ手111かいυ 出入

物なしっ

9 7.SY R1・ 茶色土 wど1'1:なし ド羽1.，、 {}i人物なし

6 10 Y H 72 .'.i.1JIs色J二 抗日性

%1ザ1褐色ゴ二が少fii:i}l入コ

8 lOY R:.li:褐色土品li↑'1:なし純子ややwい lOYR.% 

波情色ト停が少量出入

10 lOY R% II{y掲色二L: h'i性なし 粒子{土利11かい。 lUYR% 

主t褐色→l'と 7.SYRl.冗 }Ã~i色土が多主;:iii 入。

土層設記

1 R% II)J褐色上(J:IU.)がよ税nかい FP・万

}JA色ゴ二が出入。

3 7.5Y IP・X 黒色二l二 寺山性あり 子示liIかい ~ri~，入物なし c

2 lOY R% 茶褐色上粕ド1:なし 粒子議11かい lOYR% :itt 
褐t::d二 が 少 入 門

4 lOY lU玉 虫褐色二i二 千占 i~i:;j，勺 i) 純子組iかい。 YR一九

主Y-:f'合色七 t俊二i二)カ，係百ii自立に少量出入r

5 lOYR% 黒潟色二t: 砧性あり 細かい lOY R広泣 6 7.SY R;yr， i円筒色ゴニ(焼ゴニ j 粒子やや手IIIかい lOYR%  

褐色J二が多混入 i渇呂色上と 1刊OYR予 黒f柊掲E島j色と 1日uYR~:s I明羽i改3立ftr掲お色カが当少少、むM占JιI日出j弘lしJ人;、ご

7 1ωOY R% 11陥1)情i古褐お色:二太1土L:二 宇品粘!山hケ'j'l性i

% 音茨'tr.潟品色上と 7.5Y H予71黒共色二土仁カが‘少与坑u泌μ人υ 色…Lが少hiAi入口

9 luY R7:i atl潟邑土 祐佳なし も7了ベコや絹ぃ lOY iO 7.SY R五渇色ゴ二 村住なし 粒子示ulかい loYH ~ót 

i伯尚色と 10YH空会賞褐色多民人 尚色 i'か少与;浪人こ
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第75国 SX(町03・SX(F)04・SX(F)05・SK06笑iHlJ図

第75衰 S X(F)03計iHIJ・説明表

検出地区 O-A 実iWJ図番号 75 図版番号 34、:35

法 長 さえ 73cm IIJ話 57cm 方 向 N-87
0-W 

~;: 平面形状 方 Jf3 i菜 さ 20cm 横断面形状 i整合形

プラン確認時 ほ、んやりと焼土の堆積が認められたにすぎない n

σ1 :1犬 {兄

出 土 遺 物 id: し

土層註記

1 7.5YR% 的色二I~ (姥!こ) i円 ì(φ3.0mm f'，u~ )が上古1;に多lfl: 2 2.5YRl ・月(~;，\l.~色ニヒ 粘性なL・ 半子はキ111かいご j手子iφ

に入勺ている 3.11mmF，'.皮)と lllYR% :t'l褐色土が点tl:，

3 lOYR% I羽 t，'n~ 色:1: (焼土)lOY Rl・!i'!た色ゴ:が{'，:hlL 4 5 Y R 1・71 黒色一1:(焼!っ'I':，::r-*IIIかい♂;.1主入物なし

ヘコ

5 10Y H% Il{i褐色 t f，'d!令あり t:r J"-ifllJかい u 泌人物ない u

7 lOYR対褐色土利i'ltなし 主主 f示111かいニlUYR% .¥1:，筒

色ゴ二がf~litÜt 入 c

6 lUYRき長 男褐色土 中山1'1:なし j:ii_.:jこややnL，、 HiY R% 

褐色 1-.がii校長山入 J

8 lUY R% 褐色土 中ei'l'lーあり *:CF:fJlい、 10Y R % IJ~n!nお

色土と lOYR:{i潟色土が多ntut_入丹

- 123・124

第76衰 S X(め04計測・説明表

検出地区 0-0 実iWJ図番号 75 図版番 34， 36 

i去 長 ムA、町J 、 (117cm) IIJ~~ (69cm) 方 i古j N 30

- W  

平面Jf;:lk 長円形 よ{オ5口〈 さ 20cm 横断面形状 逆台JIラ

プラン確認時j兄
S K60の上にのるように焼土が堆積していた。

の 状

出土遺物 な

土磨註記

1 7.5YR% I明1リ列j月j掲色1土.(川'Xi'，九tけゴ土:汁ii7Ti HりlYR%烈巳1尚品色 1'.カが、集 22.5YR%1l計オ リ一フ'f持尚j品占色了士ト仁今 (叶均焼ι…:土…
i 中1 1f'!(Jに 11~ 入。

3 7.5Y R% .\f~褐色土宇，'i'I'!:あり 料{.{-制11かい 7.5Y R % 4 10 Y R % Il{j縞色土中，'j性あ') 粒子~1lIかい 2.5Y R5~ iR 

褐色j~. (焼士)がi数fdiit入。 補色 1二と lりYR%I別1ii.褐色 i二カ、少 ft(出入。

5 lOYR% 来補色-1:も'j性なし 京{'~-T. 半111かい 第一!留の焼j-. 6 5 Y l-p._;;{ 渋色二I.~ h'i'I'i:なし いf-;JI;常に革111かい;) {H:.人物

れやす二 il~ 入。 なL、3

7 10Y R7i 黒色オ二 粘'1'1:あ') 宗主子111い 第一層の焼こI~ と炭 8 lUY R% Ilj'i褐色二L-. 品'd'l:あり 純子制11かL、。 1りYR% ;'た

化物が多f誌に ìl'~入。 手\\~色ー!-.が少泣ì!1:入η

9 lOYR% 黒 褐色 も'j性あり 牧子が手llJかい u lOY R% iA 

段色 1:が微量出入ο

第77表 SX(町05計測・説明表

検出地区 3-0 実iflJJI羽番号 75 図版番 36 

j去 長 さ (165cm) I福 (78cm) 方 I古] N -130

- E 

平田形状 半円形 j菜 fL司Z恥 22cm 横断面形状 j~立台形

プラン確認Hj兄寺
S 124の覆土(5里土)の上に厚く堆積しており、 S124より新しい時期のも

の状 のである。東側は調査対象区域外で検出不可。

出土 j童物 な し

土層註記

1 5 Y Rl・}f紫色(焼守)炭化物多i式 10YR% 武掲色ごI~が 2 lOY R%  1:1よ褐 色干，'i'l1:なし いrf判11かい 75Y FP・月

1数H;{}tへご 虫色上と 5Y R.~fÍ坑給色 1. カ;1í校 istill 入門

3 1りYR7i 黒褐色 1-. 宇，'i'I'I:なし 生日

m~l品色土(50 . Omm ;v: 20. Umm )がブロク伏にi1s入c

5 7.5Y R克明裕 I~::L (焼イ二1炭化物ヵ、多長 7.:'iYRl']/Ii.!A 

色 1:が多iEtlill入乃

7 lOY1-¥ち J.¥渇色-1-. t，'j性あり がU'r1L，、 lOYR% I!JJ 災

補色1:と 7.5YR3{ J.l.~色 i二が少htill 入。

6 lOY R% 1l(1も月色十ー も'j-l"loあiJ P':J'~;1lJかい lOYR〆1I lI~J 

JY(尚色一Lが i紋 rlt~u. 人



第76図 s X(め06実測図
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検 出地区 1 5-A、B

法|長き I435cm 

第78表 SX(刊06計;f!lJ・説明表

t 実iH悶番号 176

幅 I102cm 

37 

N-850-W 

逆台形D 
立.~~ 不務長惰円形 j菜 さ I24crn 

S X(F)07・SX(F)40・SX(F)44と共に S108の東側に

ことから、 S108の「かまど」かとも考えられた。

炭化禾本科植物遺体及び炭化材

土層註記

1 lOY H% i1[f尚色 i→ hl!'l1!:あり いニ子中UIかい 2 lOY R% rm色:1令 制作あり い fl'lL'三 b'lHf色上 10Y

R% (焼了1:) カ '1数 ~itH~ 人σ

3 7.5YR% IlJJ褐色土(焼 L'.):j::i.子生ILl、 j守子行i見入。 4 10Y R% にぶい !li.t¥f色 1'.け兆 L¥1'，'，: 1"*11， 、 ;'{-イI l()Y R 

1・万 !N，s'j'. ゆ10.Omm) 1 ヶi14人?

5 7.S'!' R五虫色土粘でl:なし 粒子相i い心掛 10.0mmy'IU交のf~ 6 lOY R% ;¥l.¥1<品色土品l!'Itあり p r*1lIかい υ

" 
はじ/、、。

7 5 Y R 黒色}二(焼:上)t:i.子細かい。 φ4.0mmljU支の浮正i 8 lOYR7i 渋色ニiニ 粘性あり い~ r J.~.) や1'IL ，、 7 Si・R予ii

lOY R% lliJ褐色一!二がわずか 10Y Rh"にぷL寸t段色土(焼 lザJ褐色土(焼:1二)と 7.5YR%にぶし叶な色土(焼L)が少Iif

j二)が集中的にiJ'G 入。 H-~ 入。

9 10Y H%' i11刊号色ニ!こ 粘性あり 1':(子1・IIい 10YH%賀褐 10 7.5Y H見'Y't燈色土(焼二l二)キ:[f'i'1Iい。 7.5YR%にぶい

色 1-.と 7.5YR 1・巧虫色土が少長悦入口炭化物少量出入2 掲色ニ仁川史上)が少量ut入c

11 7.5Y R7i以色土 中~i'I'I:あ 1) P子卒UIかい「炭化物が多量 12 7.5Y R%日月褐色土(焼土)粒子世nいと

混入。

13 5YRl'.~í!只色土 粘性なし 純子制11かい向炭化物が多量 14 10Y R%  1ft褐色二仁 村i'I'I=なし 中立子引い。 10YR% Il)j女

混入c 補色土が少量ii-t入。

15 IllY R% 11奇褐色::1，:似性あり 枝子部11かい" lOY H 元黄 16 10 Y代%黒色土 利i性なし 主¥1子制nかい。 10YR%黒

褐色:仁と 10YR% lijj賀補色jこが少量:i1L入。 潟色土が少量 炭化物が泌入。

17 lOY只% 議褐色 j-. 宇11;'1'1'なし 純子ー制nかいよ炭化物が多Ht 18 10YR先 黒色ニト *ti性あり 粒子制かい" 7.5Y R% 

泌入口 俊色二仁(焼土)が{数泣i込入。

19 -;日YR括 払j色-j'，焼土}下:ifHL，ミ i}"lii見入 2却o1刊υミYR予%玉 旦旦黒、褐色土 干名利似)1お1;仁パιf性|

色j土二が少f量設 炭化物I悦i比t入3

21 7.5Y1P・巧虫色上 粘'1'1:なし j:~子制かい 炭化物が多 22 7.5 Y只先日'JH品色!ー(必't!-.):h'リ'1'11，、 炭化物til入

量泌入。

23 7.5Y R~{ 虫色土ギ11;性あ 1) 京:('f'キ111かい炭化物多長flit入 24 7.SY R克明褐色'j-_:-k#:士}半，'，.HIIい SY R% llJ]ih;褐色

~I'. (焼 1'.)が新!ニ 7.SYRl'YI虫色 Lが{数以混入、

25 lOY R% .f}A褐色二i二 粘ド1:なし t:i.-f:j:JIい lllYHお褐 色 26 7. S Y R 1 . ~{児色一1'. Ni'I'Iーあり i，，'if-制11かい 炭化物が多 :l~:

二Lと 10Y只%黒褐色二L混入】 Ut人で

27 luY R五 京総色土 N;'I"I:なし 牧子示111かい 2.5YRJ6 11)-j 28 5 Y H出 虫色土(焼土)紋 fややnL，' 炭化物川入。

偶色ご仁が微量i込入。

29 lOY Hl・万三L色二1:ー もli'I'j:あり 1~i. T中111 かい炭化物出入。 30 7. S Y R 9ii Il!]褐色j-_('T，¥'U'.)半，'fHIL，、 炭化物多元-l~üL 入 J

31 7 . 5 Y R % IITj潟色土(焼j:)牧子ややキ111かい 炭化物出入。 32 7.S Y R%にぶい褐色土(焼:1二)打ベJや1'ILv、 Ut人物なしコ
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第77国 SX(F)07・SX(め09・SX(め43実iHlJ図

第79表 SX(め07計ifllJ・説明表

検出地区 5-A_ B 実iHlJ区!番号 77 図版 番号 37 

j去 長 さ 69cm rlJ話 44cm 方 向 N 20-E 

平面形状 たまご形 1呆 さ 19crn 横断面形状 逆台形

プラン確認IJ寺 S X(F)06の北側に しており、当初明確なプランをつかめなかった。
σ〉 :1犬 j兄

出土 i宣物 ザ，Cルよ、 し

土層

5YR% 段色二iニUttニiニ)粒子ややjl1い 7.5YE7i 色土

5 '{ R号 HJ'jf.品色士(1:1~ 十一 i カ少鼠 t見入 炭化物少iAjilt入υ

(i Y R:;玉県褐色 1'. í 焼イ)牧子中IJIかい決{ヒ~r加it 入}

5 Y R 1. J{ ;'1:¥色 !'.'j'['l:あり 粒子~I:常に制11かいじ

1m 

7.5Y R手%idd f5i三討宇品色 i~二 ( 九焼t了上 l 中J主f 一三勾，~非ドド判'{常j

:武町褐色土 (付t焼}完kゴ土:)カが、マ{放i量詮i柱泌}弘t入3

lOY R% ."1;¥褐色一仁 キ，[j'j{j'あり が，子ま111かい luY R% b¥: 

権色 (焼j二)が微量HL入c

!け1 1叩OY代，31i烈l日¥f潟品色 }上: 宇も料帖i市[j'バ出'1官性l巨ぞ

絞色二士卜~ ¥けナf史t仁d了1土i上二)カが、i微』紋&1泣E誌tむUJ社泌i弘t入υ

詮記

2 lOY Rlし.}>九χi〆 Fぶ4かれt七己;!!;三烈l!;と1色一1:二 h粘桁[jケ性ド

1祭1竺4色こ土t仁二が少 J長泣日日泣li泌}比t入入J“i 

4 7.5YR予{tH色1-. も[j性なしい fお11かいら YE% m 
色土 l 焼十一)が少 j!1a~ 入

5 Y R:;i ，'.1.¥褐色1:(焼!:) 1'，';j三和iIかい lOY R;li茂樹色

土(焼!こ}カ、少)itü~ 入 J

7.:iY R;:/:I .'.I!;色土 悩j"1:なし宇，"HIIIかい lllYR 71'( 

f0'色ゴ: ('kft 了i二)が 11技 _~H a-t.入。

10 toY R% 民地色!'， 粘'1'1:あり t:fHllIかい 2.[) Y R }-8' r)~ 

補色←!'.¥#U二)が微泣i見入 J

12 1りYR;JiI 自'lt!告色一七(ナJUニ)中{Î.T~I:'，ti\' にお11かい 10Y RJca 

Iit符色 L(i:i'tj'.lが1/技litHt.入、
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S XIFI10実測凶第78図

S XIIつ101:-t制IJ • ，i足1111A. 

愉 11¥ 地[ズ 24 IJ 定，iIIll"lliI'サ 7約 1"1 I:fi番号 39 

上〈 ぞミ 95crn 帖i リ1('rn |↓'1 N-7"-W 

最 半面形状 ィ、寺子隅)Lh 1(; i川4ド ぞ、一ま 13cm 償問rr(l]形状 逆f;形

フラ /j革，i，2J，¥ S 13:1の南東隅古1¥に 構 染 き れ て い る の が 検 出 さ れ た 。 新111関係は不明。

グ) 1比 日t

H1 i 遺物 炭化村・砥イi(1)

s 

明色 tカ '1'

飽

7 円、 k ;，.~ I町!縞色 I 娩l 尚色 i治多極必へ

7口、1{T:， ili1鰯色 11，↑性hリ 娩-1-_~髄必へ

6 jllY H竹崎1色 i

B 日YH% '1，守備色 i

10 ]¥1、比九 '"働色 i

L. ，%i~ ~嗣，IL へ

12 炭化物内1ft )(1)' H 1 九 月ド色1_;lJ'J.lii'U人

14 111、H'令 中褐色 I f，t，Mむ1_ ，ffi少"必へ

16 1"、fC1" 叩州民色 l 判1刊な L ，{ ii 少Ii，J~ へ

18 11パIl竹 中色，I，MJ，り 炭化物多韻，~人 1

健

2

4

層

ク.il..::~I.i 

土

第82衰

，'r-flの輔 '7 _"、 Hヲ合中倒色 i

HパI-P，，_; 中倒防色 I f/，tオム 'J

.l~人民化物 Itll加に払 'J

({，の幡 7刊 Hへも附j縄色 i 地 i 多単，1i'.へ

， iイlの輔 -， y H ''1， 附色 1，後 i 多id_，Ii'.へ

7."、収!¥，.-6 I川純色 l 娩， ，;れかJ.IiI:，Jlへ

多場，ILへ

刊れ色 I/)' -1 p 

S X(ト:)43員十社111'説明表

検出地区 19-H、20← H 実川l図番号 77 D<J版番号

法 長 き 204cm 恥i 58cm 1"1 N -7"-W  

量 平面形状 突起付長橋円形 í:~ 去、 20cm 横断曲l形状 J亜fiJf; 

プラン状確認時
S 1 37の束墜外側に S137の 檀 L(州j'，lと取出を刷り込んでつくられてい

グ) 11¥ 1兄
ず~。

出土遺物 な L 

第81褒S X(ト'109計調IJ 説明表

検出地区 25-D、 E 実湖l図番号 77 凶胤【番り 38 

法 長 き 235cm 申晶 75cm 方 [11J N -71"-W 

量 平面形状 不整長惰円形 伸即二 き 20cm 横断l酎形状 1藍台形

ブラ/確認時j兄
S 134の東南隅部に、 S134の覆土(埋土)と壁刷をIh，リ込んでつくられて

の状 いた。

出土遺物 な し

第80褒

娩 1少韻l巨人凶事/，作Lh'J

*，'，↑1 dl 1) 

料l什.h'1 

5

7

9

 
使 1 少耐，~へ

11 ，i'i I乃 1M 11パ H九 員総色"企 i 多r;，比へ

13 ]11)' H九 員制色 i 燐 1'炭化物微嗣，li.へ

15 ，{ fl の~ "口、 H九州i働色 I 娩 I 多M1itへ
17 ]1内 H弘， ，ぃ~働色fl，fIなし 中色 I'Y:':_，nへ

"、 Hク 4人に，J~ へ

.， 
7日YH'ij，何色 1 ，会凶平山 1-7J民全化

)lI YH~ に a い a朴容色 1 !I↓ 1プロ

%娩 iアロ ク1人::Mへ

除

2

4

層土

県縄色主 ，'，色i'Jイ， ，φ2 ~ "mm I 少量，Uへ

黒褐色 1: n色，Hi(φ1 -:) mm I少量t民人

炭化物の層

10Y R姥

10Y R% 

1 

3 

s 

包

炭化物の層

7 5、R% 塑偶色i 手引を多量に含む。

7，5、"1i黒緬色上炭化物焼 L i'i'引を含む)

;'，5、R30黒色+. ;手"を4島屋に:をも

7_5Y H.%単色土 ，手引を多量に:'tL

129・130

経

2

4

6

8

m

• 
7.5 Y R 明鍋色仁(焼j'_)浮石を多量に含む G

7，5YR%黒色十 浮ぞ"を多量に含む ω

7，5Y R %明緬色土(娩.:U IOY R%黒色土を多量に含む

7，5Y R3{黒色i 手-ht多置に含む。

7，5Y R%単色 i 粘性な L 処士"多量に含む

土

1

3

5

7

9
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第83表 s X(町11計iHlJ・説明表

検出地区 23-D 実i!!lJ区!番号 79 図版番号 40 

法 長 そ丸、主 31.4cm 中面 62cm 方 向 N-70
0

-E  

子主E主ヨ主ー 平面形状 突起付11高丸長方形 1* き 16cm 横断面形状 逆凹形

プラン確認時j兄
大i易浮石層を掘り込んでつくられていたのが確認された。

の状

出土遺物 な し

I lOY R予illA色土 鮎性なし iy.:fj'少j泣iJi入

土層註記

2 7.5Y R7i TH色土利l性なし i手石多量焚褐色二t及び;焼土

少;jti14入門

4 1υY R3ri 虫色土粘性なし 焼土多量 i手石少長炭化物

微量Ut入a

6 7.5Y R%灰オリーフ'色土-10Y R% ，こぶい焚褐色土しま

りあり 粉|生なし i'Ffi l:えぴ{沙杭多議 炭化物が!長国に少輩

出入

8 7.5Y R~{ 虫色土粘性なし 浮石微量混入

10 7.5Y R~{ 黒色土利i性なし賞褐色土多量浮万少量炭

3 ;手石の層 焼土多量 自音褐色二i二少量 炭化物微量;}14入。

5 7.5Y R%明褐色土(焼土)炭化物少量i弘人企

10Y R% 茶褐色土粘性なし ilL入物なし

10Y Rl・J{ 黒色土粘性なし j子石少量出入。

化物少量~tt 入。

11 7.5Y% オリープ泉色土ー 10YR%にぷい就褐色土 し 12 7.5Y R%明褐色上(焼土)浮石多量 炭化物上部而に少量;

まりあり枯性なし後土J!J..び炭化物多量出入 出入υ

13 村i砂-，y.IJll沙の扇 焚縄色土が少器混入っ 14 7.5Y RM黒色土 料i性なし i手石及び賞褐色土少量混入。

15 浮イ'1の!寝 焼土多量炭化物少量混入。 16 jOY R% 減褐色こ仁給性なし 黒褐色土少量焼ご士多室

i子石少量H-t入3

17 lOY R互 にJ山、政積色二上(焼土) 18 lliY R% 黒褐色土 料i性なし 焼土及び黄褐色ニヒが少量

汗干i少量)j見入。

m
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S XIド112，汁剖1]・説明表

検出 1也 lメ IR-E 'Æ_川JI~l 番号 80 ]-:<1 1:li番号 40 

法 長

'" 
360cm 恥l 74cm [i!J N-75'-E 

量 干而形状 突起付二日円形 iJt: 与三 24cm 備断l白l形状 不特逆f;形

ブラ/峰必時 大場i-'f石層的Lr古Iで確認きれたっ

グ〉 j~ {見

til i 遺物 炭化物

第84褒

陸紀

2 ï ， sYH~ 織色 1-， I 晩 1 句史けたィ?1iiιへ
4 wY HX に"い賞柑色! 仏門ムリ 鮎 1

6 :; Y H% 明吟偽色 1 '慢 1 判】 iカ(熱食ft

8 j(IY R九褐色 j-_I幌 t ，{f，炭化物M人

10 IIIY H 1. 'i 矧色 i 償化物的輔

12 日YHろti ~)j褐色 f 娩 ，fイj，nへ
14 IOY H九時絡色 !i，作ふり ィ?1irl~ 人

16 wYH1.Y， .'，.~色 t M怜ムリ ，{イ""へ

18 )(1 ¥' H 1. 型色 1 fM'Iムリ ペ'1，.，かくさ ι1きι，LてL

る

20 ]IIYHy' 

22 I1内 R'?i

• 土

1 ]OY R31 叩色 !i，件あ') ;1-11.r， I ，比へ

3 ;.~， YH" '"1照色 I .，1，11あ') 炭必人

5 10Y IP.y，_ ~\色 t fM1:あり 浮千1泌人

7 IUY H.7.; 削働色 t 料，Mあり i?.fi t :守も

9 IOY R~ 偽色 I t/，作.h1) i7 Ui!tへ fr， U)'~変化
11 2.5Y H~ ，~~色 i 情 j-，I料， Iが然食化したもの

13 IOY H% 叩何時色 I !i↑1 .h ') 健 t ，11iM人

15 lOY RU 縞色 i 鳩j_1ii'u【民へ

17 lllY H >. 縫色 I '(1仰なし ，/イiM.へ

l健 i 供定化Lたもの

w】刊なし 三"竺勺しで L、る

備色 i

明色 1

19 i.SY H~ 縄色 I' 健;'I'イiilは入

21 1υ、H'九 単色! 輔全体に参届止の炭化物，~へ

23 日yIP魚川!補色 I 句史 I .(，1が然食化
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ライ子治己 1-

了九王 子 ilJJf.お色¥-.( 仁川

Y Hl 色 i_ 竹下、 11

r¥_日 liJJ IJJ>t.り色 I

1 Y と 1

色 上干

!打、i 九反対 色 1-_ な L

i、、 τι3 ← u; _; 
υ1 九三百 7-t-JB ム

色一1-. ι!d'J:な

lOY 色 1"， tl1ii''j:なし

、じう"f-'i

色、 ij

IIIJr!¥0.I. ド!日!う γは変化し

n;'!i jq-，)色 h1，fl:J;-) i) 史上d-L:.人

色!二 1一

t:.__j 
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土

己1: h1dt，h t) il-{'-'t !-'J~ 人

(二ぶい焚渇色 L 111;'1'1'ふり た{斗;手子ii七j

色仁 h1irJ:あり お 1J\~l との;さ土(手干 1 ，シ" V~ 

iりYi¥

I(iY 

luY 



十St土まとりの潟色ケつロNdL+，I) 

記

luY R百万l.iめi色一1.

J ク状に少}i;-lil入可

YRだ褐色 1:I焼 1"，

註

2

4 

層土

i iUJ褐色よ d!:o~lrliにじ rJTi 才l'J

i，?--{-j ~;+jtìlt.ヘ、lOY n:;'l 虫色オこ れli'ltなし

7 .5Y R汽 J民間色ニ(Jrt二u

Hi2.ち()(lm

一 千ごさZJi(ー

SX(F)53 

〆ぐぞ¥

5Y R 1・日深色土品li'I!!Oなし ぷf1多出;混入L

7 .5Y R対尚色1:(.kfLl:)茶色少泣i}l入コ

.5Y R% fお色二i二 紡院なし jた渇色二十ーがJrt!;lkに多lI;

色一|ーか!百:11、に少-lilUt入J

ト~1.% 色ごlニ干，lí性なし 炭化物少ittiii入

lOB G 1・i/i 色十ー もlil'l:なし 虫色二L少沿出入

7.5Y R~t 日月潟色j二(焼ご[-_)黒色土少 hlH~: 入コ

応干{の'l，j 焼士会多泣 ;)J;褐色卜ー少量泌人~

7.5Y R%  11JH!;l色土(焼イメ!氏 IIlIに浮 {13手泣 烈尚色 1・4、ft(

i見入ε

17 Î.5YR五 .~n褐色七

〈、 3

19 lOYR予i 色 L

一i二多JAi14入

土

f，~!t_l_ ~之び 1主主j 色ニL: 少註 íH:. 入 c

5Y H.% 11)j褐色七- lOY H%によい賀補色土(焼:仁)

ぶ.fiの権iWU二多 !tL汎入内

I .5Y R 手.~，I:!; 色二i ー も1i'!'I:あり な仁L: 及び j炭化物:~:.t;--~1tÜt 入。

浮干iのJii1 lli1褐色土多S21Lt入。

lOY H;I f.IA色土色li'[1l:あり
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i立多 目ill入

主色1. 村i'itなし

ll'tf/i!J色 i 干，litJ:なし
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z-u 
廃ニヒ

炭化物ヰ知出

H穴1-1:1よ 1)下黄掲浮ま[多虫l18 IφSY l-{ 1 ・ _~-i }~:~色二上半iì'l'J:なし

色三二13L玉、 1

20 1u Y H五黒色二1:.

ι 

Y.'[l..i土じ J、{

11完治色 i二段び虫色 i:ヲrhtill もlj'l'1:あ 1)

。

SX(F)14 

，子石多i五一 }:)，と土佐びvt'fl;j色土もlj七七なし多日九 iニ1えび 鈍色手J_ittなし

S X(F)53・SX(F)14実 ~WJ1]] 
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s X(F)l 5~-j-;l1iJ ・説明表

検出地区 16-F、17-F 実iWJ図番号 83 図版番 41 

j去 長 さ 450cm i幅 70cm 方 向 N-llO-W 

車El 平面形状 突起付両先丸棒形 iオmミ 3t、tー 20cm 横断面形状 逆台形

プラン推認j時兄
当初uS X(内14とは重複しないと思われたが、黒色系土の範囲が明確化するに

の :1犬 つれ、北側に延び、 SX(F)14に掘り込まれているのが確認された。

出土遺物 な し

第88表

12 

i手少量 炭化物{殻jfk 褐色上

詑

7，5Y R3玉虫色土料iド1:なし

少;量出入

7，5Y R7{ }j_l.色土粘tl:あり

少泣i民入

5 B G 1・汗古:}!;~色土利;性

註

2 

土層

{手li少量炭化物i数民総10Y R3'I黒色土 中占'11:なし

色二七少量; 品目線多数混入。

7，5Y R~1 N~色土 粘性なし
11月黄褐色ごi二 賞褐色土 焼二ヒ

黒褐色土少量混入門

8 7，5Y R%黒褐色こ仁紡性あり 焼土浮石[多最il~入。

10 10Y Rl・J1 黒色土柑i性あり 焼土多量 i手石多量lJct.入。

12 7，5Y R%  nJJ褐色:上(焼土)♂ー石多:盆in入。

14 i'手石の層 7，5Y R% I狗褐色土- 10¥' Rji-.iに.，>い賞掲色土

(焼土)多釜 炭化物少;註混入。

16 7，5Y R%  a月褐色土(焼土)炭化物少量H-t入 2

4 焚縞色1二少;量il~ 入。

Nl・%黒色ニが少量1tt入。

15 10YR'・Ji 黒色二仁 科l性なし 炭化物多量混入。

17 7，5Y lP・7イ黒色ニ仁 粕性なし 浮れ{少弱ti混入。

5 i手石の!習 7，SY R% I列褐色二上(焼土)多量; 炭化物少III

ìl~ 入。

7 7，5YR7:i黒色土 粘性わ 1)

9 7，5Y R対褐色土(焼土)

11 7，5Y Rl・K 黒色土粘性あり がt土少泣?lt入。

13 7，5Y Rl・J1'黒色土粘性なし 浮石多量泌入O
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41 

N -800

- E 

逆台形

土層註記

1 7 . 5 Y H 'i{ .'I;l，色 j-i 'tft-!汁(手百少iI;111入 炭化物少国 11't入 2 i?Ajの層 7.5Y H_G'iI !1JHお色土(焼ニヒ)少idvji入ぺよi主総色

二少翠;弘人 j

3 :; [.p・::i 黒色色1i'ltあ 1) 炭化物多量 焼土少泣ìl:~ 入。 4 Y H% 潟色一!こ(焼土 j

- 147・148-
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第85図 SX(F)l9 . S X(F)49実iWJ図

第90表 S X(ド)19三hWJ・説明表

2O-D、E、21---D、E

さ I212cm 

なし

土層註記

2 i手むの1ft) .SY R 例外j色|二(;(完全 i/]..'泣 1.1:;褐色二仁少1 7.SY R?，{黒色土 利i'ltなし
E::'.l_:ll 
ill'd.[二へ》

4 lOY Rち 黒褐色 fー も[i性なし t手少 茂一褐色土少長3 7.S Y代ヲ1 渋色 i 中市 1.'主なし t手ii多民 焼こ仁少主tilt人い

判11総多数ü~ 入。

5 7.;;Y R2/{ 色了!こ 村，'1'1:なし 浮お多1ít 炭化物少:寸 ~lt 入門 6 .5Y R7/{黒色土 中[Ii'itなし 浮石若 hJt人。

7 lOYR記 日Ii褐色 t:(位一仁 8 flfi灰?を色仁粘性なし

- 149・150-
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土層註記

lいtυ)山YI代tリ?瓦 I吋fiザ山i白潟色i土二 ;利姑仙J山ιiピパ化t性l'
l刊OYH 児!巳~ f尚品色 i上 tも村机[[点[i'!"性!一な Lし ;7/i行 r;l~ 入門

" Y 1元気 íI立制色 L 焼土 i1ií渇色多 _~ft I比入。
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第86図 SX(F)24実iW]l:2{1

第923受 S X(Fl24計it¥l].明表

横断雨ii巳:1犬|逆古河5

の j-_ft[jで恰出されたじ

出土遺物!なし

土層註記

1 7.5YR% fJ)j初色←i‘(焼土 I 2 .5'1' R五_!.I.!:色土 Ni性あり il."{i I投{凶尚 武同色 i二よ"

_J三をむら

3 lOYH予1 色二1: j:.'i'i'U)1) ;-[.u ji告示の炭化物出入〔

5 10'1' R;五京協色仁科，'1'1:なし 明治色J:多七位人 J

4 .5 Y 紅色 I_(決上、多'1'ダを台、むο
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17-耳、 lS--E

347cm 

41. 42 

N-27
0

-W  

:1立2台丹2

出土遺物 i炭fじやす(覆土中)

土層註記

7.5'1' 代行;，U色 1: Wi"ltなL 1't'((手111かいご 2 .5Y R%陥色士(焼土)粒 f村1.，、 炭化物出入コ

5 Y Rl・Ji .~I，l;色 -1: Ndtあり 中¥'(-J点111かいご 4 7.5YR%的色j-_ i、:J:cU-_)中立子1'11.，、7.5YR3i黒色土ニ|二

iii入。

5 7.SY R児院 色 1:ih'i:-L)いT-*I1.¥、 2.SYR (;.i!的色 1. S 6 5 Y R% II)J'IJ、同色 1:(俊一仁j 純子1'[1.¥'2.5Y R%燈包土

YIUi! I音色二上 炭化物出人c 炭化物出入 i

7 lUYRl・3i J久色 1: h'i"I~1:あリ キ:~HII\かい 8 7.5Y R災児色 1-. しまりあり もlj性なし 牧子村1.¥、 S Y 

H!泌的色上 (J，¥'I:十 lOYRyri 1リJY'(iK'j色十一 (1:1'1:士)炭化物(見

ノ、

9 7.5Y R見 ?な色二仁川九二l:)'1::(子m¥、 炭化物出人

11 7.SY R何に ぶL通路色二1.:(1.il:二i二)1:¥:1:子m¥、 炭化物us入p

10 7.5YR% 的色二i二(焼)i:rfUlし、 炭化物tLt入3

12 7.5 Y 只 11)] 尚色 ~l二(焼 j二) 1':i子1Ilい!

14 7.5 Y R ÿ，; 言けな色 -l~ (地二i二; PiHI.¥ 、

16 HlY R克 明泣渇色f'_ I後 1-)粒子mいん

13 5YH% tな色了J:(俊二U 1 ，~_ (tlt¥ . 

15 . S Y H .Jii 115] N.~ 色一1-_ ().¥'t+-) *:')ヘIII.L、 炭化物人

17 1υY H;--i 虫色 L 1'，':Ylな L j:' fベペ寸11¥かい 炭化物語t人 18 Hお iりi去、間1色 Ii;îë. ~L) 立子lIlt.
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第94表 S X(F)27計iWl.説明表

図版番号 143 一一一一
方[i'iJI N --830 

- E 
一 一
横断面形，~IK I 逆台形

ることに気付くのが遅れ、ーっとして結
、27--B、27-Cとした。 27--}-¥は27-Cと

第88関 SX(刊27実iWl図

向一先丸棒-}I予

三_::.111土 IS XW)27は 3つ
?ラン詑認時l

心 !E 査してしまった三
状況i -

Ul; I S X(F)09に破壊されている。

出土遺物|炭化村

土層

i lUYR宇古 賀時色」二 I. Ni:.土}粘土が全)H~::í仁したものニ

3 7.5Y R%  11肝お色土(焼二仁¥ !$~j とt}lj~!>対話i 人c

5 王J と炭化物の Jl'1色土多 nl~見入門

7 7.5Y 黒色了i二払'i"!ttあり 浮石少ほ炭化物少入つ

9 7.C1Y n~/:í 色土 粘性ごわり 多 炭化物少宗 Ih~ へ

11 1υY Rl 茶色こc_ f，'j.ltあり 汗わ 炭化物多i}Uii人こ

- 155・156-

誌記

2 lt! Y !1 % iI ~if~~色十，手ォ;見入

4 i.5Y Rl';>i黒色 i 品lil'l:あ iJ 炭fL1勺VJ少;ttt14ノに

6 i千社{の!弱 虫色:L多没収化物少泣H-t入。

8 7.5YR%黒色二，-.(焼こiニ)炭化物少泣 .!.V~ 色j二多 f!!:ir~ 入、

10 ](iY R汽 虫色ゴ二 粘"1'1あり 多古: 炭化物少!il混入一

12 lUY I:{l 黒色二十一 炭化物の!百
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第ヨ5表 s 十il[il.説明表

愉出地区 I25--C、26-C

l長 さ I154cm 

平面形状|突起付長楕円形

プラン任認時 IS X(F)28とSX(F)29は、当初焼j--フU ランだけーの時認であったため、点在する

の 状 況 i焼土と思われたが黒色系上部分も検出され、フランが明維となった。

出土遺物 i炭化物

89 

7::¥cm 

16:;:.30りm

。 1m 

第喜吉田 S X(F)28実iWJ[盟

土 j警註記

7，SY R五時掲色ニ!こI'i:生土}汗:ri多背i:lit入 2 ;-，5YR% 年Hお色ご1:.(r.¥'t二仁)子I 炭化物少泣沿人コ

7.SY H~.{ 黒色1:粘十t 7J:し ;手石多iJtii4入門 4 7.5 Y H]-f; q月潟色ゴ(#'1::1-.)多泣 ìl~ 人【

5 5 Y只 IりJ，I);潟色j-， I-IYd二) ~'f 行少 ;ztill へ内 6 WY H% IlJ]o'¥補色七(焼 1:)

7 lOY H予'1 N:¥色(1汁 ねljYIあり 浮む少;む弘人σ 8 lOY H拓 民1l't掲色土 l、ぜL二仁、I イ i 多 fjt 炭化物多 ~t::( I ) CハJ:I't

L 多 .h1 i!-~ 人

9 炭化!t1lj 10 lUY H% 天潟色 ~I二 iJ誕の 1(1}) Ikíヒ物少 ~it lUY R;出版品、

補色二仁多7itilt八

11 lOY R先 取色 i二 Tr1d!j:あり 炭化物多民iii人 12 lOYH% Lij]O'¥泌色二t 焼土)

13 JIlY R汽 !H色 も1;1"1:あり 少 ~t:: ，5 Y R Hf]渇

包ぴ)，tl'tj二少号tilt入、。

- 157・158-
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市
。S X(F)29実mlJ図第90図

S X(F)29計jHIJ.説明表

検出地区 25-C 実illlJ図番号 90 図版番 44 

長 さえ 143cm IIJM 70cm 方 !日] N --710

- F 

平面形状 突起{寸長楕円形 よiネワE二 -、:ーAー♂‘ 30cm ;黄断直i)f~:1犬 逆台形

プラン確認時;兄 S 134の南東間部に るSX(F)09から SX(ド)27. S X (F)28・SX(F)29の

の :1犬 連続しており、プランカ斗巴えにくかった。

け:Ir j二 物 炭化材

第96衰

記

l(iY R.[~"8 11)]1'引!~色七(焼土)

7.5Y R与さ lリJ褐色土{焼一i二) i 手 :CI 少 h~: ~1!~ 人ご

1υYR% 筑潟色ゴ二 l 焼~L) 1\の~l'i:土少 flf ;.7-干{多fdJ4入ラ

7.5 Y R 1・7イ烈色土 利下1'1:あり 7 の品少~ltHL 人じ

炭{ヒ物の1M

設

2

4

6

8

m

159・160

土層

l (l '{lFプ .~I~; 色土 帖'1'1，あ 1) イl少H! 炭化物少!iLIit入、

--; rl¥' R行黒色…1'. 布Idt}，I) .}のi:it:J-.'少人

I.5YR%京 橋 色 ( 焼1二1 ;7.Ti少民出入コ

7.5YR% [り]潟色了1:(Nt土手行[多 m:J~ 入。

I.5 Y R斗色ご1: 1・山1'1ゃあり 浮イ1少f41jt人

1
・

内

品

"
D
7
'
白
d



第91図 S X(F):如実氾IJlzl
Hi2.200m 

第97表 S X(F山)計;t1Ij.説明表

¥」/ノ

出土遺物|炭化H(

土居註記

1 lOi'R百虫色こ1: h'i!tなし ;'Y 11 少:量炭化~l'J'l，'fit 2 Iえfヒ:仰の!fij J~t~I-_ 汗干[多言I:;lt 入

裕也トι.:--;1li}f~ 入吋

3 7.SY R'人 I児，JA色 i上_ f，μliI悦J

5 7， H司壬 1何1，県1汁!，t褐お色 1'. ft村iち!ド陀1:な し J泣1主tイ七1カが;~与~-i苅i討(Ij花t 入 6 IIυ)y 代思i以1褐色了:1: 干h利仙約"占台'iケi'咋川t併性F門性1:今;あ宇わ)1り) 

7 7 ，SY R% !，!.¥褐色ニ1: ft't'ltなし i77i多:jl: 'i:JU-.少iitt弘人。 8 げ干Iの!日 焼仁少えc 品色二多国-iil入瓦

9 10 Y H % 引対色土 中!!i代なし にJ、い品問色一卜力、少ht 10 ;'[11の!出 焼!こ多 ~i-l 炭化物少日;311A、

7…-5c}_-!.:11 
寸 l タ ~lt 11七へ

11 7.SY R%黒褐色 L h'i↑?な L ;J.1i多-'11‘ 炭化物少;1，しitヘυ 12 1OYR31 色l: fii'l'i:な L i J' {1 多 Jit~j.~入

13 7， S Y R % IlJj間色上 i!tU:) ;?fî 多 ht~J.~入 炭化物少{itilt人 14 lUY R% ll，'i渇色:トー !'，'i'ltなし

15 7.SY H%対色 1'.I ，r.¥'t-Iつ{i:ち;ff J11鵠色 1-，少;i; iJi化物

"、f仁 !I r コノ 1}1.¥1仁̂ コ

- 161・162-
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S X(F)31実U¥IJ図第92図

Ù~ r品G1. '. J:~t 1'.) 多ht;Jl).、

(1'(1.l(，色一仁1え炭化物少

に_，.ぃ対色二!二多元;:iii人も1i'['1ごなし

1 ]liY 虫色 i

Htü~入

3 I.SY R9í~ (NU二 {-f干[多;JJii入

5 ]DY Rl.Iイ ~~{色土 :f;1j'J"J:なし iY1i多民出入

7 ](汁 i代{勾L弘 !liザ，川'

l け1.立!仁'， 1ブロ e ク:Ikiυ(にニ少!ttじu5リj比s)人、hc 

9 lUYH.九 NA約色土中IldiJ:なし さI褐色土込{手Ti:iJι少

;五iLl人2

lUY R~~í .'!.¥色 l't'dtなし i子11少入口

7.5'1 R% \{\~二i こ J (fイ{多 fぶJ.~入。

4 10 Y 11 ~'2 ，~l:'. rお色1:
6 ，SY R% (焼二!-.l

8 lUY Rl玉 栄治色二i-_ t;自性会し

i、 長aよ人
10 1Oi' nち .~.t\ 潟色卜

1、Htなし

i り J-fi'L T~ 色上が少 '11-i't1i'itなし

I'ii'i"!ーなし

h1i'l'!:なし に.;:'，、 ~tt\1色(もい一)少

Hii'!{九，f，I.¥-fill色:L

10Y H% 黒褐色:仁

:討出入}

12 

14 

11 

13 

- 163・164-

i 子一行少 ;tl~;l{ へ内5 10'1 H9-'1 虫色十‘ Ni!'1:なし



14 

]fj2.200m 

。 1m 

第路菌 S X(F)32実iftiJ図

- 165・166・167-

第99表 S X(F)32計;WJ.説明表

検討1J也区 23-B 実jHlJ凶番号 93 図版番号 46 

さ i250cITl ilfir¥ 65cm 75 !古j N-22
0-W 

平面Jf~:[:ぇ I !i1ij先制幸Jf;; i41 ふA、ーぞ 11cm |横断面形状 逆台形

ブラン確認11寺 焼ごI~ と宇(lj I二がJ対:状を呈していたり

σ1 :1犬 j兄

出土造物 な し

土居註記

1 7.5Y R3{ :，1.¥色!こ Wi'I'1ーなし Jィ1多id{it入。 2 i手イiの)[1 7.5 Y R 丸掲色グ〕焼ニヒ多 lt1: ü~ 入 G

3 IOY R7i 虫色!こ も';性あり i'{-?l多:_i( bY褐色了1'.少:i::Ue 4 ぷイ{の!時 間褐色土が多Jf~~Üt入炭化物少没黒褐色j二少 .ftt

人， 出入{

7.SY R% I別総包 L(後上) ~手 1í 多 iU: 炭化物少JHH~人( 6 7 . 5 Y R 71 !.f.!，色-l'. f'li'I't>;j:し Wl 褐色j二が少J.i!: ~手石多長iit

7.SY R71黒色，土 粘性なし I 子平[多i社 a，~入れ ノヘ。

9 7.5Y R予汗iJ忠~1:1; 色了士i上1=払'，'山';仁バi'I'作iドJ

入。 10 l()Y R% oH品色 1:(焼一i二ij手イ1多沼 黒褐色二iニ少;註泌入♂

11 luY[P・y，' 黒色上 ft'i'Iヨーなし t手石多iztilt人。

13 lOY R% 黒褐色土 i'ttitl:なし 炭化物少htu{.人つ

15 7.5Y R災褐色一i二(焼二i二)浮干i多72:iii人口

12 7.5 Y R 3{ .'.1.¥色 1'， 枯れーなし

14 lOY代?ず虫色 L 粘'1'1:なし



検出地区 1 23-B 

さ j160cm

量|平面形状|突起付長卵形

第94函 S X(F)33実混Jjt:R] 

第 100表 S X(F)33 計~tlJj .説明表

プラン確認時 l焼土と粘土が権維な斑状を主しており、

の 状 況|ランを市E、するのに手間どった。

出土遺物!なし

7.5Y R%  i'支淀殿色{干，li::LJ

7.5YR~."; 謀総j 色土 ~l~j二 tii 人。

HJYR% 黒褐色二L

土足喜註記

2 .5YR~，，:~の 'í，itけたもの3

4 lOY R7:i褐色二仁 炭化物;子石;14入A

6 lOY R 3五 黒褐色一i二 }:;'Uニi.i:t入 l浮石i弘入)

- 169・170-

162. 4UO m 



第95国 SX(F)34実iWJ図

検出地区 I24B  

j去
仁3

麗

プラン確認u寺
の状況

出土遺物 i炭化村(第 4層)

土層註記

1 7.SY R%慌 -lOY H.空j;1: OU設け丸一仁 iJ百羽、{こ，t.~~'f喝色か 2 "7. :; Y H 3'1 ，'J，~色十 品目あ i)c

少;titi4入 j子行少員(it入}

3 lOYR え に_，九 a 言tt~\) 色ニ仁 l.Yf.二上 1;子百多 11'一出入 4 HIY Rえさ にJ、ぃ反対色l: h1i'["!ゃなし ;;'LI多入 夕、総

色一トーか少量jil入内

5 lO YH 日 lニ、 =-~tl f~~ 色 L i ).\'t~L) ;'111多民ilt入炭{じIjJ少 6 ‘;) Y R IIiJ渇色J:_(焼土) i手u多liUit入υ

ぷ ;J~ 人 J

7 1υY R% IF{"褐色二iニ キIi'ltなし ;'ì'T:i 多法ìl~ ヘ- 8 .5Y H汽色 粘 1'1:なし <Jえ{イ多iitiLL人。

9 1りYH汚 虫色二1. ギIlj'j"jなし ν i'r子i-3長単一{i{へ 10 i.'1 Y R汽黒色|ー も1;性な 1- 子li少量;14入

171・172-
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第96図 SX(F)35実jRlJ図

第 102表 S X(刊35計;Wl.説明表

検出地区 23-D 実i[!ll区!番号 96 図 版 番

法 長 ふc:♂ 155cm rlJ話 61cm 方 向 N-9ト E I 

平面形状 長卵形 よii凡tエ f‘、司掴~ 10cm 横断面形状 U 字形

プラン状確認H寺 S 1 33の北東世間部外側に検出された。 S1 33より古い。

の況

出土 物 な し

H'f5"rM色 l少iItA4ヘー

土層註記

1 7.5YR% (1問視色)-7.5Y R;，:i鴻色一1..i -i:l'i: ~I..) 浮行弘人 2 7.5Y R~ゴ，1，1，\色;トー も'i"[flーなし 炭化物多:t;JLt入3

;I;jitへこ

3 lOY R%  .';~\尚色トー *"i"l'l:なし 4 I.5Y H%  .'~!，褐色1.: f，'i'I'i'なし i手h多註t比入C

5 lOYH% 京協色~Iこ 'h1i伐

7 10). R当 ;.t.'，潟色仁 'Ni'll!:なし げ{i多id:ijt入 J:i:ιuえび!l{j 8 1.5 Y !{対掲色十 i憶ー上 J i 子イ，:多泣{ii人 三H~ 色 1: 少量江i 入コ

協色一i二(7.:iYH)少没，lt.人っ

9 lOYH五虫色一i二 fli"ltなし UU二 f}ì~:;lt:出入
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第97図 SX(F)36実iWJ図

第 103表 S X(刊36計~R1J .説明表

こと屡註記

lOY Ryl 黒色ごI~ 杉山!な L i]-{I多i百:出入 2 ;子干!の!rg 7.5Y R対褐色一I~ l ~;'，~:上) ilt入!

7.5Y R)6 狗褐色~ lOY R)::iにぶいyi'tt在色一l二(焼手行 4 lOY H 1・汚 染色[-_ lJliYI:なし ;'1-行入勺ていない

検出地区 22-D 実~tilJ 図番号 97 図版番 47、48

法 長 さ 194cm 11I話 65cm 方 i司 N-770-E 

平面形状 突起付先丸俸形 1長 f、司i 30cm 横断面形状 逆台形

プラン確認時j兄
焼土と粘土の堆積プランは明確で、あったが、それにつづく黒色土部分は明確

の ;1犬 ていなかったの

出土 4吻 な

175・176

多;it悦入 部分的にi手1Iの入っていない焼一iては全体に少量:泌

入門

5 i.5Y R51によい褐色-- 10Y R~f2 FA11t潟色土(焼土)'!'t1j七 6 の1m .5Y R元 !!IJfぬ色ごi二i、焼j二)多ら泌入 炭iヒ物II技

が焼けたものであるコ 泣IH:人。

7 luY Rち黒色一J-_ 利i性なし 日 li 多 {ita~ 入:1ft泌色::l:ヵ、少 8 lU'{ t{% 11白泌色 Ni'ltなし i子{-i多;1J- J11禍色仁少ht1}t

主;:出入。 入

9 浮1iの/fii7.5Y FUi褐色ゴ二〈焼 多;註iii人。

11 7.SY R予言明間色 L 焼上ー[j入コていないー

10 7.5YR辻村お色 1-. 事IIi'ltあり {子fI入っていないパ

12 ](l i' I{ 1・1 虫色 i 仙!主主i_子l'1" ?& Ilt込ヘー
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第98図 S X(め38突出IJ図

第 104表 S X(F)38計iWJ・説明表

検出地区 15-D 実ili!J図番号 98 図版番

法 長 ぞえ 108cm 11I話 57cm ffl] N -830 

- E 

平面形状 不;特長卵I1ヲ よ{オタロ三 台、』 29cm |黄断 l百)f~:1犬 u 

プラン確認時 S D 4とSD 5に挟まれた大渇浮石層上面で確認きれたコ

σ7 :1犬 ~7iし1 

出土遺物 炭化村
一一一一一一一

土層註記

ï.5YH}-~ 褐色 I.~ 7.SY R%別掲色 J (法上) i?:h( 1111111 2 lOY R紅烈m色 L ;']干Tilt入ご

~O.5mlll) M入~

lOY Hl.;) ぷ色 L 4 lOY n去 に、尚色1-. II台、伐暗然変化したものであるへ

SY H花褐色 i: ii'j;l茂原'/lOY R に‘{在褐色 lニ泌人 6 lO YHl ・~{色 1'. 災化物 i 子 r!'a~ 入

oo --
ヴ

i
庁

i
1
i
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第 105表 SX(刊39計i¥1lJ'説明表

99 

38cm 

8 cm JIヲ

土層設言E

1 lOYH.白 黒色 1. Ni'I'lあ 1) IJtj:;nT iJ~入内 2 10Y R 1 ・虫色j~ J:ii'l'tなし 信念体{二;11iを合むい

3 lOY R 1・}:I 烈色一!こ もli'l-ti:なし 脳会体に浮行を;すむ 炭化 4 lOYRl・月 虫色 L: h1i性あ 1) 炭iヒ:均を含し:

，<-1ム司

イと仁fん、心

]OY 列車t褐色 I~. lUY R% !焼ニL:);子干iを台、む U

7.SY R% IlJj補色::1:.UW，::I::.) 

179・180-

6 lOY ll.対褐色 i二(r.~t土}

8 lOY R 1・え 黒色~l二純子t:あり 炭化物(Li入句

1m 



第 100国己
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i

区
一
さ

尚
也
一

出
一
長

安
一

図版番号|錦、 49

方向 IN --830

- E 

平面形状|長卵形 I 1菜 さ I7 cm I横断面形状|逆台形

プラン確認時|熱変化した粘土と黒色系土の範囲が時茶褐色系土層上に明確に検出された。

の状況

出 土 遺 物 ( 炭 化 材 、 鉄 持

土層註記

1 7.5Y R%捻色-- .~i5 ~支亥様色 熱変化 結士が砂s!LL 2 lOY R% 祭鴻色土かたくしまっている c

3 lOY R% 黒褐色ゴニ 白色i手石(φ5-12mm i( o 1 -2 mm)少 4 10YR31 黒色土 白色沼石 (o 5よ12mm)少量 l.t 1 -2 

最lil入 1欽かL、 mm)少量Ht入軟かい。

5 lOY R%" 賞褐色土 黄色ロームブロ J クを多量に含む か 6 S Y R% 花色-7.SY R% ;支焚桜色砂白熱変化粘土。

たくしまゥている。

7 lOY R1・3f 黒色土 8 lllYR% にぶい寅褐色二上 炭化*Ij含む門

9 lOY R% 黒褐色ゴニ 10 7.5Y R%明褐色土。

11 5 G~ 緑灰色土 12 7.5Y R%燈色土。

13 5 G ~1 総灰色ニiニ

- 181・182

162.300m 



、，， 、 ，
、ー

162.500m 

。
第 10i箆 SX(F)42実iHlJ図

第 107表 S X(F)42計調IJ.説明表

検 出 地 区 19-G 実il!lJ医!番号 101 図 版 番 150 

法 一長 ムcーs 168cm 75crn 方 1[lj N-82
0

- W  

重長三守 平面形状 T字形 {ア長 さ l1crn 横断並行iラ:1犬 逆台JIヲ;

プラン確認時 S 1 32の北側に峰認され、 S131の四壁まで続いているが、その新11:3関係は

グ) ;1犬 j兄 不明である。

出 土 遺 物 炭化材

土 層 設 言己

1 7.5Y R兄黄桜色::l二石Hlf熱変化粘 1Ft土砂leJ.ロームか。 2 !OYRl・巧 黒色土 ザラザラしたJ虫色化した浮石。

3 lOY R~1 黒縞色ゴ: 焼士事な 炭化半Ji j手石j民入。 4 10Y R%  NA褐色士 ロームブロソク i併20-30mmi混入口

5 10Y R %  ):1.j潟色ニ!ニ ロームブロ ι ケ (φ1- 3 mmi 少量i見 6 I.5Y RJ(oI支億色土砂質熱変化結Ic'I土砂nロームかc

人 ο

10Y H%  J天主l~品色土 Fk浪人 '~ft土 iLi 入。 B 10Y R% 黒褐色土弱紡tL

禾コド利十i([物及び木村の炭化!語 2 10 10Y R五黒褐色土ローム1'j'(¥ 1 - 2 mm) 少 litü~入ザ弓

ザラ。

11 10YR3{虫色土ザラザ弓 ο 12 lOY R %  謀格色ゴニ ローム粒(1 - 2 mm) 多量出入 間 I;~í

13 10Y H %  n者掲色土 強鮎性。 あり。

- 183・184-
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一\一一ヘJ~
第 102国 sX(め45実inlJ図

185・186・187-

第 108饗 S X(町45~十mlJ ・説明表

検出地区 19-G， 20-G 実ifiiJ図番号 102 図版番号 50 

法 長 Ak」-.JP h 350cm l幅 61cm 方 !珂 N -40
_ E 

軍Eヨ 平面形状 突起付棒形 j架 き 20cm 横断面形状 U字形

プラン確認時 S 132の西壁に接するように平行してつくられている。 S132との新旧関係

σ3 :[犬 j兄 は不明。

出土遺物 な し

土居 i主記

1 7.5Y RJi 11'(桜色土砂、'Ul然変化千，'jflゴニ(砂質ロームの熱 2 7 .5Y R 完全I綬色土-i.5YRy!黒褐色土砂質熱変化

変化か) 粘't'[ゴ二 炭化事{jj二'{.::fイi見入内

3 lOYRだ !実質褐色ゴ: 炭化物 浮干iilt入ハ 4 10Y R% 黒褐色土 問1:京あり υ

5 i.5Y R}1i lit俊色土砂丘熱変化粕質土。 6 lOYR% 黒褐色土 ローム t\'~ (件 1-2 mm) 少量泌入や

や秋。

7 lOYR% 褐色土 ローム粒(ゆ 1-2 mm) 少佐iI~入 !日1 87.5YR}1i立校色土+10Y R%茶褐色土。

防;あり

9 lOY R"・J1 黒色土 7.5YR~8 設燈色土 10 10Y R% 黒褐色士。



162.400m 

第 i指図 S X(約46実iHIJ図

第 109表 S X(め46計i!1JJ・説明表

i検出地区 19-E i話番号 103 r:m )日立番

法 長 ~ 207cm IIJ話 70cm 方 同] N-74
0

-W  

5巨3主 平面形状 長楕円形 1呆 さ 8 cm 横断面形状 逆台形

のブラシ状確認時況
S K(F)24の東側に接続するように大湯浮石層上面に構築されている。

出土 物 な し

土潜註記

1 7.5Y R%明禍色 1: 焼土 2 7.5Y R紅茶色土 利i'ltあり i']'.IiJ立ぴ茂樹色土を tf

む内

3 fi Y R% 程色 L:(焼土)j:_'[〆{j多出入。 4 lOY R% 11音褐色ニiニ 枯i笠あり 浮干[及t)::st褐色一l-. t¥!I.了泌

ノ、。

5 lOY Rl・J:i' m色一上 粘性あり。
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地区 115-B 

さ I93cm 

物 iなし

lllY R7i 黒色土 u‘5mm--llllmの;手石混入c

10 Y R 1 • J{ .fJ~ 色上 炭化物多言;:に災入一

lOY R 1.!i 黒色十ー O.5mrn-1 mmt7);:子石山人ひ

。 1m 

第 104国 SX(F)48実 ìl~IJI翠

土層詮記

2 7.5YR克明褐色」二一 7.5YR9~ 滋色土 UJ'tニ仁)

4 1OYR1.J'i 黒色 l二 II{;褐色ニi二カ、混じる

6 lOY R五 Ilr1褐色土n

- 191・192-
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第 111表 SX(町50~十 ìHlJ .説明表

ぅ会 J也区 120-B

さ I634cm 

実iWJ[ヨ番号

11届

j呆さ

S X(F)51を4皮i裳し、

N'-79
0

- E  

1ilY H% Iサl古め色一上 d~-上 j 半:(T'Hl~'c

土 層 言主

2 

言B

5 Y R1・14 33色ゴ二 村i-l'l:なし 杭一子市111かい 焼二仁川人 ;子

lOY Rl.]:{ 虫色土 桁I!J:あ 1) ;f:，¥:T'*HIかい焼土井t入 11自賛

褐色:l.~. Ü~ 人士

lOY R% fl青褐色土 h1ifl:あり 紋千五日lかい iリj賀補色土泌

/へ、。

5YR先 日TJぷ褐色 L(l:i'Uこ)炭化物混入。

2.5Y Rl・;1赤黒色了j二ね'j性なし 杭子中liい。

11 lOY R% Iil'i褐色ニ仁 似性あり t~~ニr叙lかい 焼土il~ 入口

13 7.5YRガ褐色:L(J:i'，とj:) 炭化物混入一

15 I.5Y R;~í 縞色ごi二{焼ごl二}炭化物i1よ入弓

17 .5Y R;1' P..~色土粘性なし 粒子半lliかいコ

19 lOY R% !1i¥褐色ニL. 怜性あり *:(.r.t:!1Iかい よ史卜，多 J~= に 314

ノ¥ロ

21 7.5Y R~/{ 主主色ニ仁 科げあり j::，:f.y:I!jかい 法上わずかに:ii

ノ九、 、

23 2.5Y Rl.χ ，赤紫色j二似性あり 粒子111.，、 c

25 lOY R% 烈補色jニ粘性あり p 子 ~lllかい黒色土問視

色土多量出入。

27 10Y R% 褐色土 粘'1'1:あり t\'(~r細かい .~，IA 色土泌入コ

:fïü~ 入 iIJl1UJ品色十入、

4 7.5Y R1 ・九 .lJ;I; 色二I~. h1d'lーあり 料I~r~illかい焼土Ü~入 tlt渇

色土沿入

1りYRgf，'焼 LJ)，:， rm，‘ l1(i泌色 uu入コ

8 7.5YR%明治色十一(焼 j-，炭化物出入つ

10 lOY R% 万三褐色一一i: 1't'd!ニあり 子やや'i:1!1かい 焼J.JKiヒ

!均lll:入 u

12 炭化物の!溺 J

14 7.5Y R%褐色 L(焼一1)炭化物iJ.~入二

16 III Y R五黒色 L: ft1i'ltあり 粒…jこややi'ljl，、 ，tyU二多量 Ü:~ 入3

18 目5YR1・X '.J\~黒色二七 品'd~: なし い'jj二mし、 焼 j~ 多量i民入ニ

20 lO Y R可 思色 1'_ *，'j-I全あ 1) 粒 HIIIかい -lit.t笠色ニi二わずか

に出入。

22 2.5 Y I-P. J{ ，1J、民色1: fI'i'I'!二ちリ ドf了示111かい 焼士山~fi;:1~

入 R

24 5 Y R 1・J{ }).!.色二i二 粘'i"l:なし 杭二子細かい 焼ゴニ .!~\褐色

ゴ二i比入。

26 7.5 Y R ;/1黒色こi: f~î性

28 lOY R、%黒褐色土品'i性なし 主主子'fiLI，、 褐色ニ仁混入。



第 105図 SX(め50・SX(F)51実iNIJ図
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C 

第 106国 SX(め52実iHlJ図

第 112表 S X(め51 リー

検 出 地 匿 20--B 実~WJIZI番号 105 図版番

法 長 去、司 (102)cm 11届 59cm 方 向 N-7
0-W 

平面形状 棒 形 J菜 さ 40c:m 横断面形状 逆台形

プのラン状確認i況i寺
S X(F)50と しているが、 SX(F)51が古く、 50に南半部を破壊されている

出 土 遺 物 な し

土層誌記

1 10Y 1主% 黒褐色オ キei性あり 粒子'fIL，、 11t1褐色士;f~ 入 2 lOY R% 主流埼色 I~， Hi'I'上あ') h~-f示11Iかい llt褐色ゴ:泌へ三

3 lOY R7i 黒色二I~. h'i'ltあり が1子、i'lll、 炭化!ft~少l.!1~J:~入。 4 7.5Y R%明尚色:仁 i~J包ニu

5 炭化物の層 6 lOYR% 黒褐色土 fti性あり 粒 fーキ111かい 'tit褐色粒子Iil

へは

7 10Y氏ヌ !，IA色土 結性あり 粒子細かい pZ字詰色;粒子混入 8 7.5YR%口上!褐色j-.の焼j-.と炭化物とのiIl台層 G

9 10Y R気筒色:仁宇，'jt1:あり t;':-f紛い U

- 195・196-
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第 113衰 S X(円52計iHIJ.説明表

:検出地区 18-C， D 実iWJ図番号 106 図 版番号

法 長 さ 345cm IIJ話 60c:m :行 /ilJ N-64
0 

E I 

平面形状 日J 7f~ iオ91'::ミ さ 27cm 横断面形状 逆台形

プラン雌認時j兄
SD4とSD 5の坪設後に SX(F)52がつくられたように された ο

の :1犬

出土 物 炭化村・ (Og.三ド



ミ単語

162.300m 

第 107図 SX(F)54笑il1lJ図
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第 114表 S X(め54言!-iHlJ.説明表

検出地区 21-C、22-C 実~WJø番号 107 図 版 番

法 長 き 102cm 11I高 57cm 方 11iJ N-7
0

-W  

豆Eヨ主 平面形状 ;羊梨形 i菜 さ 9 cm 横断面形状 逆台形

プラン確認時況
焼土と黒色系土の堆積が大湯浮石層上面で検出された。

の :1犬

出 土 遺 物 な し

註

2

4

8

8

ω

η

層土 言E

;:;Y R対褐色士{'t，fti:i

lOY Rl・51 Aゑ色土(炭化物)

lOY Rl・五 議色.i:.(炭化物)

lOY R対褐色土品li'l'!:t:・し 牧子手HIかいこ

7.5YR%褐色土(焼土)

2.5 Yだ H日灰就色土(灰)

7.5Y Rl・万黒色ゴ二 粘性あり 品I!Iかい ~，y汗iHt 入口

1 7.;:;Y R%  uJcj褐色土(焼上 j

3 7.5Y R~fÍ褐色土(灰)の層 炭化物{H:.入n

5 2.5Y% I情オリーブ褐色士一. ¥灰)の層。

7 7.5Y R %  極Il官補色土粘性なし 純子非常に;;:111かい

9 lOY R36 安褐色:仁 科l性なし 村r:-jニ非常に細かいよ

11 7.5Y R1・汗 黒色土(炭化物)

13 5 Y R I・3i 巣色上結'1'1:あり *立]てお1Iかい 炭化物出人。
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第 108額 S

第 115表 S X(F)55計iWJ.説明表

E 実 ~tliJ図番号 1 108
幅

1

50cm

j奈さ I20cm 

出土遺物 lなし

土層註記

10Y R 1・X 黒色 1'. 粘性なしっ 2 5YR~íÍ r肉潟色仁 焼二トリ

lOY R% 蒸褐色 i二料iltあ 1) ;27.お及び炭化物i放軍~，H，入。 4 WY  Rl.万黒色土粘性あり。

- 199・200-
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第 i的密 出X

ょと 層

1 -: !ミ克明干高色 九

3 lOY R%  HlJIl'O!ち色!こ i焼!二)色混入 4

5 lOY 11ち 褐色 1-: ~hiítlーあり 子TJ-!f;_び変地色二 fìl~ 入{

7 1-~日 !守潟f三一!'. I焼イて]誌の!とち

]tJ'{ R% II，j治色こ 1，，1<'1"1:;1'， ij ，;¥¥色一及び i子11M入。

11 10Y H :~:! 渇色1: *，1;'1"):あり 色!ー吃び:手五犯人

13 lUY こぶし全治色 1:け定士}浮什 jえび炭化物をむご

15 1ハマi 九 渇色土 1) 色ニi:Iぇび-o!(泌色 i: fa~ 

17 liiY Rち民主対色 h1i性 I;'，;J、みフ

19 え1と.1宅精

21 lOY R% 色土 .hJi性あり 炭化物多放出入内

23 !uY R)i' 黒色 iニ約七tあ '1 fえ褐色了u之u賞18色ご|二

- 201・202

註記

2 7 Y 1{1 色 L :t:ltit!ごもり イ11比入

4 10Y H:/(， 渇色上 í)表 II 子 711/投 ~U 多 :1teil人

6 1りYH.色 1. ーぶり

8 10Y 1ミ色L 11 主上手 111

iO 7 り J-n~ 色土地七

さ色12 10Y Fl.与日j色ト N;'I.Jl今ふり

i4 lOY 1・色 t:lll凡なし {こぶいぬiむ!えび言trお色

!守幸

16 lUY E九色 おり
。φ ，'̂'__. 

二 τ 
J ;'jヒ"，

18 lUY 

20 lC!Y!そ6主

22 lOY 

L:ll 
上じノ、、。

持色十一♂吃び !-t.!.色出入

iljj立色"も l}

潟色 iて h1i'l"i=J，I) 幻色仁Jf!.び褐色
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第 110図 S [SJ 

1 

1"， 
上i!¥

土層註記

1 lU'{ R% 褐色二上けたこt:.) 2 IU'{ Fll. y{ ，I，ft，色 j-_ Wr'!~t なし j; ，"， .:Hlõ おに ~mかい 炭{ヒ4'1'

ーと

仕じヘ U

3 ，5 Y H 1・ _IJ.!;色 1'. fti性あけ j":，: f:j;HIかい 焼上ど~: 1二jit人♂ 4 Iυy J.j，: 主同~トー !'，iit'1マなし jιJI"'常にiFlHかい !'ftiヒ

物i1-I~，人(!天 Ijt 人

5 lO YHl ・_~ f忍約色卜-h'i性.f， 1) 弘子非常に WIかい 褐色 6 lOYE汽 渋色 ~ri: Jニ粕性ごにし 手;'irfll，> 炭化物tH:;人の

:\'，託子 H~ 入門

7 7.SY R% nJl儲色 l焼ゴニy杭 rmし・ 炭化物 !凶比八η 8 -; '{ R封筒焼i: P，fIlL，、炭化物!大Js入。
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関口部長車ltJ

り，%J}If!irtl

J民底部長幸111

墳底部先I.1!iUl

l
 

nu 
f
t
 

r
J
 

.、‘
yt
 
:::;:30CIll 

47m 

ζ'パエ
{フt， き」 49~55c l1l 

長制i方 lilJ

半面川 !¥it

l析 rMJf5 .'1た

w土 ii2:拘

N --45
0 

W 

;J;J .'IJ¥ 

:1た

社
間，

A
-
1
-

~. 

小
出
一

t
m
m

長
一
一
日
一

底
一
氏

127cm 

110cm 

i来 き」 65~75cm 

長事rllf:j fI!J N -5:3"--E 

イ全也区 2 E 

S K(了)01・SK03 土層註記

1 lOY [.p・K 虫色!: 1'，層部に於褐色のi'?石少:式出入 2 lOY R%  黒褐色 1'. IIJjFt灼色めま!Ii{i't.が多民Jil入

3 lOY Rち 黒字易色 1'，草!賛同色のれが少;式~!.-~入 4 10Y R .1"，こ J 司 L、b'li.Mfi'.j'，町弘司 í{~ (/) i 子 rii) i' 少~!I';'U 人

5 lOY R %  liJfltt褐色ニt 6 10 Y li. 7'I .'.f.¥色…l'

7 lOY li.% g対局色土 質fl¥¥色ゴ:及びI阿武間色二1-，が多治出入 8 IOY R.% ulJ古T色ー|

9 lOY R% 黒褐色ゴ二 黄褐色オ(;.子干lまヒり}が少::_ttaL入 10 lOY R%  /j'(視を~j'. !.V; '(，1;¥色:iカ府:11;に多:diL入

11 10Y R 黒字詰色.::1:. J_i't潟色土が多長;iLiへ 12 10 Y R :l，~ 11tHお色 1:

13 lOY E% 台t渇色 1. 際にJ二山"色 i力、少量泌人 14 Wi只% 主総色上 にふい llt+G:色1-.;')'少辺 sLlヘ

15 lDY R% 烈褐色 l'

第 i20表 s 説明表

関口部長ー í~[h 24，jcm 

101自口部知事由 92cm 

境底部長軸 182cm 

墳底部摂軸 18cm 

1巣 支 93~98cm 

長 iド出万伯j N-39
0

- W  

平面形状 鷹 )])] :1犬

断面形状 V :1犬

出土遺物 ~ し

{詣 按S出KO地1区と重(}-複 D 1 ---Dノ

第 121表 S K01計-iWJ.説明表

間口部長車iiil 101cl11 

I~rg 口吉li'p，[lliUl 80cm 

境底部長ili由 60cm 

J~買底音IS 'f;fjfli由 S()cm 

J菜 よ~ 88~90cm 

長 j~由ぢ向 N--710-E  

平面 形 状 不竪円 奇3

断面形状 づe-一 売

出土 物 な し

{蕗 "j)' 検出地区 1-D

S K (T)02 土層註記

1 InY R 2.，c ，昇格j色! 賛協色|少iす浪人

3 lOYR児時間色上気約色一i多民iii入

5 !OYR% にぶい武絵色土

2 jliY R~，í"黒色 1. /.1¥ t.)，j色 1ャ;ι込へ

4 lOY R !I'd{告l色1-. 11)1茂弘j色 iーカフロ フ状:ニ多 !jl泌入
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162.6(!()口.

しーへ ー

lι2，800m 

S K(Tl2 パ
ハ
川
¥

S K(T)02・SKOl 。
間

第 111@ S K(T)Ol . S K('1')02・SKOl . S K03実iRIJaJ
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モ).~)~~J::，cm 

S K(γ)05 土層註記

1 7 Rlし盟F丸冗'I思色二土i仁二 半紡:占h性あ tけ)京粒立 fこゴ非iこ7常ト Rヲj ，た色上 下，[jtl:なし 了羽11かい IOY R% ~I)Hß 

芦片対fi褐色二土仁 1山〔りiYR~矢%~l刊OY 只_T元首 i明草列n武;立弘尚主訪j色三土!ヒ二I去;よ汁一寸ずr二i出;凡t入 色-j-_若干i凡人

3 5 Y Rl・7イ系色ゴ!'t'i'ltあ 1) 粒子{土非常にギ111か¥" 4 lOY r{~/2 烈褐色上 村山f:あ[) 牧子*i!1かい lClY R'淀川

YR%段色ニヒ 5Y S % otr品色二1:少量Iil人 前褐色土 lllYR 1. ，h;紫色-1:多お{Lil入

5 10Y R% Il~f褐色土 約七lーなし 杭 HIIIかい lOYR%IIJl 610Y弐汽 茶色二!こ Ni性あり 1，';一子[土非常に市111かい 7.!iY 

賞褐色二l二微量沿入 -(W俄色仁 lOYR%焚褐色 1-.少fil出入

7 lOYR% 黒褐色ニ1: 粕'Itなし 粒子制11かい 10Y H%~ llI 8 10)' R;e1 Il古褐色二仁 仙I~t あり j:，';子主IIIかい lOY H% リJ

YH 克明資褐色土 .5YR丸黒色j二多 HL出人 波褐色土若干混入

9 lOY R;l-;{ 褐色j二 結'1"1:なし 子市IIIか" lOYH.%- 品 10 lOY n% 黒褐色土 約It:!うり 粒子一刻iIかし， lOY [(%サj

色士土一 iωOY R% 1111 1.武11古l 下詳t~ 色 i上 1ド()山、 1代以、 忠i沿件台日色一ゴウ i肉I耳j一出 l伏夫に 計掲呂i色:己L…上司 5i H写午五1烈L己:己上二 lω() 泣?有渇l品J色J上二(多多i弓j三1..1誌

{山上じノ九、、

11 lliY R元 従渇色 1: t，litl:なし 1立rmν， l¥iY 色 12 y 虫色 i一 千，'ll'L為 [J 粒子市111かい l(! Y H'jH Wjo'l 

一!‘ IOi'E当 il!j反対色が点在 急 L 7.~ 1三%治色:上 JOYli百明I){fm色一仁 35:i11Lt人

13 lllY R ヲ !J，~ )，1¥¥色士 rlit上才、 ij 主mかレ l(JY H認 7ぇ 14 liiY 台 宗誌上 祐子!二三)i) 主:， (~，mえいし・ 五泣

治色」二 7 R%'白色 1. l() y !{む tl'L治色 i'.日y 上 10Y R)η _U!t潟色 1: l¥JY R 号げさ少主id.~ へ

虫色土三.5YKオ '1ーヴ褐色 Lか多:dJ，人

15 7.日YR討 手1色ナー枯tt:h1) f-~B!か v， lUY n同 UJ-j 16 lOY H誌 lft:r，f!色一i二 h'i'["1ぺ、し 了!IL"浮[，混入

制色 1'.微量!U:入 18 R汚 お色 1'. Ni!tれ') '{沿う二;i;[Hカい R ，~}6 tl干

1 7 10 Y R)iI i!，'[溺色f 宇[!i性おり ふかい 1(1 潟色 1- !())' R 五!li'~'fM 色十一 W\ 氏九(r\.持~(_0. J_:_ l!J Y 

y R~B 明黄褐色 l-_ H 1 色乞が多 ~ftíì~ 入 虫色j二多景品t入

JH土造物| な

備 考|検出地区15-B
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間口部長車[11

関口部短ili出

j境陸部長車rh

墳底部恒i紬

J菜 ラミ

長軸方向

平面形状 l腰 )];:J 

210cm 

82cm 

214cm 

20cm 

55~ 105cm 

N-17
0

-W  

状
一
状
一
し
一

三
一
一
い
丘

三
一
一
古
一

U
一
一
り
5

支

一

三

区

E
一

布

地

2

一
な
す
出

一

一

S
検

状
一
物
一
考

形
一
遺
一

面
一
土
一

断
一
山
山
一
備

関口部恒軸

域底部長軸

墳底部知i軸

深き

長軸方向

45cm 

173cm 

18cm 

69~80cm 

N-16
0

-W  

不整葉巻状

:1犬

な

検出地区15--D 

1 大IL;1手行局

S K (T)08 土層誌記

2 10Y R;f; 烈褐色:1: やや附

1 (¥ V D 2/ tI! !!n tr，ーム ジ..，_，!-"J;!'.
~\.f 1 J.¥. /::!・2陪JGーし x 、!ヘ

5 lOY R3{黒色土ややfii1!

7 10Y R% 黒褐色j二秋

9 10Y R又 にぶいが:褐色:トー 硬 ロームブロック少長:if~ 入

11 lOY R% 日月褐色:1: やや秋 ロームブロソク少長出入

13 lOY R 交 .Ir~ 色 1-- ，1吹ロムワロ p ク多長J~ il~ 入

15 10Y 11% i二ぷい次補色1: 秋 口、ムヴロ白ク少京[iL入

第 128衰 S K(T)lO計担IJ・説明表

関口部長期tl 151cm 

関口音15短軸 47cm 

墳底部長i袖 161clll 

墳底部短軸 30cm 

i架 そ」司ミ 66~68cm 

長軸方向 N - 4
0

-W  

平面形状 葉 巻 ;j犬

断面形状 U ;1犬

出土遺物 J包~. し

官詰 すJ与 検出地区 15-H 

、戸会 ir，
守 1Ui f¥72 >!，~fぬ B.-L

6 lOYR%，偶色土秋口一ムブロ iノク少id{ji入

8 lOYR):i lI{y褐色ニ1: liリj

10 10Y R% にぷい-lit尚色:l二ぺJや fi更 ロームフロソク少5;iLt

玉、

12 lOY R!;i に.-;~. ~ ， !t't渇色:トー 秋 ロームブロ a グ少 '1
'
泌人

14 10Y Rえ 褐色1- 'lik ロームブワ J ア少 lH泌人

第 12号表 S KC'l、)lla十;WJ. 表

関口部長ili由| 206cIll 

関口部短軸 l 33cIll 

壊底部長車rlJI 240cm 

墳底部短車rlJI 15cm 

叩
中
小

3< 
-' 
」 87~92cm 

向方市
凶長 N-90-E 
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第 113図 S K(T)07・SK(T)08実iWJ図
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第 liヰ密 S K(T)09・SK(T)lO . S K(T)11実iWJ図
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第 115~ S K(T)12・SK(T)l3・SK口')14実ifliJ図
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第 134表 S K05五l-iWJ・説明表

関口部長軸 85c111 関口部長ifi由 105c111 

関口部恒車f11I f()ClTl 関口音軸 102crn 

境底部長ip由 54c日I J)]宅底部長軸 139c111 

境底部短軸 54c01 墳底部短軸 125c111 

1呆 さ 93~98cm よ{-ヲ7ドロ さ 103~ 118c111 

長 iM]方向 N-83
0

-E 長軸方 111J N-24
0

-E  

平面形状 円 n5 平面庁.~ :[犬 円 形

出rf扇形状 円 !日j :[犬 断 riIIrr~ :[)¥ フラスコ状

出 I~ 遺物 守JcahL ‘ し 1[¥ j'- 物 ;J_ し

備 考 険tlj地区; 1-D 11詰 25・ 検出地区 1-C 

5 K06 土層註記

1 1りYR:'玉 虫色1ニ *，11/'1:なし キ，'，:{-I土非常に細かい lOY 2 lOY R% ，')，1，褐色ー1: 抗'iI:'I:あり 約 jこはお1Iかい (it人物なし

R :X~ 'L!t褐色土がわずかに;1t入

3 lOY R% J~，\ 渇色土 *，lj性なし j:.'ifl土利1Iかい lOY R%  

il切る色ニ1:が一部に耳~，やして{比八

4 lOYR% 黒褐色二t 引け生あり 本立すす正利1Iかい

5 7.5Y R;}-i f'!:~褐色土 品Ij'l'tなし *~c~Fーは非常に品1Iかい lOY 6 lOY R.% 黒褐色ごl:. 枯性あり 粒子はゴ1";1¥'に細かい

R% t¥'l褐色:tがわずかにu{入

7 lOY R% 黒褐色土利i性あり 約二ru:利1Iかい 10Y R，ノ65

賛同色二i二が微翠:浪人

9 i.5Y R;i黒褐色土 枯tt:あ 1) i'立Tiま羽1Iかい lOY R% 

l立褐色二1--がj数量iii入

8 7.5YR%黒褐色土粘性なし 粒子は~，mかい件.'i .Ommの小

下iカー若 h見入

10 10Y R}i .~I.\褐色 i 粘性あ 1) f;\!'~ ~ft土細かい IOY fL'i-;i 

mt~ 色一Lカ・多 ;Aiiよ入 u先，f;Lされている

11 7.5Y R派色土品Ij'j企あり をJ円二はま1IIかくめど.(Jm'lIの小布。 12 5 Y Rl・}.!I 黒色土 粘性あり がi(iま細かい lOY

少量浪人 lOY R% n月Ift1品色土が微量iii入 H奇梶色 Lb;ゑE/W~に分布する

13 lDY JH三 黒褐色十一 利i'I'i'あ i) *\~':子は 1，H!かい lCiY FUi 14 7.."i Y R?~ .I.l.\î~色ニiニ j'Ciltあり fi土品111かい 7.SY R_?-s 

IlJJ褐色土 lOY R%武褐色ごiーが少設混入

15 lOYR% 茶褐色:十: 相性あり 料F 了は1:H1かい 1υ'{ R 16 lOY R，% 泉純色 f-_ も11/"1'なし :t;i子{土手111かい lOY R%-

1ft捻色 iーが少量出入 IOY Rhi IJ月tl{褐色!ソゆlOmmì が -f~ h比入

17 1υYR% 黒褐色ごt 粘1'1;なし 粒子，;1:細かいゆ 3酬のノト千i 18 7.5Y H':l-i以潟色了仁 村i'lt;f)1) +，'，子{主総かい lOYR% 

少;むn入 bt褐色j二少Jitilt人

19 lOY R;:'I NA他色J二 粕|企なし 紋 fi土手111かい IOY R九 20 1之の似

{立褐色:]-， IOY R%一lOYR% on J'lH品色上が少:むl~ 人

21 lOY n.% ずUM色 1: NjtJ:なL .P，f[主将L~、 泌入物なし 22 10Y l{% IIJI黄渇色 L 料i'I'I:なし 1':;:1ては11L，、 7，5YR% 

十~}_色一1:カ:若 I-ilt 入

23 lOY R% 支持j色土中，Ii"をなし 粒子は村L'、 lOYRち思 24 10Y R% に.i:，、災禍色 f-，も'jf!二あり lOY H%茂符色二i二

治色がrt'+;J~人 が{故 ~i1: aL 入

25 lOY R3{虫色二L *tWI:なし い'Tt土中Il!かい iJ.~入物なし 26 lOY R% 黒褐色1: :JL性あり 粒子はお1Iかい lOY R% 

IIJJ前掲色.1:が{数日:iU人

S K09 土獲註記

1 lOY R% 黒褐色j'， 枯ii!:あり 事ーはおい‘ lOYR%，に 2 10Y Fミ% 黒褐色土 fti伎なし キ:け三(ま細かい lOYR予言

.l.い武縞色仁とlOYK% [1UtJ 在Ü.少jtJ~ i1{へ li't掲色土と lOYR1・y{.rn色i二が'A-所に点イ主する

3 5 Y氏予五i 忠込褐色上 干利紡，1山Ijl'悦性i七:なし 宇軌立 fは特初!いL‘ lOY 今 i代{%1日川l可列j乃J 4 7.5Y只ヲ%i f児!ι:褐色十. 宇料，ljドげt性Y

l淀1有n潟品色カがfわずカか為にi泌}凡t人 :武I有t付f褐品色オ土ニカがζ!微敬呆;江泌i比よ入
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長 lIi111方 Il:iJ

干泊iJE~ ;qj不整 FY }f; 

信jJj犬

し

O--B， 1 B 

'rL 
山
山
一
端

関口部長車r11

関口部短軸

92cm 

84cm 

墳底部長軸

i1蹟底部需軸

74c:m 

71cl11 

ソ6cm

85cm 

85cm 

j奈さ 10-13cm

i長軸方向 I N-83
0

-E  

j平副形状|不整円形

i断面形状|逆 古

物

S K 10 ごと層註記

1 ]り H:;'~ 黒褐色 i二手11;'1'1，わり はJT'i宇Jに手illかい ](iY 

R}<{ f{3色土と 10'(R"壬r 渇灰色七三.5Y lt'1_灰色l: 101 

R~ぜに J ぃ tt1~符色土が多廷に、し 7.5Y R%  H!HI0色土カ・

l~泣出Jilt 入

3 7 . 5 Y R ;~~ ;，1，1;褐色十一 仙'1'1:あり j:，';'(はやや制11かい

5 lUY R}';J ，').1筒色 1-_ i'ii'l'!なし …j二(主計Li，';'f{ i 先F- ;l~ 人

S K 11 土層設記

1 1 (1 Y H. )2. ，~t.!; r~~lJ 色[: 汗 {Iが少山人

y H~f 思尚色十一 f[li性わり 牧 fは;;:'，:hi:IT1かい ]0'( R 

対泌色仁がドi~1二叫人

4 Y Rl.~:{ ;.¥'，色-[: がi'I'lーなし 中，'iTi土jド常に祁1かい ;昆入

物なし

6 lOYR出 然褐色十今 村山 I~ プーはおiIかい lUY沢元

Ily槌色土rl:子ift人

S K 12 土層註記

1 1りYR H合褐色 i二 に..;:1.".Tt褐色ゴニカ z多民混入
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第 140衰 SKll計測・説明表 第 141表 S K12計iWJ・説明表

関口部長軸 102cm 関口部長軸 100cm 

関口部短軸 90cm 関口部短軸 100cm 

墳底部長軸 90cm 壊底部長車fb 85cm 

壊底部短軸 77cm 墳底部恒軸 85cm 

1菜 き 24~27cm j菜 さ 17~ 19cm 

長軸方向 N 7
0

-W  長軸方向 N-3
0

-E  

平田形状 不笠 円 奇5 平面形状 不整 円 lf:~ 

断面形状 j主 rι了，Ji E、 断面形状 jき ←仁r:-I 、 Jf~ 

出土遺物 ~い~昆 出土 物 ー'トcιh し

i主一
云FJA 検出地区口口口 {詣 考 倹出地区 5 A 

第 142表 S K14~t~則・説明表 第 143表 S K15計mlJ.説明表

関口部長軸 105cm 関口部長車fH 117cm 

関口部短車m 100cm 関口部短軸 90cm 

墳底部長軸 90cm 境底部長軸 98cm 

墳底部生豆軸 90cm 墳底部均車Rl 72cm 

j菜 さ 7 ~ llcm J菜 き 16~19cm 

長軸方向 N-7
0

-W  長軸方向 N-77
0

-W  

平面形状 不整円 背3 Illi形状 不整楕円形

断面形状 i主 旬仁s、 青5 断面形状 -i#i J1:4 1 形

出土遺物 な し 出土遺物 な し

f蒔 考 検出地区 。，- A_ 6-A {砧 考 検出地区 5 C 

第 1443受 S K17計測・説明表 第 145表 S K19計iHIJ・説明表

関口部長軸 165cm 関口部長軸 132cm 

関口部矩軸 90cm 関口部短軸 120cm 

境底部長軸 140cm 壌底部長軸 89cm 

壊底部短期h 75cm 壊底部規軸 72cm 

深 き 11 ~ 17cm i菜 さ 13~30cm 

長軸方向 N-20
0

-E  長軸方向 N-7
0

-E  

ー平面形状 不整清円形 ー平面形状 長 方 庁三

断面形状 i受 ぷ仁ム1、 1f~ 断面形状 2 段逆台形

出土 j毒物 な し 出土遺物 な し

{荷 考ー 検出地区 3 C 考 検出地区 1-F_ G 
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S K26 土層註記

1 lOY f{7/I 色 トー 弘性会・し h_f、はペコペコntい lりY[{Of; 2 lUYR九 IIti巡色土 h1，位二なし rは税Hかい 101' R九

m褐色上が少気 tLiヘ 日fJf!ttM色 iーが少議出へ

3 lOYR% 黒褐色:ヒ 粘'Ifl:あり j;;i子{土非常に細かい lOY 4 10Y R% 黒綬1色 1-_ Ni性あり I"¥:二T-:料理!かい 10Y R% 

R% 泣褐色 kヵ、少一fÌt~J~ 入 試問色j-(φ20.0mmiカ'.，O:fl 

5 7.5YR汚黒褐色土防性あリ キ:'>1二{まjド討に柑iかい 10Y 6 lOY R% II('，{品色 t: も!il'l:なし 牧子{土手UIかい lOY R% 

R;}e日月賞褐色土と 7.5YR:%日月補色二七刀、少抗出入 褐色土が少 liJ: ü~~ 入

7 10Y R% II;:H品 ~J二 粘伐おり 1えずーは手111カー¥. toYfn-(;- 8 10YRう6 有尚色-t._ tliNこなし 粒r-:土tlL¥、 [O'{ H% 

10Y R% ~.月賞掲色土が少 ltl浪人 尚色土が少Jli:泌入

9 10Y R% 在日品色こ仁 村i'l"l:あり 牧子{土t:UIかい 10Y R% 10 10Y H.% 11苛褐色こ!こ も'i'/'l:あり い，子は*UIかい 1OYR% 

fH褐色::U品50_0mmくらいのかた土')iがマロ A ク!止にtLL入 111]於筒色jニと 10YH% i'rtN号色::Lが多量1凡人

第 152表 S K27計i!!lJ.説明表 第 153表 S K28計iWj.

関口部長車rh 120cm 関口部長制i 80cm 

関口部短組i l05cm 関口部短刺i 65cm 

横底部長軸 l09cm 横底部長!sfl! 60cm 

J廃底部短軸 95cm 墳底部?な車r11 50cm 

1菜 さ 15~ 24cm i来 去、ー 25~55cm 

長軸方向 N -89
0

-W  長軌方向 N --530

- E 

平田形状 長 円 Jf: 平面形状 不?宗門 Jf~ 

断面形 :1犬 古 -Ir 寸 形 !新聞!杉:f:k 逆 iI 4 I !f: 

11-¥土 午句 な 出土遺物 吋/CLL~O 

i詰 考 1全出地区 6-D. E i備 考 持ミ出地区 5-E 

第 154表 S K66計iWJ.説明表 第 155表 S K29計四J.説明表

関口部長軸 llOcm 関口部長事1I1

関[j部短制i 90cm 関口音IS短軸 84cm 

墳底部長軸 88cl11 墳底部長制l 79cm 

境底部短輯! 79cm 墳底部短軸 65cm 

j菜 き 60~70cm ヰ{寸クじ三 うえ 9 ~20cm 

長車fE方向 N-44
0

-E  長 ~ifiJ万 jÍlJ N-30-W  

平面形状 不整楕円形 平面形状 不整円 形

断面形状 j丞 -L， 1 !f; 
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S K39 土層註記

lOY R% .bU{;l色ご1: hli'l'tーなし 付 f:土111，込 lOYR予，IJ:!:

潟色:1:と 10YR% IIfj llt 褐色1-.;];少 h~:ü~ 人

3 7.5Y R~-i ，f.l:i潟色 1'. hlilt;f:， i) ((土手iH刀，'， lO Y r:. 

10 Y H.;'-ii Il).j武処色 1.刀・少Rtii人

5 lOYE% 黒俗色 1-- i.liH:なし いイは判11かい い，yH..;;il 

b'Jけを色二十点、少日:;'l~ ノヘ

7 lOYR% ，~l.\î/0色 1: hljドLf-!1) 土 ~aHかい ](lY n% 

i列!rdお色と luY f{% it'dM色 iニカ‘少fitiU:入

第 162表 S K40計illlJ.

関口部長軸 123cm 

関口部短軸 120cm 

犠底部長軸 160cm 

境底部短軸 157cm 

j呆 き 75~88cm 

長軸方向 N-5
0

-E 

平面形状 不整円 形

断面形状 フラスコ状

出土遺物 な し

や荷 検出地区 7-E 

2 1ぃY[l:;'i Ili";悩色1-. h1d"i=なし が'>I"-(土~1iIかい luY n5-ii-

1 U Y R 1;8 U} J b'( r& 色 :1'. 力、少:-ita~ )，、

ヰ 1."1 Y M~lli;ì品色 i 粘 i'lふi) f:土刊HfH' ]llY!{ 

!IJj-~y潟色 i か j... ~ Jri泌入

6 lOYH九 ι('，持j色土 rij'l'L:r、 1) h'i-J二は示111かい ]iい{H ilJJ 

改色と lUY R!主 f立役色:トーカ‘少id:;it人

8 lOY R% )!!Jお色! 帖性ふり もら fはおiIかい ](lYR 

紅白め色オーと i.5Y R~j活信色ゴ:7)も少 !î!_!込入

第 163表 S K42計i¥!lJ・説明表

開口部長mll， 166cm 

関口部矩軸 150c日1

墳底部長j~lh 145cm 

騎底部短車rll 140cm 

j菜 さ 94~96cm 

長軸方向 N 7
0

-W  

平面形状 不整円 !杉

断面形状 フラ スコ 状

出土 物 な し

{詣 」号 検出地区 。-A， l-A 

5 K40 土層註記

1 7.5Y R;1 茶色こI~. 粘段あり 粒子持い、 lOY R.% ii'l滋色

土 lOY R.%-WY R9吉武褐色イてが右子点11ーする

3 5 Y R7i 黒補色 1: :!'ii性あり 付子科Hかい lOYR元政

褐色オこが徽場:混入

5 7.5YH;五然補色二1'. tii'i'!:あり 'f，l/子mぃ ‘I't，)~、物なし

7 lOYR% 黒褐色 1:. キ，lj'l'I:なし 牧子1lL'" 10Y 災対褐色

{二が若 Fil{入

9 lOY R31 墨色ゴ二 料i'/'I=あ 1) 粒子市!日!かい IOY R% l'fl 

褐色オこがi滋量 ir~ 入

11 lOY H% 黒褐色jニもlj性あ 1) '1'11:子細かい lOYR%変

褐色[-.が少最 n:~ 入

13 lOY H% 立褐色土粘'/;1:あり 粒子キHIかい lOYR% I芋j

賞褐色土が少混入

15 lOY H% 黒沼色土 もli'I生あり 子細かい 10Y H%焚

褐色土が多量混入

17 lOY R% 黒褐色j二村jv性あり がr子細かい tii入物なし

19 5YRl.J-{ 黒色ニ1: 粘官1:あり 約チ総1かい i14人物なし

21 lOYR}!i黒褐色土結性なし 粒子組い lOYR%昭裁

褐色土と 10YH%褐色ニiニが多量出入

2.5Y R3iか黒色十.粘tl:あ 1) おIIあい 混入物なし

4 7，5YR%!黒褐色上 村iYIーあり 宇;i子科11かい (ltヘヰ?なし

6 5 Y R予:( ~褐色1: 粘性あり 1:¥:(子高Hiかい s兄人物なし

8 lOY代7'2' ~A鵠色 L t占ドi:あ1) j古)ニ紺!かい IOY nn 
f古j褐色!こ 2.5Y認す 1)ーブ地色l: lOY R与さ 賞i品色 1'_7.5 

YR%日月褐色てたカ、わずかに!l-t入

10 lOY R% 黒褐色:1-. *，1，'/"1:あり 粒子細1かい lOYH%UJj 

女m 色ニiニが少~泌入

12 lOY R% 黒褐色土松/;:1:あり 粒子細かい lOY R% 111t 

潟色!'.がoG'干jJt入

14 5 Y Hl・K 黒色:1:粘性なし 粒子品IIIかい lOY R%波

褐色二l.:とlOYR%明liHち色土が少量混入

16 lOY R_% fl音褐色土ねi'I:'l:あり 粒子註l¥、7.5YR~B 絞色

士 山 <t'lH_j.6 jll褐色士が多量混入

18 lOY R% 褐色~1: 結性あり 粒子主11¥三 lOY R%主主褐

色土 lOY R 泌総色士.が多:lfb1~人

20 lOY R% 黒褐色j二鮎性あり 事:[.-jこキ11¥-、 lυYR%渇色

一1-.わずかに混入

- 224-
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S K42 土層註記

1 lOY R% 県褐色土 似性なし 褐色!:少量iJt入に.....l".い武褐 2 10Y R% fl音褐色-j二 ねi'l'I:あり 前協色グヲ iれ[1少量~it~ 入

色の 7f.ィi少量ij~ 入

3 lOY Rぢ lI{f渇i!:，土 粘I主なし 1ft尚色 iーがフロリ 7状lこ少 4 10Y R?:i ，r，~\褐色上 fii'l'Lあり

与吊;ヲi{品悦}比t人 1試立

5 1叩OYRχ 褐色j土A 粘f伯性l主iなし D茂t色オ士二カが‘ブι ロ iρ!ソノク j状Iに少;量=註む~i泌i民~ 6 1刊UYR主κ{ 禍色士土: 中紡古 '1七悦I~ばあり i崎消筒色こ土仁少最[混;昆i入

入 賞褐色i手石少量;J:~入

7 1υYR% 時褐色ニ仁 粕tl:なし 災補色の浮干1 少設Ü~入 8 10Y Rガ 褐色 i二キ，li'l"I:あり i阿武褐色のii.石少廷混入

9 10Y R% IJI，褐色土 粘性あり 日月=ttt褐色の?:f.ィi少量泌人 10 10Y R% 黒褐色二L 粘性あり 賞褐色二仁少試混入

11 lOY R% 潟色 L 抗Ij'l'l:あり t!t褐色カ=全体に多?LLt入 12 10Y R% :.!~掲色土粘|生あり 災禍色!-，(浮石まじり!多JrI

~1. 1~ 入

13 luY R%' [列茨褐色土 防性あ 1) 14 lOY Rち黒褐色土粘性なし 賛褐色土少量if~入

15 ]uY R% ，'1，;，縞色十. も1;'1'1:なし bt褐色土(i手行まじり)少量 16 lOY !t~1 褐色十. もIj性なし ，1斉褐色ニiニが全体に多量混入

混入

17 lOY R% 武褐色二1-_ 桁1'1'あ 1) i$，'，褐色ごi-_少量i:M人

19 10Y R% 黒褐色二仁 粘性あり

21 luY R% 烈補色二仁 科i性あり ず〔掲色:1二少最悦人

18 lOY R% 黒褐色ニi二 紛|全あり

20 10Y R% 黒褐色土 粘性あり ま電褐色二ヒ少昼;混入

22 lOY R% 賃補色二上 約i全あり 黒褐色土が少法浪人
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第 170表 S K13計iWJ.説明表

関口部長軸 1 24cJT1 

関口部知事由 ( 98)(:J11 

墳底部長軸 l05cm 

墳底部知軸 (88 )CJ11 

j呆 ~ 12-1icm 

長軸方向 N-89
0

-E  

平田形状 フド整楕円形

断面形状 iifi 4に土1、 Jf; 

出土 午知 な し

f車i ニイむJーこ 倹出地区 A 

第 171表 S K(S)57計;WJ.説明表

4.00cm 

150crn 

377cm 

12Gcm 

j菜さ 13-30cm

長軸万!白]I N ぱ -E

平面形状|長楕円形

断面形状| 逆 υvv 
!
 

関口部短軸 1l5cm 関口部短軸 89cm 

墳底部長軸 133cm 横底部長軸 90cm 

1震度部短軸 82cm 墳底部短輔i 77cm 

J莱 さ 26-33cm j菜 さ 27-30cm 

長制!方向 N-41
0

-W  i長軸方向 N-67
0

-E  

平面形状 不整長方形 面形状 円 fラ

断面形状 j笠 ti 形 断面形状 lifi r= 、I 7杉

出土 物 な し し

イ荷 検出地区 4 A 

第 174表 S K59計iftlJ.説明表 第 175衰 S K60計iWJ・説明表

関口部長軸 130cm 関口部長軸 124cm 

関口部短軸 95cm 関口 120crn 

壌底部長軸 80cm 墳底部長軸 112crn 

墳底部短軸 50cm 壊底部短軸 101cm 

1菜 き 50-80crn j菜 き 79~89cm 

長軌方向 N -54
0

-W  長軸方向! N-32
0

-E  

228 
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第 123毘 SK13・SK56・SK57・SK58実 i~IJ 図

S K 13 土繕註記

1 7.5Y R7i黒色 -1'. Hi'I'I:なし がfn[llかい 7.5YR 封 筒 2 5 Y Rl・Y/i 色j二 約11あり 主主子細かいlOYR%褐

色上がわずかにiit入 主主上がれずかに出入



S K60 ごと層註記

1 S Y R百 禍色 l二 l~ilt あ 1) 粒二(;土:)111¥'にうilllかい 泌入 2 7，SYR 百三i色 1'， h'iドふり j，¥-Fーは非常におIJかい lCIYH 
物な L m1な色土少泣/Jot入

3 lOY 九忠商色上

f丘色ーにが fWZ}R~昆人

5 IOYHJ6 黒字見色二仁

会色十市少入

7 liIYR気楽褐色←!'

褐色二i二少量混入

tliiY!:五 '1 カーυ !II'{ 

h1lf!ぁ '1 f手!il7')'"、!日 i flLl 

主あIiうか L'， lPY 被

9 10 Y l-'c~ :í 黒褐色 i二 抗日性あり 主主了 iHIIか Lミ iりy 11)1 

主t褐色土ノ}~-'-fii: ü~ 入

ii lOY bt褐色上 Ni 'Î'~lーあり

第 176表 s
関口部長軸

関口部短軸

墳底部長車fR

j庭底部短軸

深さ

長軸方向

J ，1:111，か L、

説明表

60cm 

55cm 

45cm 

4 HiY 目 黒渇色一1-， j，I，'ltJ， ')立 iーは:11'，';¥'，こ i，l!iう.¥. liiY 

In立 ~!rt令色 1: か i政;式出入

6 10 Y F-( ~~-[I 色 i 二 ?出性ふ 1) 細かい lliY 

褐色士一 i R五色:tニ Rお bt+-を・少[tilit/¥

B lUY 掲色一1'， f占1'1:;ち 1) 半:.'rtIL¥. 往色

七 10'1' li n奇潟色 L 1(IY R0ii日"1変憾色註入

10 10'1' R3ii 補色土宇[!iilあ 1) ri:!l!かい l(iY i~J 

言E褐色 f二少;言混入

12 5Y R釘黒褐色 i二 +!!itl:あ 11 子組1かい !l!Y 出

褐色二トF少:5{Li入
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22Rcm J底底部長軸 71cm 

墳底部短軸 110cm 境底部短~ifH 70じm

二iオ~JC:三 ~ 21 ~ 22cm i、ヰ~~ ぐb l03~ 108cm 

長軸方向 i九>J 7
0
-W  長軸方向 N -120- E 

平面形状 不 二'j五1父三 形 面形状 円

断面形状 偏 j!立台 形

出土遺物 句JCJLど し

1蒲 考 検出地区 3-D、

関口部主豆軸 100cm 関口部短軸 71cm 

境底部長軸 (198)cm 墳底部長軸 77cm 

壊底部短軸 91cm 墳蔵部短軸 66cm 

深 き 13~21cm 1菜 去、、， 16~ .37cm 

長軸方向 N -65
0
- E 長車出方向 N-83

0
-E  

平面形状 長 円 j杉 平面形状 円 *3 
断面形状 j主 iE1 A ]F:;; 断面形状 i芭 日r=、1 形

出土遺物 な し 出土遺物 JJC-正 し

{蕗 表J 検出地区 2-B_ 3-B {藷 考|検出地区 23-D 

第 184表 S K88計測寄説明表 第 185表 S K89計iWJ.説明表

関口部長軸 92cm 関口部長軸 153cm 

関口部短軸 79cm 関口部鰹軸 86cm 

墳底部長軸 74cm 墳底部長軸 131cm 

墳底部短軸 59cm 墳底部短軸 68cm 

深 さ 14~ 16cm 深 さ 5 ~ 9 cm 

長車出方向 N-7S
0
-W  長軸方向 ト~--70-W

- 232 
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S KB9 土層註記

1 WY 黒色 i 干川t:なし 褐色!少な

{O.2---.{. mm i少j誌iLt人

S K 100 土層註記

1 lOY Rl・K 黒色二l二 +ii性なし 黒筒色土が少itlJjt入

2 lOY R% 尚色土枯t!:なし 災禍色のjデイ1少量滋人

3 lOYR% 武褐色二L: ギ，lj七iーなし {j少-li;-Iii人

ム
山
山
一
山
間
一
ム
山
山

ふ
由
↑
一
ふ
的
ナ
一
み
間
十

恒
一
長
一
短

げい・一

V
Hド一

vυ
・

立
口
一
方
口
一
立
口

口
一
底
一
底

間
一
嶋
一
一
塘
一

54cm 

54cm 

16~ 24cm 

日 E

長円)

SO~ 

トJ-70-W

M 
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第 126関 SKω.S K 100・SK101実iHIJDZl 

1 lUY H弘 前例色 f-. 'h1jげなし IJiîfどs 色!少渋 ι1-~へ

3 j(IY H 1 出初色 1.. f，IJi"J:ごょし て庁関色 L1j:'J、き

.'l'fi>;屯'!、 '-I.:I!ι
イヘ vー Ylf!_ijじ 、

5 K (5 )54 土産量註記

2 lOi' r'l"jノ フ汁品色 i もliitなし 坑椅色 ~I 多治人

4 li'Y .'.p，潟色 1. f，'i'l'f:なし I安偶色!か λに多;3lifi入

235 



lti2.4C){lm 

¥ 

S K(S)53 

ー
162.600m 

S K(S)54 

m
 

寸
1
1ム

第 127国 SK(S)53・SK(S)54実;WJ図

ハ
h
u

つリワム



第 191表 S D01計-iHlJ .説明表 第 192表 S D09計iWJ・説明表

憤 IHjむ!玄
O-G、 1 G、 2
fJ 3 G、 4-G

村tIH J虫[{ 28---A. B _ C. D. E 

長 」f」bA r (23.5) m 士主 ムc:、? 23.5m 

上 rIJ[i~ 50-1Q()cm ljJ記 30-44cm 

!民 IIJ[~ 28-180cm b記 12-28cm 

1峯 ム、::s. 42cm よiフ"↑じて 14cm 

7ヨ 向 N-6
0

-W  方 lilJ N-82
0

-W  

プラン確認 プラン確認
:1犬 i兄 :1犬 j兄

出土 物 な し

考

l 」園田園田園田

第 193表 S D03計iHrJ・説明表 第 194表 S D07計iWJ・説明表

検出地医 7 D， E. F riIt tlj J:lli， IZ 114-L， 15---L 

長 き (8.20)m 長 主主 5.90m 

上 中話 40-74cm 40-66cm 

JJ:l 中高 22-44('111 !正 rÞA~ 20-28cm 

私i木ヲE ~ 24cm 乙{オ'7cミ 二F、':ーA ・ 26cm 

方 向 N-81
0

--E 方 前i N 6
0--W 

プラン確認 プラン確認
状 ?)九::'1 :1犬 j兄

出土 4M な tl:¥ご仁遺物 な

備 {蕗 ffvJ -



底 IIJ面 12~ 20crll 

{フ長
さ i
寸
向

24CI11 

方 N -12
0

- E 

プラン確認
状況

第 197表 S D 12計if!JJ・説明表

検出地区 M 21-['v1 

長 fk、z町F f )m 

一上 rlJ話 JC 

底 不 [明

よ{オワロミ 2、:><、? )cm 

方 jnJ (南北方向)

プラン確認
:1犬 j兄

検出地区 I22 ~~ K、 23-K

長 ~ 4.91 m 

上 一口出 20~34cm 

!ま IIJ員 lO~ 24cm 

:りじ

iオ〈
， 

ョ'ぞ
( 44cm 

東弦の弧;1犬を呈ーし南北方向

;，'lI.:'; 

1オt
.5.? 

ぐ 25cm 

方 向 N -2S
o
-W  

プラン確認
状況

口。
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5003 土層註記

1 ](IY代% 虫色上ねld'!ーなし 1::iJ二(立中111かい 10 Y RJ~ 

ずItHf色 1: 10Y R対渇色仁が少泣i比入

3 7:iY R 五 _~í， l; 色オj:ii'lt なし i':lcrはお11かい lOYR% 

IIJJ!I'lfß 色二I~. ヵ、 11投:誌に H l:入

5 10Y H匂 11日褐色 1: も1;'ltなし 杭1'-は示111かい lOYH% 

ttJ色L;う;j.:-ht;j{入

7 lUY R 台u;白色ご1: もId'l:あり がifはm.'‘7.5YH3'i ，'，1;¥ 

色 L:: HlY j{1/4 もも色 iーか少占人

9 11パ n ，~l，!褐色j-_ '1'，1什あり 宇I¥-{-;土利11;かい lUYR九

ii'ltを色:1-.;!)、jiik~:it ~j.~入

11 10'1' H九 対色二j-_ 'h!itl:_あ 1) 干 fi土手111かい い聞の

三、i'1:ri見入 WY R!ti r品色 1と li)YF{日:1;"1tt，~色力、少

IHill人

2 i.5YR予 ;l，l，i， f[~ 色ー仁 h1i'ltなし お':J乙{土非常に去IIIかい lOi' 

R.%焚潟色二iニカー少hlilt入

4 7 .5Y R 多3~ 早￥ぷぷも弘k唱j色(イ1'. 抗利枯lh片川1;'1'パげ'1'竹|ドJ

f明り閃H苛1有T溺色土カか、微i止に 1比入

6 lOY R淀 川1潟色士 名li'I主なし i・ \IL~T.t 土ペコペコ H I.\ 、llJY 丘町

11;"，.1，1¥¥色二がポ2.51llnJ大の1¥j円1.'r 

8 5YR3'I.¥f_l褐色仁 もl"itl二f，'Tあ1) 主，'rf!:HIlIf.J・ぃ';"_5 i'・ u

1mめ色:lこが倣;ittii入

10 WY !，l;\尚~_J-.ーなし 付了はキIilかい lOY 

にぶい[

- 241・242-
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第 199表 S D05計ifiiJ.説明表 第 200表 S D06計測・説明表

10-F、 11、-1D7F-、、巴C1、2-5---ED、、FE、13---E、14-LJ， E ， 1 

検出地区
16--D、E_ 17-C_ D 
18一一 C、D ，19一一 C ，20-B、BC、
21-B、 B、 23-A、

10-J、 9 K、 9-'J、

検出地区
9-1、 10-1、 11一一日、工、
12-H、I 13-J、 13-K、
12-J、 J 

24-A、 25-A

長 さ 49.80m 

長 そ」ミ 77.5m 

上 54~ 120crn 
IjJ語 50~280cm 

底 i幅 20-88cm 
底 IIJ記 40~205cm 

?* き 70crn 
j架 ~ 18cm 

ヵー rOJ N-28
0

-W  方 Iηj 

フフン
;1犬 {兄

プラン確認
;1犬 況

出土遺物 磨、製石斧 出土遺物 な し

P縮 考 {詣 r J 

第 201表 S D 13計iftlJ.説明表

検 出地区 -2-D 3-D-4 D 

長 ム~ 不 明

ーと i偏 640cm 

底 I隔 40cm 

~.* ク*、 さ 424cm 

方 向 N-6T-E 

プラン確認 現地形で制lりではないカと|
状況 考えられた。

出土遺物 な し

{詣 考ー 場跡か

243 -
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1 luY bYN~)色ち 1)

1，1 ¥ら にじい反対i色t.

013 こと麗設~c

:w 
21 

第 i32密 SDJ実;t!lj[:?l

同色i: おられあリ 王子[少;三へ

10γH汚 治色 i: 干宇y け れー rI少立、 22 に;ぃ合'd合色:十 肝 fi多

ヰ (_いむ干糸川 行...手ぷへ 23 ベ主:午わ j

日，:_，.いけて
二ヒ._

打、 iiゴ註 λ

10Y R九 1)( btf品色 1. h'i刊一わり れT.i多人

8 HlY沢% に‘l1'l褐色イ二 字t'i'ltefコ1) I流行少凡人

9 品色上 t:ti'["'1あ 1) 粁行会一色1.iU人

iO 10Y F¥ に小い品色一i 宇，'，I'!:あり l!'fごイi多;:jj弘人

11 luY 延長約色 j-， t:j1i性あり :H t~ .{ 1ゴ111民へ

12 ←i立ト h';-['Iーあり 粁多入

13 ]il Y !{日にJ、ぃ J併殺色 iて志，) '1な少出入

iヰ ー~ 'r-lt T九三こと fLfj'itij 少入

15 WY  R内川['.1色 i→もlj性争、けれイ{多 !H混へ

i6 lU-¥- 寸tf・5色ニL ドふけ れ干ifl;主見

17 lOY 潟灰色二色 村')石多;I;1it人

18 lOY R にぶい i1'tほ色 Ni'lt，わり 'Ii'fr石少HiJii入

19 ]u¥' 色 iーも"性あ 1) !I三入

245・246

IJi! ち'1

y R ~~.~;二ぶい支給二 h!ï性?へ 1)

26 11什 H 色十 字，li'I'!=あ 1) !jrfわ少jitt}l入

27 7.5Y R にぶい依色て仁 和'i'ltなし l衿fi多i辻;lL人

28 口百ど
H << 

三 次情色十↑ft:j;::) i} れ11-多;三混入

29 ltlY!{元:ニ寸品l{'上伯作:なし本!日少、-it;;i;i入

30 ]iパ 1， 円色1.乍あ，) 木ヲ入

31 lU Y 二ゐ色 L Ft1i十't})1) 宇多足;JL人

32 t{九 色あi) 二十H'Y長、

33 1ハ!J五日』掲色 1- 'Ni'!"!:ケ、

34 R ~/~守 中，'i'Hーあり .1ぺ1i少ほi1t.へ
35 -代日日侶色一仁 も~ìf[ あ 1) 者福色三山人

36 luY!{十，色 1-. リ ill豆半 j 火尚己 f ;l.t 

11τ 
仕じノ¥

37 10 Y R号 rり色 i 宇ii悦;九 1) 'I!~TÏ少 本以少宗人

38 10 ¥' R ~I/l にJい主計立[!2，j-_ 'Nitt，v) 1) 付ゴペit {i全半"多;三

Il τ 、

4 m 
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第 202表 出 i二二i二時Nij~5 B5t r:1)j表

1'{5 :;t~番号 出ゴ二地区 rH 土居(之 IF; !i:~' ;'flj 11/: 丈 j張 十//1: J)y~ r!~ 出1 制強

134-1 S 101 夜二Lrjl [] ~;~t 部 ~t iY:寸psti ミガキ
I小小4vb隊4t隊IJ1f少f少世b量最最量

lOYR 

にI{l5長()ぶ此YY :;償ぃ色品、褐色色
134---2 S 101 W;[ 土 rl~1 JJjIiJ 1;計'自:1t k:~t ミ力、キ

134-3 S 102 出土中 )jpiJ LR ミガキ 砂t~í.少毘:

一一
134-4 S 102 認二L1ド )]1司 RL ミガキ {沙:jG'i.少量

lO5山YlY 記いRR7前色4 釘褐
7 褐に 色

134一一 5 S 108 干支 t二中 IJIrlJ 吉[i RL結f!fi ナデ {I少が(少:写〔

134-6 S 108 政 l~ rj::l IJI<IJ RL結節i ナデ 砂も，少最
7.5Y R先
褐灰色

134-7 S 108 夜 L IFl [] ~;訟古1) LR ナデ [ノl-j少、1開少少量量

一一一
134-8 S 108 組上!ド lJI'iJ LR 十子、 砂1，，';少

同一一一一
134-9 S 108 1立二LIIJ []約:吉li Rのj然糸丈 iカ戸キ

134-10 S 131 認 t rl~l 日l'iJ 吉日 LR ミす':/うそ (I'今村〔少

一
134--11 S 137 .{i在 11Xrfri )JliiJ RL ミガキ {Yl-j4l、三t少o、iJti司1t1 令

134-12 S 142 醍 l二 q~1 )J[riJ な1¥ HL ミ力、、:¥ !I/ji*:(少泣

134-13 S 142 法上 11I )JliiJ 立1) RL ナデ (r対立少

134--14 S 142 ~1~止 Iし: III jjlriJ RL ミガキ 砂小粒li紫少夕、

134-15 S 142 提山!こ仁11 目的 さ[¥
沈，jij線/:z 段多条 LR(e3 :z1~)

ナテ 五ノj台、半時1 IiR土ζ少':lノP 

ートーー

134-16 S 142 I覆土中 島i t王γ1¥ 沈出j制々l段多条 LR(<< 3本) ナデ

』砂砂小小小b1時粒畷t磯tkf三少少少少少rJ、量量量孟量E 
134-17 S 142 'ftl ..:1:. 1:j:1 !JId] 奇1¥ 時ij々 段多条 LR ( e 3本) ナデ

134--18 S 142 説 :1二l十1 !lliiJ 青1) LR ナデ 10Y R~{ 色

側

褐!疋
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第 203表 -説明表

柑同き
ミ主 ぅ包 ( j j"L í)J~ 

実iWJ図番号 地 |玄 出土層位 名 千I ‘{31 

135-1 S 108 !未 語i 自然不i 5ごっ】 35.6 f変山岩

135叩 2 S 137 覆土中 40 34 1:ぅ 15.2 主~::1-1' 英

135--3 S 137 'mニ1::中 年Ij 45 28 14 12.2 ;W~:{î.~~ 

135-4 S 137 覆土中 争目 rム》riゥ a4、8

135--5 S 137 覆土中 争1] 片ー 29 26 3.9 

135-6 S 138 理土中 争Ij 49 31 15 21.0 鉄石英
{ 

135--7 S 137 祖土中 争Ij 43 34 14 つ]「け門/ 鉄;rl英

135-8 S 143 m土仁11 争リ 41 20 7 6.3 rl 岩

135-9 S 143 二L中 争1] 48 20 5 5.6 頁岩

1:35--lO S X(町52 itii 争Ij 51 47 10 35.1 安 LLJ岩

135-11 S 143 龍二L 仁1-1 争4 !58 45 10 27.3 頁岩

135--12 S X(F) 2 ?を土中 サイドスクレーパー 64 35 7 21. 2 頁岩

135-13 S 143 強土 r!] 争社 33 36 5 7.0 頁岩

136-1 S 108 床 i耐 石氏 そ[ 160 92 55 1，260.0 流紋岩

136-2 Pi t 912 ( 5 F、()--F) 底 i立i 石丘 102 57 50 445.0 

136一世 3 Pit 179 ( 3 -C ) 関土 I十I 石氏 ;fl' GE) 31 つ3 71. 5 安山岩(気胞の出たもの)

13(}-4 S 108 床 Igi nn 234 190 76 4，366.0 安山岩

136-5 S X(F)lO fis: 主l 123 45 34 480.0 j制:文岩
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ド1也山富j

ド1む叫IfHi 

(2) 遺構外出土遺物

ら出土した j玄物として、k:Uli丈ごトー器 )-[1" 、〆{イ i語、剥 J~!" 、

げられるが、量的にはi戒めて少ない、

k:l!ll文土器片{土、前期、 rjlJ[:Jj、後期のものが多い

石誌には、縄文時代所産め磨製石斧、イ了!

及

!~J ~ 

できたものは 6点である。

している

カヘ フハ
V

銅鋭;土、 4 Eグリッドの SI 12の張 f)出し部外mlJ (東側)から出土したもので、ノト{政片の

ため、 k~文様構成等は不明である。
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第 206表

拓;彰番号 []径(cm) 正主任(cm) i高さ (cm) i享さ (mm) 文 十茶 f情 !戎 色 品開 l~llïÎi 日間務 焼 成|胎 土

139--1 34.8 2~). 6 8 LR部位丈 7交.5坑Yi笠 ナ 寸 上主 好 砂市立少量

139-2 29.1 25.5 8.5 LR縄文 j1荒0波Y桜rn色ki ナ ア 良 立子 Ti'少粒少量

139-3 35.3 35.4 8 
LR縄文 1;交0友Y燈R ガキ 良 好 砂粒少最
?:t~暁 口市設ltl)) 

139-4 27.4 12.8 G L R縄文
~:t 

ミ ガキ 良 好 砂粒少量

139-5 24.8 23.4 8.5 古ir々 段多条撚糸本文
(Rし→ r:3 ;if:-.:) 

ナ ア 良 H 砂ノj、杭!球少少量量

139-6 1E，.9 10.9 26.3 。(仁Iiì;~Utlj ) L R 縄文 ガキ 良 Ti'料、21少;量

139-7 7.3 12 1]， H.縄文 ミ 力、さそ 良 k子 Ti!J;粒少量:

γ一
砂j、粒lì~切くエ少Jパノ、量j性自主139-8 4.9 12 I L R縄文 ガキ 良

140-9 29.3 
一一LR縄文. 'lt*~jt 半粘土働組はりつけ 口 ~~~~l~rj
10.5 は粘土はりつけ後 載竹信ょによる削りとり ミガキ 艮 好 品、布(少量

140-10 26.3 10 I L R京地文 ミ 772千 良 {ゆが(少量



- 092-

(1)国待監諜平芋用M掛事 国 i骨1]露

吟;pポル地 ILW£汗パ 勾 fy ~ J~/ 磁F
tkhlN //1校みら 〓1 今お誌に / /鴇怠
与謝:三十 ムJ作 WJJ il J合~~-; rrl ~，ぐゆJ

-6g  

諜きρ力議;fJ げ品川悦;げも婦
;ザ乙/?イ U 審議戸 μ明tJ 11… 



明一一一主権~制叩

屈
な
一
様

g
u
O
H
 

主ごご¥下。
、~、、J、でF

.\tît~凶
...(.宇ザず2戸尚3沌s伐抗対冗丸ot広4

£らd冶:弘!込心与与仏4;忘;忘氏:えi常鞠袖主訟:ぜ弘訟ぽψ?ち，1.1 

匂ぺ;'~;，::，い九制、kド"日 YP，:;.~・.. 

士:込怯必
げに~::i?';' ・I~:}';~ ~).!.~:ri! 

場閥抗
'汗Vつ'A-J;:，\:~-";.~.， 

払日~もも4

J~"，\も 7
柏戸戸

たミト z

ひっ
tウ主ミ告

患ぬ

磁器



flJl号訴

(S)国諸民謡芋て下叩41嬬草! 図 的lj語

。

09 19 

，議題轟ゐ日 ドイ一._"，.....，.. .....__ ""'~...… 

一一一-... 萄~人も，...，酒田市 ，，..何-

竜野強謀略 I I 一一一
' マ炉、""司..."曹司r司密

一 …一一一 …

ss 



出
府即

J

M

一豊

岡
山

A

作
主
主
占

禁

も

‘

M

S

J

7

 

用

(

，

L

L

/

f

J

f

T

十

「

O

/

/

万

平想曲
川盟国TV 

v8 

.~.<~.~.七Faバ〈ダJうFぐぐYR以2泌1泣己勺:兄~.:決介ぷ〈令i
e 

ど♂仇"'~三1:{潟E〆抑2弘釘品{
e 

が紘:1Tt才f
~トμ 、， ζ引品匹山三吋A札一

訂;沼会長J

沼
判
ハ
い

υυ〉

四
万

U
U
U



(
出
)
函
治
国
骨
髄
川
村
判
中
~
F一建制一一

図
的
主
撫

E
u
o
-

i三三三2re

ととこ72 

4iGドミ
q町1貯什7勾~ヘ》{J!i

f弘、お:

∞出ご

!-putt

¥

み
ω…
日
刻
…
出
前
庁

~
~
U
L
3
Fパ
勺
付
合
研
析

了
4

4

ゆ
特
初
心
配
仁
科
一
上

司
、

I
4持
骨
組
i

、ご:}~

ミミ:t;;::; 

とこ'}g

〈二~gs

ι. 

?村司

;涼《が悦日止:吋tti

t，与心t立主む;「れ~ { 

:じι戸i、、Jハもも町，，'\'で汁~:-:ぺイイイT山!.i.; 

ト市芸守什〉記以;:1 
，. \c~、 h、\.'\"，" ';1 

.河川
月ふ

とご主 g

'tg 

に と32

七三コ s
一色 }'i'3.

，'><~y.~ 
4・:-'.Þ\._~"_':_flll(" Uぞ

ご e:ぷぺ~
4'd給対~ :':;;'哲討ち).;.. 

..，~.J-与おま存亡i可

ミミコ訟

が議事;jj;
主主小ZS-言

i:滋j桝
主将台市J

ミミぉ



山J01 

sn 

(9)図得監詣ごiごこF用主i誠事 国 帥l]髭

予11

。

[i =:) 

ZZl ~~町一

'.‘ 一，

• t 

IZl 

F二二フ
SZl vZl 

三二一~一一一_f. ιプ

:j議

LOl 

f者;j 1J !J f13 観-



。コ
σ3 

指 ~;f;番号

141-1 

141--2 

141-:3 

141-4 

14] --5 

141-6 

141 

141-8 

141-9 

141-10 

141-11 

141一一12

141-1:3 

141--14 

141-15 

141-16 

141-17 

141一日

141--19 

rI¥ ~L J也氏 lil 二L~ 層

27一一仁 確認問i

[111' ~，2 江fi

27一一仁 1m，認!YIi

1i'ffi認証n

23一一日 ii'{fi ij，~ I古!

21---l¥_ 1m; ~æ mi 

15--F 説=I~-仁1:1

22---K 師;認日li

時:認 1M

22ー← K 1m:認 i古j

S IoHtj5= li1i;認 l自)

22--() 出土上

時;i，2 Wf 

15---F' ?立土仁jl

15----F 間二L1=1' 

23--J 刊誌、 IIli

24--F (i'((認 mi

S 104付)11: {前:認 rf:!i

23--1 {i1t 1W liii 

第 207~斐

形 態 ・ 部位 1丈 J古i 1'1背 hX: 内 lui 謝野 I]{，' ，vi;j 

lJIii] なI~， LR ナテ 砂利少ld;

LR ナテ uJ1'，" とか:i;

IJ[dJ しR ナデ ii'H:，少;i;

IJH lfli しR ミす了さそ

。小時，j+、中時中峨:，'1ヲrfJノlyrp、与九fl 下E 

IJ[dJ LH ミf!キ

I]lii] LR ナデ [沙1iJ!少iht

しR ナテ j ぺï~~{.j/ 二i位

1JFi] LH ナテ ii少1iJf:少長;:

)jfiiJ LR ミガキ ノト{昨少iit

1]['1J なIj LR ナテ [111L、ポiii;Iフkfhノ少…i1f 上1 

LR ミガキ ノトl咋少

時j L， R ミガキ 砂1'i'r少14;:

Ijlu] L， H ミガキ 砂141少品

時j LH ミ力、キ

LH ナテ ノHii;l:少 iA-

L， H ミガキ 百台村I~ ~l/' J !;:: 

IJIrtJ LH ミ力、キ {J-'判;\If~ ~レ計

IJ[Ii] iιm LR 6ノj4、、 1{陣iiJ~1少ノ1;、;fEi十ヨf 1 

しR 託料:山一j/Jd: 氏l()Y[り1¥な内色



砂*¥'r:/t-'l量
ノトji官少量

lOY Hだ
禍灰色

1OY H 

5 Y H 
によし、赤褐色

lOYR 
;支lり{f色

10Y R% 
炭坑褐色

10Y R:YI 
掲灰色

2.5Y H 
1ft 色
7 .5Y H況
に.;;'い特色

7 .5Y R 
によい鐙色

10Y R% 
j究会t位

十 12.5Y%'
/ト開少ih: ! 十 |け〆二色

I íl~州b川州京払ド肘粒lJJ立!1Il〈:少 白詰註~: Iは2.5YJ月:石i 
/ト5階紫/ト註 I i沃支 :改f立〈 色

い i川ワ.5Y白F完克1存%千6i 
い川世州川州州*，'粒;，立;江L少泣 l 11ザ川f

イ7.5YR封
褐灰色

7.5Y H% 
持色
7 .5Y R 
11月褐色

1OY R% 

10Y R% 
灰黄褐色

10Y Hぢ
灰賀補色

lOY H%， 
灰泣褐色

j
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色IJ点、内 rui diNJ rJX: 

;:JEIiiベYU
t持十j長出 j:地 1豆拓;i与番号

{ゆl¥'(ミガキLR 18-C 141'-20 

Id/j，¥'1少712ナテLR 1
 

1
 
1
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ry1 

一nu
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り
ひ

ユー"
一
I
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品
作

μ
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21 A 141-21 

{ゆ:j:.'(，';!，;，)社
Hi~エパ、 E 止、 1~2Jj/ ._~~( 

ナテLH /」
ー

、一

Ij
 

i
 

n
H
Hリli在認 lfrih

h
i
 

F
h
u
 

つω141-22 

ノj、時i少量ミ汀さそLR 在日ヰ
川
41

 
1
 
1
 

市
川

刀
心

4

“HB 23-1 141-23 

ナデLR )JlijJ Mii it~ iui S 104付，ilJ:141'-24 

ミカ、キLR 」
川

di
 
l
 
!
 

(lni 認 ou23 日 I141-25 

ナデLR f
、di
 

t
-vI 

コ
川
川
41

 
1
 

(l'(ri認f[ri9 --F 141-26 

↑一日…、r
 

j
J
 

P
ノ
41

 
砂ナデLR j

 
i
 
l
 
l
 

確 認 rJ'ii。o141-27 

li合主Jt少52
ノトii葉少註ミガキLR 

イJJ[liJ

li'{~ la， fui 2:-3-'-F 141-28 

ノ! 九1土ノi、j、l布 )I'-.!ill_ミチ7い三千Lの.j';lk糸時 ;iBiIII 22--'-K 142-29 

ナテLR 」川
di

 
l
 

制
限hr 

に
J

守

t
i142-30 

ミガキLIミ斗川
di
 
l
 
l
 

lit、jui23-F 142--31 

ナテLR :立l'
[JIJ i
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!
 

1t.2. ruj 20一一一 J 142-32 

ん
γ/

ナデLR f
J
 

I
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1
1
 

j
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l
 

時 iajui 9 F 142--33 

Mr'i'¥'I:少
ノトii繁少最ナデLH (~:Ij Juql

・

-l
 
!
 

夜 l: 仁1118-0 142-34 
一

出 36I23--B いi在 iW.1M 

:叶371ト C I斑 i二 1Il 国IiJ 剖;

:142-'38118-C  同t認出i ~;~t [fl~ 

山 -39118-C 硲認前i 1)制 約i

中
本
ト

ー
υyi
 

ョ↑一担
ehy 

r
J
f

日

ー心
/

{
 

体認 [ui

III可

ミガキ

ミガキ

LR 

LR 

vua 

ケ
μ
1

古1)

-寸

H
q
3
41

 
!
 

20一一 J 142-35 

小1捜少量

t!，{泊土/1、‘j、!I点ノ F技

ミtt.l千

ミガキ

ミガキ

L I~ 

LR 

LR 



形態・部 位 : 丈 柏: 十荷 成 i 内 1m f1JIiJ ~，主 IJfi 色 i鵠

)Jliij 吉I~ LR |ナデ

IJI司

)Jliij ILR、/U凱 ミガキ 砂粒小最

ミウキ 砂市立少ijt

ミウキ 砂粒多:12

ナデ 砂*ilr~/少

十一日: 日一一一
砂粒少量

品、トI少量

RL  ミf/キ {J~少い:少十

σEα9 コ〉 t~ 113ぺ じ HL ミガキ I {沙17Jf少量

RL ミff、キ

IJliij 日1) 日L ミガキ

IJliij RL ナテ

IJliiJ 主1) [{のJr.主主: |ナデ

IJlijl 5Jγ1) 日L ミァケキ

)lIiij 吉1) 日し ミガキ (1ft'、京_¥1r~ :~:y -. : ~~li: 

Ij[cij な1I RL  ナデ !i'j;1'¥'(少量

Hし ミす了さξ {iゆ1'¥'c少量

H 汀さそ

R ア



J干i;ji三番号 H¥ jこJ忠 L>( 出 L !日 7芭・計1) fHi !友 内 1M 訓 ι1，'己 IJii 色 ，tJr'i] 

143---GO 20---.J 

t確認、 l面 部 RL ナ デ R帥砂、、、I料T慨t際亨少少少少世f干 経5Y ドYいR符色

143--61 20---J Iii'fi認出i IlJH m; I R L ナテ 7 

14:i-()2 22---K 時認 i在i IIJH 1"iIS I R L R ミガキ

143----63 22--K 認 IIlf I IJliiJ iflS I FlのJ生糸 ミガキ {品、tub-少

一一一一一

山 64I 9 C 認 illI I IWiJ ;tl; I R し 、こ力、、イ~-_ I (小J台、li悲rL少少是

143-65 22--K {確認Ifli IIJH ill; I R L ナデ (1:州~¥!-少鼠

143-6G lお -B 昨認 Ifli [IJI，iJ tm ナデ 砂;J:I(少量

144--67 26--F {革認 rIlI IIJH /tlS I Rの撚糸 ミガキ jl-~t'P: 少量

144-68 25--G 

144--69 25---G {i在認証ri IIJ判 長1; I Rの撚糸.~:t帝京 ミガキ {沙*~(合法

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一トー

144-70 fm認iItf IIJJiiJ 日I~ i Hの出糸 ナテ 砂1ゴ1少量

144-71 9 C 印刷 IJliiJ ;、21b7 Ai1:R 12間L結、下束L1¥の結束 みナテ 小{i*i'少

144--72 l l久 認而 ~l iÍJ I~:C 日しの半AfiiJ ナデ {j!j/f¥ 
一一一一一一一一一 一一一一一日

144-7:3 22---() 原 j:， J'_ IIJIH] 吉1:， I L R L ミガキ (ÎJ!;*~II: 少

一一一一一一一一一

144-74 9 C 河ji HLI I IJ[IIJ 部 LRL ミガキ {j~!;料f 少

144一一75 28一一 B

144-76 25-C {irr; tj，g lTii [ IJliiJ 部 LRL ミ7ケキ lÎ'少.t!~r~ .~か;詰:

ート一一一一

144-77 27-C 時間 5'jl I lJlliJ 1m ミ力、キ 砂:払少長

144---78 主守一ーに fi昔;認 f{]i I lJ['iJ ms ミガキ {I合杭少量t

144一一79 26-F (i在認iiI.i IIJ阿部 ミif:干 砂粒少量
団山一一ー四月出一明日一回一・主 】刊一一ー園晶圃幽出量ム圃昌国・量一一一 ー一一F-ー園田祖国回目置曲



ω
U
1
0
 

拓影番号 出土地 LK W :1二層 形態・部位 丈 i禁 rj~ 内面 li時県 IJ台 色 IV可
ト一一一一一司 一

に代55前ぷYY 特いHR柿色色

144-80 19--.J 確認出i IjfiiJ 降'37、LR ミガキ {iゃありふ少

麿竹岳十品雪向丑竹撚内、肯側L糸に圧面Hよl肢王る痕'itけ組ずり とり

一
144-81 26ー← F 長官iFr;~， Illi 日間 ナデ {I'j;t;r少量

同一一一一一一
144--82 19-J Ii~i 面I 口 i泳部 ミ力、キ t砂il'(物中立繊少維鼠:を含む

144-8:3 21 勾 j 。柱部同i 日向 it ~活! ミ力、キ M/1;;i_/Jノ五;
一一一一

144--84 21---A !前:(i，g Fflj IlliiJ rの撚糸 ナデ 件、、t，¥lf_~少

144--85 24--11 {i'{f: 認 IEli lJliiJ 前々段多条 LH ( .~ 3本 ナテ li州市ー少量
一一一一一

144--86 21-A i確認 lui 仁1~昔前i R L [-U尤帝京 ミ il~- {Î~ì'・ ti'.( ~l?Jì[ 
卜一一一一一一一一一一一一一

145--87 18--C 舵誌面i ナデ 砂:j;:i~l? ffift 
ト一一一一一一一一一一一 一

77にに55AJV Y 品い、RH特制7り4今色色

145一郎 9 F 確認，雨i III司 吉日 LR.沈綿 ミがキ {I告示"少量

145--89 l A 確認!百i L R . it帝京 ミカ、、キ 小砂市限立少少長量

145-90 2::¥--B 確認 i量i ? • ~t帝京 ミかキ 。合*.¥I(少量 5 Y R 
1ケ 色に-~; ~ 

145--91 23--1 (1ft:認ifIj 口 t宗青I~ ;士総 ミ7:7、.キ ji争中，'，:少;7t

145-92 27-C 確認雨i 仁Jk~~{ 部 ミカ、キ 品、*;j少量 7， Y R%  

一一一一一…

7に.5よYし斗R草色
145-93 5 --F f1ffi認 l立i ユ可q。ヨ払ー方tHS . i尤tJj{ ミガキ 砂1iJl少量

145-94 24--H 確認許i 口減吉1) LR ナデ 10Y R 紅色
!死内

7支. Y 燈R色% 
145-95 26---F 。定認[i'ij I][IIJ L R . ~尤 j枝 ミガキ 砂t:i.少量

145--96 27--C (i~1正認極i 腕部 R L . ~t担1! ミガキ 砂粒少量

145-97 22---。 援士.上 IlfIIJ 古IS LR 圃 /t線 ミガキ 砂粒少量
一

145-98 24---C Mt認!詞 JlIiiJ rm LR. 沈iý:Ji~ ミガキ 砂利け;...~ffi: 

145，-99 9 --F 認 i詣 IJ阿部 L H . i屯帝京 ミ;ゲキ 砂1"":少出:



拓ljr:;:js:号 出土地 i主 IJ¥ t /詩{立 形態・部{立 ;主 J並 1背 !jlt IJ'J IIfI ，1同県 色 aJ，I.J 

145-100 18-B {i在，1.2.Wi JlIiIj H L . /U均i ミガキ 砂村一少il::

一一一一 一

145-101 22-0 f~l .J~_ 上 IJlfij 吉IS LR ・;土中~~ ミガキ {i'Vl':i，少註

一一
145-102 20-F {'!:{ +. J::. !二I~涼部 Uの撚糸.~t剥l ナデ {I外

γ一一一一一一一一一一一一一 ト一一一一一一一一一ー一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一

145--103 7 ---E {i在認lJii 1同 #fj L R . ~土線 :: i]'キ I [i予:¥o，'l少五七

145 -104 9 --c (i'(i{ I\'~' ft'Ii lJIliJ 立1) RL 、 l'告 ?ì与、 ~t線 ミウキ {i川:JLi少註

トーー

145-'105 27一戸じ 昨認 ifri IJlriJ 立rs L R . 1:'仁科i ナテ、 ú州:，'!:~y

ャー』ーーーーー一一ー一ーー一一一ー 一一
145--106 27--C Ti'(ri ~æ rrti )j~J 立I~ L R . ~尤紘 ナデ M/i'，'(少出:

146 --107 1:3----F {i'(ti認 i百i IIトl 1irj ~1草丈 ミウキ íl~Ji '1，'r:少 ;1-

ト一一一
146--108 20一一 ，\，~. I古l Ijliij 無文 ナデ 討中I(少ii:

146一一109 21--A fm;認 Ifii fJ[lij ]!I，r;立; ミカキ {i川、，!(少lH

ト一一
146--110 23-1 {iYri認 r(ri IJllij )1翌丈 ミカキ ii')ij:，'，:，よ;'忌

iijri認前i lJI'iJ 版文 ミカ!3f 託金1ihFhi

トー-

146--112 21 A lI(fi it2. Tfii IJI'ij 知;丈 ミナ'/::そ (ゆ~:，'(

一

146--113 18--C {i'Di /¥，2. mi Jjflij r:γ{rj 1m: 又; ミガきそ (1判ト6:2Jf1:少少量量;

ト一一一一 一
146--114 18一一C (i在 it~. rM llllij 長IS }W; 丈 ミウキ {Jj.i:l:，';少量

ト一一一…ー

146--115 21--A ii'(C認{自i llliij jtQ~ づえ ミ:ゲキ (~J，i1泣多量

146--116 21--A 1tlS ~!\~文 ミナjうそ 砂ノj、1時;i'i.少少量量

146一一117 21--A {附li. g;2，詰i llPij ms い R しのiljlFf. ミガキ 砂粒多量

トー
146---118 19--A {j'(fi (;，2.吊i 日間 版文 砂:1'立少量

146-119 21-A Mji n~. 1M IJI司 先月 丈 {I'!i粒少量

一一
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第 149図 遺構外出土石器・剥片実iHlJ図(3)



第 208表 -説fl月表 (E-- Iを!徐く 1

ミ主 ~ ( iii. iiI: mm) 

実iNIJ[酒番号 出 士血 区 出土層位 名 私; 干[ ['[ 

長 き IIlH¥ ぷ」4 hP ITi.さ(g) 

147--1 19--G V 層 争IJ 片 54 28 12 16.0 貞一I{;

一ト一一一一一一一一一一一
147---2 19 …G V !百 サイドスクレーパー 76 :37 q 28.2 民 1;-

147----3 2()-A v }言 争IJ 片 62 40 広 28.0 n ?'} 

147一句 4 21-.J V !音 争IJ J午 ο円 5 35 10 10.7 百ノ、 ~t よA 

147---5 213-F V 層 恭1] J十 49 42 10 2l.3 e.[ !fi 

147-'-13 26-F V 層 制 J~' 47 4:3 5 9.3 江主7

148---1 6 F V 層 サイドスクレーパー 3円 Jハ 36 14 23.3 H 岩

148---2 覆土[1'1 争IJ 片 ()7 47 り :=:8.0 Ti.英安山岩

148-3 V 層 自然石 51 45 22 64.0 il己

148--4 6-F V 層 自然石 28 5.9 ;，)E 岩

148--5 S ]) 5 (l()--F ) 援土ヰ~I !持 f~~ ;r::îJ手 4:3 ;)8 21 

148--6 16-F 認土仁!1 争IJ n. 40 38 ;) 10.5 !主岩

148-7 16--F 覆二l::.r!l 争IJ 片 50 41 10 26.9 ;ii紋岩(J!RUヒ)

148--8 18--B V 層 争Ij )'1' 33 49 14 19.9 頁岩

149-1 16-]) V 層 !砦製→fi斧 95 44 26 210.0 花rihi岩

149--2 16--D V 稽 砥石 107 52 2~) 340.0 石英安山岩

149-3 16---E V 層 Ti丘 {I 79 48 3討 250.0 i五日生;岩7

149-4 Pi t 659 (4 --B ) 援土中 石底 訂 8お 44 34 225.0 ~j'fE紋岩 S B008柱穴

149-5 D G 積立二中 争Ij片 103 55 ::15 285.0 if~ 岩

149--6 17-D V 層 石 i町 228 175 44 2，208.0 安山岩
」一



めと土
品G 

を1mえ、まとめとしたい'ついてを羅列したが、各遺情，宇品

し J
、_ D 

正3
} 

: 2 f車(S 1 . S 1 43 i 1、.6tU¥さhている縄文時代の竪穴イ主居跡

を生日ることカfできる。されている一部

43はIIJJf3ブ
フ
Q 1)に石Lコr:t1 42はHrnJ張りのある方形を呈し、

間Q 。ニランを呈し、床面中央から

この部かけては更に内側にも穿たれており、明に沿うように穿たれているが北西から

あるが、跡はm十五1・平副プランにつ
ムJ

分、は拓:5長カJあったと与ーえられる。

している。、っくり内に占める

ら出土したついては、この 2

ムマ j 可 、----、ブイし」をもu!lij吉ii;LJ主主吉Eに広し与えてくれる

7
L
 

，JPパ汁
『

)通し tたのたが縦方向に穿た~/した J包子が/コけんfLたものであるつ

TIi青il事与穴作居跡 i

いる

、

ト
1
H

f
，
 

相似する土器の出土例は、

あげられる。J 

を強く想記させるものがあるが、利突文含沈線この十.器の形状 s

7包回するものとfj乎ばれている文が施されていないことから、

してLっとして把え、ここでは一応、カ迅速断できない。

おきたい円

され、埋土にも大湯浮石を全く含まずによりも丁-pitは、

北とするもの lされているが、長軸方向を北西一

のものはると、北西一宅子とするものである c

るのものは3基並んでいるつ3mの間隔をもっ

のうち 6基が14ラインと 15ラインの間に並んでいるが北-南方向の

4 i 

、他に

ほど規則性を認めることができない。

L
Hトi

 

は県内でも検出例が増加しつつあるが、

-能代市館下 I遺跡ー 〈ヨされているのみ男鹿市大畑

が切られている。大畑つを秋田城跡では

d 

器をf:'ド出があり之
ωf

るロクロの

よって切られている例カi報告されている。

本遺跡、ではその構築年代・用途を明確にする資料に乏しいが、少くとも、

する



ちへラ削り1-，で‘)J促I1三き u、[[111伝糸ヒリ 1) によ 1)口ケ口から切 1)/lJfi:.ぎれたあと、 1E(，iU;'fl)を

さhたものである二とは!リ-Jfn;てする j卜I1ーと I-J:r

JTJ.Î主について:士、 J~ (l: -"::""は恨のおと L大とするはf鮮 が で あ る が 、 お と し :J-〈説以外に-17ヴ
ノコ

(出回 1981]:，IIIJーと庁える jilf')'とr¥-もいると h'，';lli友之氏は述べているWiii}I'および同WJiぷ

を試みたと忠われる }JJF:::・LとU!F::. f LJ IF~ ・以内!I:~の I:\~~ 六位十i:'iーについて乃

し、

中世の時期と患われる竪穴遺構:土 ~2HiN~lfll されているが、リ1< 1) 1II1 L (;liのある万!日幣六遺構181索、

ん JF~ ・ iと h IF~I::} 六 i立 1:8]211・京、 fLJ IF~I:竺六位hW 11W、長fLJ JF~I:，é;5 六 iむ h'lf 1 1'Wであるベ

張り出しi郊のある方形竪穴遺構

!え [(niI:~，'1犬などに i主いか認められる十j-fiJIきhる(;/:;;町、 引く 1)111¥し)，:'J、、 'J1ミi)tH L 

吋小きな')1三 1)lH し点1; を付設し、各 \:;U平日I~ と \:，'t rfIi中央部の床面iに村:) J If;; 二，FIl~ 1) く:工めた刀、

六を守九、J:Jl.. カ‘まと予の地 1;止はないというノ¥タ ンカリII~ +~であり、共通点である

ていあるか、')1と1)H'I L ifl~ の付 i立されるf:ii:;iH を花見ると、みかけの hlÎlj (方角)

51司i~It I日IJ¥:;i:: ~乃北 j]ì;il;阿部市: 1)・・・・・・・・・01、()前、 13、26、出

1 i束~It iWJ 恨の北東山¥ì~:I)'， ;f i) ・・・・・・・・・ :~~5

61'取1) ・・・・・・・・・04、()5、() ~)、 15、19、27 北側~;i'f:~ グ) Ili来l;fJ¥

21司l京!日IJ¥¥ie(7)北京I;WJ郎市:1)・・・・・・・・・:)(l、 :-:¥4 

1 1屯出IWJ引のiおIJlil;/Jj(y!;寄り..・ss..咽・ 12

1 H.f rHmlJ \:I'~:の rll 1主~ lfr~. . . . . . . . . . . . . ~ . . 4 省 10
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-
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1
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IJLi Hjlj ¥:[tの」仁川科部寄り冊・・・・・・・・;11

また、 !~z~六本体規るfijljカザr-.官IJ[1':) に多~ ， どな勺ており、リiぇ1)/]'1 L r;:I~ を jヒ Wljí1主と点jWljllt，に

仙のノ}(.小はあっても、リK1) lHし部正:誌の111Mがほぼ同じである

であることは明-句

、i
 

jJ弘一i?ィi1弘一築 H、~-:ml は、)の']1;:1) 1 1':し行I~ グ)ある

ることカ;!J¥Hしし 3i 勾 (fl~からの 1-1-': .1二泣物が{宅少であることからレf)るカゐ、

入→jii，1，1& (J:::-~しとともに 6 枚のおüjH カ‘ 1 1\上してし ーるが、 jq村長:んも()5からは、

ても、もつ ii<.すjノし(工、 もおfしし、JレtQ .紛宍ー!発言~ . j-fP}:IJ1) 

lC)(二ijえさ1Lるまでグ τ!日jは相当長Jl)jに/Litと与えらJ.Lる。

、 りI~r1すでは目立角 flJ)fo)i :1.~l(B右 . lJ、

比内iU J 自r~ ・谷J也中館、‘ j二 fi告;li:;;i ii ff11コから、
(r;l:lf))日1:1 ~í I 

、!三t!: 111，1立同;、 inIIfiJ OU iH f司域助¥八戸 II:j1、iリ成跡から、

• ;}.:IJ，j B 遺跡・ 1---I!.!__ 

門
/

門
/つμ

IrjJ と}f:;r~ を LF~，する



らも検出されている内

秋出県北部での一本作遺跡;を尚一:く他の愉IHWIJ、!日--11，~ 1J1 ~ (/)俳iJ{'I':. ;良i詞城・ 1、lU止の :ji'liJ、岩子

L棋の LJ山自立・ーたFH万八丁・-j(i~!(( 111自If. r 1 i 1~Î\・1L (lWい勺 Sfl.ilJはいずれも [IJk• IiI¥ l'存とさ hている

泣跡での検出であり、 JlliiL-のあk且釘LI立1'1J、と 7氏Jをなi叫i主'/"/:をうかカ、うこと 7ケできる

、自宮:/Ji:J由形をえミしていな L、J-gfI)iにfIJi-(I:する j主同;あるし、はf!l'刊亦と li，gliUkされていない i立川:で、

検 11\ している(ijIJ もあり、これらの i立時;が問 _ìUM~ .館跡とどのように/~~J .i主するのか恰iりする必'2-z:ー

があるコ

各i立山~;検 H\f刊を概観すると、本遺跡の悲本ノ 1 ターンのfむに僅少ではあるが床而 J~l 央部[二十七六

たれている問・.J:iiをむーする{ヲIJ.0K 1)出しおに石を，)民く i刊・ li己主を巡らす例があるの

'11;: 1) 11'，し古li をもたない好奇.~~;~1:六遺構として、 03 . O(-i . 07 . 14・25の 5十京があげられる、各j立

fl¥iとものfAcffii(二柱穴が穿たれているが、 03 ・ 14の 21刑判、t六 i間をつなぐように f~Kìfi)~が巡ら

さhている一

長円形・円形・方形を皐する竪穴遺構(長円!日:38、円形:40、方形:39 ・ 41 ・ 44) は、いづれも m~

没後に SD 5溝に掘り込まれている。形態差はあるが内部に柱穴カt穿たれておらず、外部にも

村~tHされていない。

きて、これら中世所産の竪穴遺構のうち、張 1)出し部のある万W;竪穴遺構の性格について、

住居跡・合!車，集会所・土J$i. 馬屋とする i況もあるが、青森県 ;f~lifD城跡出十j刊について工藤;吉

宗氏は 11翌六遺構を土含(1サなものと考え、 i注目ー跡としなかったのは今回険出されたすべての照

穴遺構床面に人間生活の痕跡がないことによる υ つま 1)遺惜内床面より生活跡(炉・かまど)、

生活用具(上器、陶銃器、金属器等)の出土がまづたくないこと 遺構の構造白体が長期のliu;J-

久を考慮してi主られていないこと、前j主の持i立柱建物跡の存在もあわせ;考えて、

能が跡としての性格をj主脱している結果とみられる J(工藤1980) として倉時li'事をとってい

るつまた鹿角 it:i新 Jトヰミ館跡では、最近の調査成果・研究を踏まえて「住居、合!車、簡易宿

内々の I況があるが最:.ì~ 倉庫説が有力となってきているようである J (秋尤1981) としているつ

しかし、 --4:~遺跡出土{刊について、次に述べる理由から工総氏の述べる理由での;合峰説には!司意

できないぺ

東北地方北部の戸けにの緊穴{主将跡における柱穴i配置には、いくつかのノ士ターンが i認められて

いるが、略述すると、 l~芝 rJIJ から 距離をもった付角線j二の!未OIIに柱穴を 4カ

するパターンから、その l~ ターンに加えて各培隅部にも柱穴を穿つバターンになり、更に対一角

線上床面配宣が消え、問部と各li走中央部下方の床面に配置するパターンへと変遷しているつ

この柱穴自己援と密接に関述したのがりç(.~下を巡る j誌であろう。を巡る i誌については、炭化

紋付の検出例から矢紋:/犬に板材を並べ建てた跡、であることが判明しているつこの矢板状板付は



当初j土留めのための引かい腰\1f~: 1;~ であったものが、それより長い外Xl削寸へと変化したと考えら

れる、この長い外1:，そi寸のIH王見は、

から、 1主屑 r'すの ír効 rffïH\ を広くと ~L る iドh吉i な

宇
品、t

f
}

J
J
‘
 

一心てふぺ一 につく形態

と変化させるものであったろうし、

このことが村:六のi配置を床r(liri1央部から間部へ変化させたものと与一えられるのであるつ

これらの変化も鹿角地万においては、北の材、 II遺跡、・一本村遺跡検出のの竪穴住居跡に

おいて認められており、本遺跡の張り出し吉rsのある!竪穴遣問と'.lKt) rHし部はもたないが柱穴の

配置が認められる は、北の林II・ れj主同;の r+i 代の n，~f穴住居跡の柱穴自己

日立と(可ら変わるものではないことから「長期のlin;j'久を号車:していなし川とする理出はあたらな

ヴ一

Qλ
 

γ勺
しヨ一

ゐ

i
v

今ょうて判断材料の一つにするとしても、 フ〔
vb

一
下

ん
ド
「
?
と

のある~:;.:，~穴遺作j は ')1< i) 出し白I~のある S I 01のfa.']長 1)tHし部があるかどうか不明な 2棟 (S I 

16・18) を加えて 5煉険出されており、外i吉村の縦位置1'1c71Jから横位置配亨IJへの変化や原材料

のちがいを考慮すれば大きな問題とはならない。

また、遺構内床面に生活跡(炉・かまど)、生活用呉(土器、陶磁器、金属器等)の出土がま

ったくないことと、禍立柱建物跡が存ιすることから住居跡ではないと しているが、生活

用具じた)出 -::1二が少ないことは単に当該i手穴遺構だけではなく、東北地方北部の中世遺跡全体がそ

の傾向をもっていることであるつもし、が・かまどを有することが住居としての機能を有する

ことならば、 Ji:H立柱建物跡もその機能を具有していないことになる

本遺跡、では、 fをi主するが犀外かまどと考えられる焼土i宣l告が多数検出されており、住居内地

設としてのかまどが、 の出位置を変化させていることを u ば¥ J 
v 

またJI[[¥立柱建物跡にも付属地設としてのかまどがなくとも門主ましっとすることができるので

はないかと考える

識立柱建物跡は109十束分がその存在を確認されているが、建物土tM失が明維なものは53保にすぎ

ないっ建物mt誌は 2i詰P<3 rnJ のものが多く、1'Fl~ 方向も 山市東を中心に各30度の範閉め

ものが多い 1
をみると 2間><;) FrrJ の建物H~l・主であってもいくつかのグループに分担で

フ
円
四

〉
MAA」

J屈立柱建物跡の rlj地状態をみると、他に丘~v '場所カtあるにもかかわらず、いくつかの地点で

数回のι建て許えが行われている。これは、ffQの法律i詳の rli地との関連があるためかも知れない。

m，~)'f_れ.建物跡の所産 11寺立nについて明確にすることはできないか、校 1) 出し部のある

遺構と主複するものがあるの つめ日安となるかも知れないコ

焼土遺構としたものは、長あるいは長大な卵形の一部に突起をつけたような平面プラン

を呈する「このフランを観察すると卵IF;のi幅広な部分には粘土等を馬蹄形に巡らし、その内部

とi幅扶な部分には黒褐色土が充頃されている。縦断而を観察すると馬蹄形に巡らした部分が鍋



底状に一段深くなうて熱変化しており、 は、鍋底部分に!匂って傾斜して

いるコ鍋底部分にはもljj一二・焼土・炭化物が厚〈堆積し、 は、炭化物・灰・

焼土の で'ljHFlしている。

この焼土遺構は、。ラインから 8ラインまでの紅1:1，屈リ後のプラン確認作業では、単なる焼ゴ

frlj 士の円 ~j官円形のJítftl と認 1設されていたが 8 ラインより南側の手伝層ト_&fl~における 7 ラ

ン昨日開芋において焼土・粘土の範囲に黒褐色土の一範囲カt続く遺構であることが判明したもの

で、このことからMtIi帝}伝に んだ部分カf燃焼部、 色ごヒの堆千三:部分が焚仁i吉ljと考え

られることから、この焼土遺構を屋外かまどと推定したの

この焼十j宣梓¥oと相似する j宣構{土、北に|品川妾する

同県浪岡田口良岡地跡・同県八戸市恨地~~;ていも険出されている。

;支j頼石遺跡は慶長 2年 (1597年)に大j甫(軒)為{弓により f存J成させられた千徳氏の居地帯

とされている地区にあり、三和土状遺構とともに焼土遺構 21]1;が険出されて

いるが、遺物の出ごとはなく、その↑'IJ許・構築年代は不iリ!とされている(

;良i可城跡北館場で輪出されている焼土遺構について報告書は「焼土j宣構は、かまどや炉と

いうような と認定できるものではなく、また ~W~Etfl寺の火災跡としては範囲がjkすぎること

から一種の性格不明遺構に属する」としながらも では、 it唱え跡の建物fil1Fを険出してゆ

く中で、 日

構はその意味でも

をする場所あるいは遺構を明確に把涯できない難，I}.I:7]i'あるの今回の焼土;宣

ものであるが、 SFOl. S F02. S F03は SE 22(l主:井戸)に楼し、

なおかつ 3基が集中して[立置することは重要な事と考えら fLる。城跡のrt'では建物別式}炊事と

いつよりは、決まった場所でまとめて炊事していた可能性が高く、かまどのi構造とともに

すべき点と思われる J と述べている(工藤1981)。

根城跡では、かまど:1犬遺1蒋として把えられているものは、形態的には粘土を馬蹄形に巡らす

点では本遺跡と同じであるが、粘土の他に石を配している点が異っているコ

このかまとマ状遺構:・焼土遺構ーが、いずれも張り出し部のある緊穴i遺構・掘立柱建物跡を{実上れ

する r!1世の域館跡から共に憤出される事実は、城館内においては、個々の建物の中で炊事をす

るのではなく、 あ〆コたと考えられ、注目する Q 什

土護は訂正検出されており、その平面及び・断而の形状からいくつかに

るが、この61基の土墳のうち、いくつかは某騎と考えられたが、明らか

は SK(S)53・SK(S)54・SK(S)57の 3基で、ある。

ヴ 干し ... l-，，':;."'-7主主忌
{)'-乙:::1]主しくナ

と断定されたの

S K(S)53とSK(S)54には し、 SK(S)57には しないものの融解した屍体

の痕跡と副葬された

'コd 

していた内

いずれも貨幣が副葬されており、 SK(S)53では、 2枚の小さい円形の柾目



の似のrL¥Jに、皇末j邑(初年).自主(向

l枚、 i首1:jq干して半1]，;11:不可 2枚の 6枚が挑みこまれ、 Iiuj

(同1101年)のf也、

ひらでJ寺た vせたかのよ

うな;1たt&で'tH::Lしているつ SK(S)54では

'1:IJ，1売で1きない。 SK(S)57て、、は、

J ili ヱド iê"i~ ( 同1064年 j 

ため判読不可 1，j;支の 6枚がtH土している η

これらのiT幣の造・輸入毒流通の立JJ[詰j

当であろう

S K(:-;)5::3と SK(S)5/1から {-H -した人骨については、 1，11立科学博物館人知研究部長 山口

からコ;のような慌定所見をいただいている ο

あたりから 1枚出ことしているが、融解しておリ

(初鋳1367年)カ;'2枚、元笠通宝(同1078

)が与 1枚のf也、 f也の貨幣と密着している

J~!::" レ之
、'て，-:-'_ U と考えるのが妥

棄の持mi章跡出土的中世人骨について

山口敏

1 土護墓SK(S)530)人骨

IL..11土状態の実;HI]図および写真によれば 血葬位は頭部をー!とにし、体の右慨を下にして股関節

と膝関節を強く折 1)曲げた1H1J臥屈葬である(図127、図版 63 

骨の保存状態はきわめてわるい。 りあげられた骨片の中には、表面の剥離した頭蓋

10数点、左右のiftlJl11I骨釦ゴ体、産i7[iエナメノし賢次);J寸法n:1 点が認められるが、そlL以外

は徴小な制!十で部f立を j注目Ijすることができない(後頭鱗中央部のflHig-にやや発達した外後頭隆

起を認めることができる。この部分の厚きから判断して成人であろうと考えられる。エナメル

買は大臼尚南冠の約 4分の lに相当する岐}「であるが、 11交粍はほとんど認められない。

上肢の部分で慌リあげ、られた骨片はすべて微細で、部位をi司定できるものはない。

奇I~ に主[ílJ 践によると思われる青緑色の着色がみられる

下)j支部分からは比較的多くの骨片ーが限りあげ、られているが、ほとんどは表聞が剥離し、歪ん

でひびしした中・小のnm:l斗従割)'i-であるコ中に大腿背骨折モ一郎、同骨下関節面、 11:骨上関前面、

何?と幹部の各時Itを認めることができるが、

¥'-':，この1[11;[i本は比較的若い!友人と推;niJされるこ

なおこの人'fl]'の左下)]退付近から、人骨とは保存状態、色調をやや異にする骨!十が数点掠りあ

げられているのこのうち、関節面の形態が部分的に保存されている 1片は、ウシの右

{立端の一部であると忠、われるが、そのほかのす!-¥ーはいずれも断片的で、!司定が困難である。

どを計;W]できるよう 片は 1点もな

2 土境基 SK(S)54の人骨

上1ft葬位は北頭位、右下の1HIJ1:山田梓である ο 関節は 屈しているカヘ股関節の屈曲は約

可

1ム円むつd
]



90度、 H~J'関節の状態は不明である(第127図、図版 64 )， 

頭葉では顕著誌の肺 )'1一千数点、右側頭骨、左mlJ~出骨錐{本の一部、右傾件片、 ド顎骨前lfu1主{槽

部の小片が残っている n Dri品起の{山!こ?の中に前liJi骨の右傾骨突起があり、比'1史的強く発注した

側頭線前端部が認められるつ 11mlJ 91~i骨は鱗音15 とまL様突起の大部分を欠くが、錐体および外耳ー

周辺を比較的よく残している。右タト耳孔J::~:-lf{には ;1R上東京が発達している。右外耳道におけるフ

シュケ孔の有無は談室部の{政却のための判断できない。骨騒の形成はない。内耳孔上}=jの錐体

i二縁には者[切な骨隆起がみられるつ錐{本の大きさは現代人の平よりよりやや小さい。右1顎骨の前

頭突起のがj外側i面は比較的i幅!よい。下顎骨の小片に 31Rilの前荊恨が残っているが、 i主[冠は

ヲミわれている〔

一抗してJ采りあげられている山肢骨片の r+1 には、間不明の!て腕骨立端、 úU'片、石 IJ号骨、 i~1j

不明の寛骨!ヨ部、左右)dF叶号、左右IEE骨、jMlJ不[])jのIJJH手、右R{i骨、および右民'Ii・(1)各破片が識

別される。そのほかに i政別も復元もできない長管骨の縦割片がかなり残っている。

ついてはとくに記すべき所見はえられない。fIll骨の j二関白~'î突起と思われる小片の関

節面上減に骨縁堤が形成されている。

大腿骨では右の近位約 5分の 3の前田部分と 前面音15分、を復元することができ

つ
・た く、骨幹は比較的太し九 を長1';WJできる筒所ーはないが、比較的保存状態の

よい左廿幹上部の最大横夜は、少なくとも 33mmと推測きれるつこの値は現代および中世の日本

人 を一上回っている。

右骨幹の，I!if立約 3分の 2を複芯することができたが、その骨幹 J~の下半は を欠

くので、骨幹中央径の計iHlJはできない。上ラメ筋線がよく発達して高い使線を形成しており、

その Fに鉛直線(後l庄甘筋総)が走るが、後者は 6cm足らずで消えきる J 栄養子しは鉛!白12j!の外

iWJに{立置している。栄養孔位での矢状最大径は:36mm。これは現代日本人および縄文時代人の男

性平均よりもかなり大きいコ横{~j<::はヴァロアで 22側、最大慌に班交する )jll'iJ での投 l必i隔法で

21mmコしたがって腕示数は61.1または58.3となり、現代日本人の平均より小さく、ほぽ北海道

アイヌの平均に近いっ骨幹中央横断面!日の前部は破t.tjのため不明であるが、後辺は後ろへ凸な

j号J住iを きtLているコ庁iH涼の S字状湾11主

が著しい。

IJJH号、住骨、臨甘・はい もWJf片[1'0で、とくに記すべき所見はえられない n

この個体も成人と考えられる。 '141号!)は明らかでないが、 きさから判断すると、

男性である可能性がやや大きいと思われる。

3 まとめ

S K(S)53出土の人骨は保存状態がはなはだわるく、比較的若い成人と推測される以外、とく
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に記すべき所見はえられなかった、しかしこの人骨の下!見付近から係りあげられた骨片のヰlに

ウシのiすが認められたことは きことと忠われる

S K(S)54t]ti'，の!求人 (男'["1:? ) 何十与では、 下!肢j技支骨の一古剖部Ijカがf効カか通ろう !じ二て計計j測H山別iリ町iリl可能なむ紅:リ!度変にf保井呆:存

されてお り、!昨jド日陀1主r~ .. 宇甘甘F月甘jf.リJ旬iF目~j- Iイ":i市;;!iそのj而点雨荷語一if争¥ソ一平、イ…

をj不t示:すもグの〕として弔弔¥史盟令でで、Lあιる

楠列{土、 liJdjf正[亙序の故j立fi!5にや1r出されているの

それに並行するように内1ft1]に存(I:する j洋11¥.;主構はそ

等11111高に穿たれた柱穴の残と、

関連するものであると考え

一つの泣Hlj:としてとらえ、 HJlt.:7IJとして抜/コている山 12条挽tHされた うち SD 12は S

1のj持、!犬部分的，延長在日と考えら jしるし、 SD 1もまたそのリ自から捌列の一部をなすものと

してとらえることカ・できょう ηSA 1 は点 i別立r~分がj也山]) 11'Ml~のため柱穴 ylJ を失い、西iWJ の S

DlLのあたりは、運動場建設のため削りとられてたしている この SD 12の存{1:I土、本遺跡の

四iHlJが、現地形での段 まで、丘;カfらないことを示している

SD4とSD 5 r土地山岳iのfLfI部に堆精した を掘り込五、南東側から北西側に綬や

かに傾斜-し、現地形の沢自の部分に流れ込むような状況を呈することから l対の遺構としてと

らえることができるかも知れなし'0 S D 6は環状を呈するものであるが、講に閉まれた部分が

山ごぼうの耕作のため深く{賢乱されているためその性格は不明である=

きて、 F麗角由来集』に「一、[紅午十すーっ i包牛六郎領知本名[;可館有!と記された

に比定されている段丘由-には、函館199‘080mニで 5郭から構成される

で4郭から構成される『妻の神館(仮称)ー?の 2館が存ヂ1:するという

と面積91，900111"

見と、 290司980111'の面一緒

で 9郭からなる『乳牛館JJ 1館のみとする意見がある σ

段j王面上を 4遺跡に分割して発掘調査が実地され、各遺跡;の発掘調査成果は公表されている

が、 1館か 2館かについては明言していない。

本遺跡の調査では、調査区が の西端であるにもかかわらず検出され 多い。他

の遺跡(妻の神 i、妻の神II、乳牛平)と比較してみると、妻の持31・支クヲ神IIで検出されて

いるかまどの付設された竪穴住居跡は、妻の神m. ~JL 午平では皆無である J このことは、単純

に考えれば安の神田省 1L牛平が古代において生活の拠点として定用きれなかうたと理解され、

中世においては、これが逆転する。(安:の十lj1T・支:の神11でも中世の逮捕:は検出されるがその

数は僅かである。)

また、妻の神 IIと安の神IIIとのi笥には、現地形でも深¥， 1沢目となっているが、安の神IIlmlJ上

端に槻亨1]が摘築きれてお1)、北西側にも槻亨IJの一部らしきものが認められることから、この沢

目と米代JIIの沖積平野を挑む方向に棚列が巡らされていたと考えられる。

Q
U
 



予 tしま 地万の館は、行政的'i'ti'告が 0rt~かったと強周されているが、 HJJ}グIjの と他のri官
助、鮮との位置関係から主:の十f:11IT i在日丹;jWJとは!IfJ的:(二[;;<:Irlijぎれていたと与えるのカt妥当なようであ

り、槻亨iJは、 'l1工事的色彩の非常に濃い遺伝奇と J考えられる

しかし、 2 館が同 H~j: に存庇したか、同じ機能をもつのか、 U¥城の関係なのかを知るこ

とは未だ ~t:1 矧;であるが、 fT汁2~)() ‘ 9ROm' に }ι で J:日 Wl な J!F ~Jç-方自己主を1ífi1えた自立を、 1υO ;=iを J

えることカiなし寸寸力 してお F f出 jj の長，ì[~Li 再fí:

Q 

カt計iIT'Iしている

る一十J-館形式の Jl:)、こ

な自立 u.~;詐をわ守主5 させた毘史t'lヲ背

の押i館J とも

北京J也区内にすることから、今後七利点さ hるうーあり i科i明き IIると忠われる

+ヱ=-ma 
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N I 翁 111および案内111遺跡

ん.，，-
主乙

は じ め に

秋山県;鹿角市における東北縦古口 i二 わる34の遺跡は、

によって昭和54~56年にかけて発掘された心うち、同市花輪字妻の神 l乙あるl.1)妻の神 I

uオ0. 22) 、 (2)妻の神田 (No.24) 造跡は、陸11 1 花輪出J~の北東 2.8 kmの地点にあり、乳牛J11右岸の盆地

内段丘にあって、これらを合せて台地縁辺部を利用い-1]世の郭とi屈がつくられている。 (3)案内

部 (No.34)遺跡は、向字案内にあり陸中花Ili命駅東五 2.1kmfこ位置し、標高 200rnの台地、南と西

側の斜面を立地に利用した遺跡である

I 遺跡は、昭和56年 4 月初日 ~8 月 12 日の間に橋本高史文化財主事が発掘を担当し、

(S 1 003)の床面直ーとから焼炭化米が採集されたっその炭化米の上lζ焼

けた木皿が検出されている。

(自主の神面遺跡は同年 4 月初日 ~8 月 31Elの問にち桜社1

5官跡の主要平担面の大湯浮石〈十和田 a降下火山灰)}~ト I前で、確認さ

穴と考えられるピットの墳[まから次の 5資料を保集した。

a) 13 Aグリッド Dit 1229……・ナタネ粒のような小粒炭化物の塊

b) 13-Cグリッド pit 1138......炭化物塊で稲穂か

c) 14-Eグリッド pit 中.........こぶし大の炭化物塊で籾か

d) pit 9999一(山1日)..... 一...一.........暦......ナ夕ネのよう fな小¥粒と茎信の!炭3支i化物塊か

e) pit告ω999一 (ω2)..... 一..，一..一….一.守'一，‘'一..一.-..-イιf弘J
(印3引)案内型 j遺霊尚跡;，は土、同年 4 月 20 日 ~8 月 22 自の!却ζjト林克文化財ー主事が担当

(S 1 010 の床!日から炭化物を採集したっこ

ていた壁材¥床材の焼材があり、この直上に橿と思われる焼けた出物iこ入っ

し、中世

において、

-
u
μ
ト

J
H
斗

、

一

ノ

さ

焼
z

た

-
J
刈
斗

ム
ズ
」

lJTIや、おにぎり;IR塊で出土し、また、 ラパラの状態で出土し、 il可炭化物は混在して

いたので、

なお、 (1)妻の 1

4ンミ1.
""'，'" した、

プラスコ状ピット 7墓、土壌 17基、

[-i 
Q
V
 

つf
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縄文土器、土師器、須恵器、鉄器、木器が、 (2)妻の神E遺跡では、縄文時代の竪穴住居跡 2棟、フ

ラスコ状ピット l基、 Tピット 13基、中世の住居跡38棟、土境86基、貨幣、銅鏡片、鉄製馬呉や

土器および ( 3)案内直遺跡では縄文時代の竪穴住居跡 5棟、同土壌15基、縄文前、後期の土器や、

平安時代の土師器、須恵器の壷、鉄器(錯、穂摘呉、小万、 、銅鏡などが出土している。

昭和57年 2月

これら炭化種実の同定を依頼された。

じて、

3月同県埋蔵文化財センター小林克氏から、

3 

Lご2

干r!J1および(3)案内理遺跡;の試料は、約 0.6--1.'1 kgの炭化物を、 (3)妻の神田遺跡の 5資料は、

0.2 ""-' 2.5 gを送付された守なお、その後筆者はそれらの遺跡を視察し説明をうけた。

方法

(1)妻の神 I遺跡の試料は、第 1表のように 100 g を任意 5 区分し全部で;~f守 1 1， 000粒を、 (3)

案内班遺跡の炭化物は第 3表のように約90gの試料を炭化米 2，000粒づっ数えながら混入して

いる炭化豆(中、 ;J¥，半片粒)と膨張粒に分け、粒数と重量を計った。 JJ、トーの試料は i村づっ

lレーベで見ながらより分けた。なお、(目、 (3)遺跡とも、一部を細長、普通、丸粒にわ

子顕微鏡で撮影した。また、案内部炭化豆は第 4表のように、 1)サン7
U

) レは約220gを標準節

( 4n服、 2.5."問、 111111l) を用いて鵠号IJし(粒!幅によってわけられる)たものと、 2)、3)はサンプノレ

は肉眼またはルーペで見ながら炭化米と豆を膨張粒、大、中、小、半片:院に 5区分し、粒数と

重量を調べた口 (2)妻の神国遺跡の 5資料は、第 2表のようにノレーベまたは実体顕微鏡下で、各炭

化塊の表面にある粒数を数えた口なお、籾、米とくに豆については、代表的な粒形のものを現

と比較して同定のため走査電子顕微鏡で調査した。また第 5表lこは妻の神 I、案内田の

焼けた米を、第 6表には焼けた豆を大中小粒にわけで粒の大きさを測定した。

調査結果と考察

佐藤敏由氏の、日本の古代米、には、各地遺跡から出土した古代米について多くの米粒の大き

さが測定され、 ターン(姿)の検索表の執告がある。それによれば、自本型の米(QrJ叩

saliua subst jゆonlca)iこは、米粒の長さが 3.2....... 5.3 11W!のものを第 1群とし、粒長が 5.31，官削n舟似n.川1.

1-，のものを第E群とした5 そして第 I群を粒踊によってAは 2.8----3.7 1l/!lT/、自立2.1~ 2.8m肌 C

は 2.111l'1lt 未満としてグループ L ， t立の長 11屈指数(長福)が日本型の米はいづれも1.3~2.0m1l1の間

iこ介在し、各地遺跡の出土米の縮粒、丸粒の混合のパターンがわかり、それによって古代米の系列

が示されるとした。第 5表妻のtftJ1の炭化米パターンは 1A (50~の、 JI b (30タ心、盟 (20箔)で、

案内盟のそれは IA(50男)、 JIA(50%)である。すなわち、前者がやや大粒で、あり、長幅比は平均

1.6 ---1.7で、それは20粒では、 1粒づ‘つを除き、両者日本型l乙属している。前者は玄米で、
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後者は腔を欠く J島精米が多い (カラー]図 aヲ b，第上 2， 4、 5， 6図)。

妻の神 I遺跡の出土米lこは、第 1表lこ示されたように焼籾米が平均粒比 6.396、(重比7.3)

あり、取扱中に籾穀が破れ易いのでこの比はさらに大きかったと思われ、玄米での貯蔵であろ

うが、籾宿程度は現在のものより悪かったっそれが日で撞いての脱穀か籾J習具があったのか不

明であるが、炭化籾穀の表面は摩擦の段階がいろいろある(カラーし 2t辺、第し 3、4、 5 

図λ 熱のための膨張粒(第 3[克〕は平均 8.6qぎであり、炭化米の1，000粒震は平均 8.6gで

ある。また、]、 2粒のマメ片は床上で混ったか、この周辺で豆裁培があったと考えられる。

第 2表lこ示された妻の伸酪遺跡の炭化物のうちナタネのような小粒炭化物はアワ粒が回った

ものであり、 pit] 229のものは木材片品を伴い、 pit9999 いにはアワの茎葉の}部分とみえるも

のが混在し、また14-__ Eのp1t中に出土した炭化物にはアワと籾米の塊が認められた。それらの

アワ粒の拡大では、その粒の特徴である山脈型の乳頭が確認で、きる(カラ-3図、第7、8図)。

また14 E pit中から初めアワ粒と間違った破片が、後でエゴマまたはシソの粒形の不明瞭な

破片とわかった。それは傷ついた粒面と内表皮の多孔と厚膜細胞の穴が見える(第 9図)0pit 

1138出土の籾米は穂軸を混じえて籾が穂、の状態で並んでいる。おそらく、穂刈りして穂が束

ねられたものの一部が火災に遭って焼かれて落ちたもので種籾用の保存かと思われる。(カラ

ー3図b、第 4図)、またpit 9999 --( 2 )の炭化豆には粒の大小はあるが、かなり捕っていて

アズキの炭化粒と考えられた(カラー 2図)。

案内部遺跡の出土炭化物は、曲物の橿内lこ入っていた炭化米塊と炭化立が散乱し周辺に稲

藁で編れた建状の炭化物が出土している(カラ-4図 a~ d )。それらは一応

発掘者において豆粒と米粒を区別し送付されたが、第 3表に示されているように、なお炭化米

iζは肉眼では米粒と区別できないような/トさい豆が混入していた。それを小中粒と半分づつに

分離した半片粒と膨張炭化物(大部分は米粒だが若干立も混入)に分け、粒数上とと重量 100

分比を示したコその比はサンブD)v5:)ljでかなり違いがあるが、炭化米が粒数で平均 81.9労、

量で平均 68.8必であり(第 6図)、立ではそれぞれ 15. 1と26.696である。第 4表の(1)サン

7")レで、は、粒数重量比とも中粒のものが最大で全体の%を占め、ついで半片粒と熱での膨張粒

で、炭化米、大 e 小粒立は少なかった。同(2)サンプルでは中・ IJ¥*立が多く、ついで半片粒、膨

張粒、大粒炭化米であった。これら炭化豆は大小、粒形が不備いであり、うち大等中?立は現在

アズキ粒l乙似ている(第10----13図)。しかし、最も小粒のものは現生アズキにはない(カラー 4

図 c、 d、第14、15図)コおそらしこの時代には雑多な品種で多系統が浪花しているため、

このような極小形のものまであったのではなかろうか口現在のものでも筆者が20年余前、岡山

県中北部のアズキ畑で農家が品質不良のものとして除去していた、やや平産で小草本のもの

者は雑草アズキと呼んだ、)は、種子の大きは中粒であるが、第191h1K.示したように、本出土品
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とかなり似たものがある。また、 fJ¥" (}i 1-1- !I-. 々 ト.r'7 ザ)'-r、、! ，tL'1アヴーートー片
て)V.JIld.、 j ゴ:/ 1" 'j ¥---j ノ ノ V ノ/、ーγ;c)..

にその粒形が似たものもある。しかし、その表面の拡大写真正網状細胞がなく確認できなかっ

た(第14、17.，18図)。また栽培型とされるツルアズキのような組長粒のものはなかった

関)。 野性種のヤブツノレアズキ(アズキの原語?)と似た粒はあるが(第21凶)、他の野生豆

じっツ/レマメ、ノアズキ、ヤブマメ iこ{Jユたものはなかった口また第 4

粒が丈、中村ーよりも30~7096 も電し ì これは、

1， 000 :j泣調査で、

ことは考えられても

にくい。アズキの大粒以外lこ璽いダイズ1粒の混在があったと考え、へそのあ

Q し アズキより tfiかいへそをもち、へその 会/乏日目
乙二 、 ゴιてんしJ

のある粒が見付かったので、ダイズ と した(力ラー第 4[翠cd、

近藤高太郎博士のホ農林種子学(後)もにはアズキ、リョクトウ、タイズな

ある。備中緑豆が長さ 3.5~' 5.] 111m、|幅 2.8，-..._ 3.9側、厚さ 2.7 ~ 3.9mm、1，

記述が

35.4 Cjで

あり、小粒の備中白アズキが長さ 3.7 ~ 6 _ 2 flI7il、111記2.7 ~ 4.4m.m， 2. ，5 ~. 4_ 2/11l11、1，000 

51. 4 Cjと大粒iこは朝鮮産大納言が長さ 5.2----8.3刀問、 11I詰3.8~ 6.4111/11、 l享さ 3.3，-..._6.0'117n、 1，000 

] 29 g とある口ダイズ粒のへそはアズキなどとちがって、種痛がなく、へその中央に裂臼か

あり、粒の重さは最小が 1，000粒重909で、最大は 2509のように変題、品種による違いが大き

い、とある。

第 6表lこ示されたように、案内自の大争中村は、アズキ、リョクトウに相斗オる大きさ

のものはあるが、小粒のものは現生の小形アズキや 1)ョクトウよりもさらに小さいっまた大形

の膨張粒と同形のものが、前述の佐藤氏の書:には秋田技!f.弘前方 1 号樫穴住民[~赤から出十

した大豆様遺物としての描図 a るむその焼ふく lこは、 7棚、 lil員5.5湖、

!享さ 5mifl，ヘ B 7.7山、 ill品5.5mII、 .51問、しかし そが見えむいのでも j;j 

るが、脂肪の多いダイ アズキやインゲンと違っているのでダ 1 し
てよ

ーしス一

、~

1，1〆一、¥1 ' rcJ 0 

アズキ

本の原産と

は、

る]年生作物で日

白、

iF.己氏の

くか

¥¥ ~'こは、仁下q主!または日

はし 1わゆ

などの原料と。 ーァ
」

r~) っ

するなど日

日

とおそし 1関保がある口また、星Jli清親氏の書には、アズキは

j設か

は2，000年前から

さーれるu アズキは!;!

まつばら日

も農耕文化が始ったころからの作物で中

はあまり好まれないらし、、 f~羽鮮

一ー
」 輸出j司である子リョクトウは{ンド

されるp.;刀diatasか ったと見られ、 はないっ くか

ら入り、中国北部へは B.C.5 ら入った。最近ま

jよく作られていたが、 ほとん "r戸 / ナー
4 し'¥ ;と去、 4コ/ミ
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渡部忠位、森脇晩氏らの報文には、インド亜大陸の 1)ョクトウ (Phaseolusaureμs)と類似

ツルアズキ CP.'fnungo)の諸系統をインド各地で採集し、日本で裁培結果から、系統的な

されている。

ダイズ(げnt?ma_y) ¥土、前述の三警にその裁培化は、中国北部、シベリア、日本に

するツルマメ(ノマメ G. )が原生額で、大古から人間の食料とされ、東アジア

されるようになり、今日の裁培ダイズが発作したらしい。それがやがて中国へ伝播し、

のーっとして言重要視された。日本では縄文時代の遺跡からダイズが出土しているが、たぶん、

ノマメを説集したもので、作物としては弥生初期に

花は大弓が明記され、すで

したものであろう。記紀

アズキ・ダイズやリョクトウなどの

種の他lと沖縄県産のアカマミやダイズなどを、また、

なりつつある。

対照のため、森脇氏より前述の 2

ら宮崎県椎葉村の焼

欠くことのできない
、

h
ソ

と
りで

佃むダイズ砲アズキの分譲をうけた。それらと裁培撞のツルtアズキおよび野生種のヤブツノレア

ズキ、雑草と見られるアズキなどの種子表面構造の走査電顕像を示し、出土炭化豆と現生アズ

キやそれらと比較した結果、たとえば、アカマミは理子表皮iこ星状様の低に乳頭が並び他と違

いが大きいようである(第20図 b)ョそれほどは目立たないが、現生アズキおよび出土の妻の

神車、案内亘の表皮の 500~ 1， 500 誌の拡大図にも乳頭が見える(第口、目、 16図)。一方、リ

ョク豆、ケツ jレアズキには 200~ 1. 000 倍の拡大で表皮に顕著な短形の網状、後者は皿状細胞

が見え、この点アズキ、アカマミとリョクトウ、ケツノレアズキの区別点となろう(第17、18図〉。

またダイズの粒面には穴が並列している(第22、23図)。さらにこれら現生マメ類と出土豆の種

皮表面を1， 000 ~ 2，500倍に拡大し顕鏡して見るにいづれも表皮下には錯綜した網状細胞がぎ

っしりつまっている(第13、16、17、18、19、25図)。

アワ (Setariaitalz"ca)は、戸支n義次、管六郎氏の、食用作物込および佐藤正己氏の前掲蓄に

は、欧軍大陸lζ広く野生しているエノコログサから発したと考えられる作物で、北支を中心と

して極めて古くから裁培されている口一部にはインド原産説があるが、 Roxburghがインドに

はエノコログサが分布しないし、 Kornickeらもインドが原産でなく北方の、しかも冬の厳寒で

ない地とした。 Vavilowの原産地は日本を含む東部アジアであり、キピの原産地とほぼ一致す

るか、キピよりは冬の温暖な海洋的気候の地域とした山中尾佐助氏の、裁屠植物のf世界、には、

キ

らインド

かし、

インドにあるので、そうしたものが中国や近東で見出されないことなどか

されたと結論して問題はないが、アワは事情が違い、中国説が一般だが、し

アワが最初からキピと相伴っていたという く見て、アワもキピについで

インドで裁培化したとみ しやすいとしている。

守

1・ゐ
円
叶
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筆者は先に、大分県二本遺跡弥生後期の住居跡の焼けた家屋の床上からバラバラ lζ散らばっ

た多重の塊状炭化物の中から若干のへそのあるアズキ粒を見付け走査電顕検査で同定した。ま

た現時点で最初の水田遺構と言われている唐津市菜畑遺跡の縄文晩期山の寺層から稲籾穀の他

iζ炭化したアワ粒、アズキ粒、ゴボウ粒、未炭化の雑草メロン(マクワウリ j 麗子などをi可定

している。それ以前の遺跡として福井県鳥浜異塚縄文前期層から西田正規、松

氏らによってリョクトウとされた豆を、そ された同期屑から'粒の炭化豆を検出

した。そ (第14凶 c)とi可形で、そ ')ョ

クトウの表皮(第17図 b) と同じであった。 は1)ョクトウ(? )としたが、網状斑

文からリョクトウとしてよい臼なお同遺跡からヱコマ、シソの炭化@未炭化粒を検出した。そ

れは従来、長野県縄文中期農耕遺跡でアワの証拠品とされたターノレ状炭化物がエコ--:(.シゾ

の特有な果表面の網[:jと流線文、 i斗巣皮の多孔細胞、肥厚相l胞の配列穴および種j支のもわらじ

細胞H の発見から、松:主主氏と筆者によって、エゴ?・シソ粒であることを確認した。本報告の

妻の神田 14-Eグリッドのpit 中からの小破片には、橋皮の、わらじ細胞ρ は見られないか、

炭化粒(はじめアワ粒と誤認)の拡大像が松谷氏による大石遺跡のエゴマ粒や筆者のなすな

原出土エゴマの内果皮に酷{以した。すなわち、炭化内果!支の多子しおよび肥厚細胞の穴の自己子IJが

見られた(第 9図)0 おそらく ζの周辺で裁培または生えていたものを収穫後に焼け、 pit ~こ

落ち込んだ炭化片が一部のこぶし大に塊った籾米やアワ粒;塊iζ付着していたものであろう 4

炭化米や畑作物の炭化豆は、縄文@弥生時代に出土しているが、貯えられた状態での発掘{9!J

は弥生後期~中世時代iこ多い。たとえば筆者は中世の尾道市街地の埋護遺跡から焼けたアワ、

ソパ、コメ、オームギを、大分県二本木弥生後期遺跡のアズキの焼粒を同定している。また、

東北地方でも早くから青森県田舎館村垂柳遺跡で土器での籾痕や炭化米の出土が報ぜられてい

たが、 300枚近い弥生時代の水田跡が発掘されたのは昨年 (1982年)のことである。中世にお

ける本遺跡からの多量の米、立(アズキ@ダイズ)

当時の農耕文化の貴重な資料と考えられる。

まとめ

ゴマ(シソ)が揃って出土は

本報告で、は、古代中世の住居跡で焼落ちたと見られた炭化材や柱穴から採集された米・アワ a 亘

類を同定した。それらは炭化物塊または、ぱらぱらの粒として、貯蔵用の橋、木血の内やその

周囲の床上lこ散在していた。なお、周囲iこは焼かれた稲葉で作られた話があった。;J;きられた妻

の神 Iの焼(炭化)米と案内亜の同じく炭化米と豆、および妻の神型の塊状のアワ、玄米をサ

ンプリングして、量的調査と粒形の走査電顕像(写真)と現生種実とを比較し同定した。

妻の神 I遺跡の炭化米lとは 6--8沼の炭化籾が混じ、指精また籾擢のよくない玄米を貯えた



ょうであり、火事による膨張米が 3~11必であった。案内田遺跡の炭化米には、粒数で平均15

。バ
/【ノ、

じているし、 は粒数で 896、重量で 3拓の炭化米を混え

ている。これはもともと別々に貯えられたものが火災時に混合したのか、玄米の膨張粒は 2~

7俗、立では 8~13おあり、相当強い火力で膨張したものと辺、われる。炭化米の大きさの測定

で、粒の長I~話比から日本型であるが、主:の行11 r l計案内盟の米より少し大粒であり、前者は玄米

であるが、後者は躍の欠けた粒が多く、膨張粒lこ!賓の割自があり、捜精米の貯えではなかった

か、案内国の粒が!J、さいにも拘らず 1，000

いると;考えられる口なお!友化米はどちらも京!ll'f立、

炭化豆lこも大小さまさまのものがあったが、

、のは、 して

合み、不fiii}であった。

砲のものの大 e 中粒は形、大きさ、残され

た僅かのへその形、表皮細胞の低い乳頭などからアズキと同定した。しかし、現生アズキ品種

には見られないような極小粒のものがあるが、品種、系統が雑多なままの裁培と考えた。なお

膨張粒は最初はアズキが火災のため膨大したと考えられたが、 1， 000粒重が大きいところから

大粒で重いダイズの混入がへその形から推定された。また小粒のものにリョクトウ、ケツノレア

ズキの混入はあるかどうか、出土粒には表皮細胞に網状が見付からず、今のところアズキの小

粒と考えざるを得ない。

また妻の神田の塊状粒には、表面lζ山脈状の乳頭が並んでいるのでアワ粒と同定した。なお

古くから五穀とされているキピ@ヒヱ粒がなし 1かと小粒種子を丹念lこしらべてみたがこれらの

r!-I!こは見当らなかった。 しかし、エコーマまたはシソの破片ーが認められたヮ

いづれにしても、この遺跡周辺にこれらが栽培、貯蔵されていたことが確実であり、籾米がフエ

ノーノレ反応でフ対話か陸稲かの調査は炭化粒のためで=きなかった。なお、アズキの小粒に近似するヤ

ブツノレアズキは損人が考えられるが、焼畑iこ裁上告されていたと考えられる細長粒のツノレアズキ

なく、また野生のツ jレマメ(ノマメ)、ノアズキ、ヤブマメなどは粒形、表皮細胞模

様から見てなかったようである。
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学部森脇勉氏 e宮崎大学農学部藤原宏志氏ならびに前秋田農業試験場の須藤孝久氏、走査電子顕

一{1投鏡で本試料の撮影iこ協力を得た岡山大学農業生物研究所藤氏浅民、

どに本文を草するに当り感謝し 1たしますっ

に援助された武田満

] 9 8 3、 2、14、

元岡山大学農業生物研究所教授



第 l表 妻の神 I (S 1 003)の炭化物

11 ( O. 1 ) 
;.0 ( 6.6) 3.3(10.9) 

184( 7.3) 75 ( 2.9) 3 ( 0.1) 2507 (100) 
1. 9 ( 9. 1 ) 0.7C 3.4) 20.8 (99.9) 

3.8) 4 ( 0.2) 2363 (99.9) 
り.6) 20.9 (100) 

( 0.2) 

備考 1 )約 100g 
、

れ
ソ 5よ料にわけ、 炭化:1'耳、炭化膨張米、

を数えそれぞれ重量をしらべた。

2 )その他、 %以下で粒形が不明の炭化粉屑 6.2 gあった。

3 )炭化米1，000 8.0 ，.__ 8.7 g、炭化問l!、つ ---lO.4g

第 2表 妻の神田の炭化物

a) 13-Aグリッドpit1229.. 

められ(カラー 3図)、

-炭化アワ 2 2.5 cm魂ぐらし可 に約 270

している f第 8図) 寸!の

1.6 rmn 、1.4 1.8万山 C

b) 13--Cグ!)ッドpit1138 

たらしく、')~- 5 cm 

、宮.

ていたものかも lプコモー
を;_ o'_)-.-1 

(カラー 3関、第 4凶) アワ

と約 1~~ cmの碑fIlil!が12ついていて

120校ぐらいの塊である(カラー 3図 a) 0 

心) 14--Eグリッ I料品主 a ・a 智"マ.. . .. 1. 5 ---2 oriLの炭化塊は、元はこぶし大の親米とアワ粒塊

があった。(カラー 3図 c、第 3図)仕形は不明瞭だが破片の電顕設からシソ属(エゴマま

たはシソ〕が少数ある(第 9関)っ

d) Dit 9999 --(J). つ~つに
ん'--'.'J 

IJ 
ノ

IJ さんで i

び、 られる(カラー 3図 d、$7

炭化アズキ投18粒 1、仁jごl粒 3、

、
に
U 9*立)e) pit 9999 -(2)・・・・・

がある(カラー 2図)。

294 



第 3表案内盟の炭化物(その 1) 

1ι3ム之J 化 仁G'~ の 区 分
膨張(米炭化物

籾

炭化米 炭化豆
粒 粒 半片粒 'ID 米

1)粒 200() (87.:3 ) 
1 -…10747762t271 一1) 

3m(100i 
g 19.4(77.6) 4.1 (16.4 ) I 0.8 ( 3.2) I 1.9 ( 7.6) I 1.4 ( 5.6) I 1.5 ( 6.0) 25.0 ( 100 

2)粒 2000 ( 74.3 ) 632 (23.5) I 1.20 C 4.5) I 300 (11.1) I 212 ( 7.8) I 59 ( 2.1 21~叫99)|
128((3831j41 C(123)!160((180727f80)15(45) j 

g 19.1 C 57.2 :33.4 C ] 00 

3)粒 2000 (85.4 ) 279 ( 11.9) I 33 ( 181 ( 7.7) 65(281l60(26)i 2340((99.9))i I 

g 18.3 ( 72.6 ) 5.1 ( 20.2) I 1.0 3.1 ( 12.3 ) 1.0 ( 4.0) I 1.8 C 7.2) 25.2 ( 100 

計粒 側 (819)|llm51) 航 257W80) 339 ( 4.6) 212 ( 2.9) 67325(9と 9;
g 56.8 C 68.8 ) I 22.0 ( 26，6 ) 5.9 ( 7.1) 111.0 (13.3) 5.1 ( 6.2) 1.8 ( 4.6) 82.6 ( 100 

備考 1 )試料から炭化米 2，000粒を数えながら、その[tIから炭化米と膨張炭化物にわけで、

1 ) 

それぞれ粒数、重量を計った。その他、炭化路が全部で 6.29であっ

2 )炭化米 1，000粒重は 9.5、9.6、9.0、9.3、9.59 ~平均 9.4 gである口

3 )炭化立の 500粒重は中粒 20.19、小粒 11.3 9、半片粒 6gである凸

4 )本遺跡の出土炭化物塊、米、豆には 黄褐色の土がかなりまぶれていた。

第 4表案内盟の炭化物(その 2) 

灰'-'-'. 化 日

膨張粒 大 粒 中 キ立 粒 半片 粒
炭化米

( 4肌以上) ( 4河川以上) (2.5-4 ml/n) ( 1 -2.5附)

334 ( 3.9) 5340 (61. 9) 268 ( 3.1) 789 ( 8.1) 

tj I 27.8 (12.8) 17.6 ( 8.2) 141.5 (65.6) 3.5 ( 1. 6) 18.9 ( 8.8) 6.5 ( 3.0) 

!天 イヒ 3乏
炭化米

2 ) 膨張 粒 大 粒

中114(26日粒7日~占382 3224 粒お心

半片粒

粒 47 (11. 0) 22 ( 5.1) 87 (20.4) 19 ( 4.4) 
tj 3.7 (28.2) 1.0(7.6) 3.8 (2 1.2 ( 9.2) ( 1. 5) 

炭 化 豆]000粒重(500粒重 x2 ) 

計

8628 (100) 
215.8 (100) 

言十

427 (100) 

13.1己主」

膨張中立|大 gJ 粒 IIJ¥ 粒|半片粒

60.6 46. 7 35.5 21. 2 15.4 

備考 ] )サンプjレ220gを舗でおろし、膨張、半片、炭化米をより出した。

2 )膨張粒の多くがダイズ、その他はアズキの炭化豆と推定できる。



第号表 :!22 二込 τk 

-、/〆/A〆『

戸/7L 、ぐ~ llml Ip話 さ mm !幅 17V17l 厚さ I7l:7n 長 Ip品 l再試1qとも燕

4.8 4.5 つω.にυ 1.8 {若心粒ギJ200 

つ 5.3 3 つw.にu 1.4 4.1 1.4 粒の仁1:1か

3 5. 2.3 1.7 4. 丸、普通粒を

4 5.4 1.3 採って測定し

5 ;:; :3.8 f二。

3.8 つω.つω つι，. 1.7 。 1.8 

7 5 
。 1.9 

3. 3.0 i 2.3 

4.3 3. 7 2.2 1.2 4.5 3 2.5 1.5 

乙 i i 4.1 

平均 4.9 3.1 2.2 

11 4. 7 3.0 2.1 1.6 4.9 2.6 2.4 1 

12 4.9 2.5 2.0 

13 3.8 2.4 2. 1 1.6 3.8 3.0 

14 3.9 2.3 2.1 1.7 4.0 3.4 2.2 

lS 5.0 2. 1 1.9 4.3 2.4 2.1 

16 4. 1 3.0 2.0 3.1 2.3 

17 4.8 3場。 2. ] 2.2 2.0 2.0 

:3.0 2. 2 1.7 3.8 2. 2 

5.4 2. 7 2. 5 2. 

2.6 2.4 1.9 3.9 つιh つ凸 . 1 

備考 は大中小の 500粒重iWJ定の中か JF立を測定した。
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西日向20年代に湯量;~Hたもので.本代川 11!4i. 1軍・館1由形・尚付哉の設況がよ o哩憾できる.
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地割I初年代に縄ルされたもので，古代川氾理~1原 ・ 館地形 .IB村落の状況がよ〈班解できる.
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() -8ラインl則的組織り作裟
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カラー 1図妻の神 I出土炭化粒

a焼籾米 b 焼玄米

カラー 2図妻の神 III出土

a娩アズキ

カラー 3図妻の神 III出土
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第 1I蛮萎の神I出土炭化粒

a t置

第 2図饗の神 I出土炭化絵

a玄米(丸)

c玄米(普通)

X10 

X10 

X10 

b 軍軍毅片 Xl00 

C 籾と玄米 X 10 

b 玄米{細長) X 10 

d 玄米横断面 X10 



婆の縛lU出土炭化粧113図
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b 同左の籾片XIO a f.II片のある111脹米
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X200 問よの玄米の部合d X 100 



第6図案 内111出土炭化粒

a玄米と籾片

c玄米

第7図 奏の縛IIJ出土炭化事室

aアワ

C 同よ

XIO 

XIO 

X25 

Xl50 

b 玄米と籾片 X500 

d 膨脹玄米 Xl0 

b 同左 X500 

d 関左 X500 



118図書の神1111:11土炭化粧

c アワ 境

119図書Eの神日I出土炭化粧

cシソ鎖粧の内果度片

XIO 

X50 

><50 .崎、

b同左

d 炭化本片 X200 
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M10悶案内凹出土炭化粧

a アズキ('1、滋} XIO 

C アズキ(Iil脹担) x10 

第11図嚢の縛lI1出土炭化粒

aアズキ(大組)

第12図案内!II出土炭化粒

a アズキ(幼芽 ・亭.n

， X10 

X10 

b アズキ{中組} X10 

b 問友 ..x 10∞ 

b 同左(子薫) X2S0 


